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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第三次都市奪だつ還かん計画は、失敗に終わった。

　しかし、今、そのことに気付いていた人物は少ない。

「あああああああああああああああっ！」

　叫さけびと共に両手を挙げる一人の少女。『雪ゆき村むら姫ひめ香か』は茶ちや髪ぱつを三つ編みにした、中学生ぐらいの少女だった。

　一見垢あか抜ぬけない、どこにでもいるような強気な少女。

　掲かかげられた両手は、ガントレットに包まれていた。

　といっても、西洋の防具のようではなく、肘ひじまでを覆おおい、まるでロボットのように見えるグローブ状の『機械』だ。

　メタリックシルバーの腕うでが青く淡あわく光を放ちながら結集していき、まるでプラズマボールが発生したように光を放ちながら、両手の上で膨ふくらんでいく。

「放てっ！　今だっ！」

　声が上がる。

　姫香の周りには、一〇〇人にも及およぶほどの男たち。

　皆みな、同じ黒い服を着て、少女を中心に円を描えがくように整列している。

　年ねん齢れいは、様々だ。

　十代、二十代、三十代、四十代──

　世代を超こえた男たちが、一堂に会していた。

　それぞれの男たちの顔は──一様に険しい。

　それもそのはず……ここは『戦場』なのだから。

「まだよ！　もう少し──」

　姫香の頭上に、まるで風船を膨らましたように、エネルギーが蓄たくわえられていた。

　バチバチと電気のような音を立てているが、電気ではない。

　このエネルギーは特とく殊しゆな人間にしか発せられないのだ。

　そう──この中では、彼女一人。

　このグローブは、『魔ま導どう砲ほう』と呼ばれている。

　魔ま法ほうのような力で、エネルギーを放つ、『兵器』。

「もう限界だ」

　ちらちらと姫香に目をやる男がいる。

　その、溜ために溜めたエネルギー弾だんを、魔導砲を放てと、そう言いたいようだ。

　前を見み据すえていなければならないのに、恐きよう怖ふが彼を焦あせらせていた。

「まだダメ！　守ってくれるんでしょ！　……信じてるから」

　姫香は、そんな男よりも、整列している中にいる一人の青年の横顔を見つめていた。

　真ま面じ目めそうな、長身の青年だった。

　彼は、『桐生きりゆう矢や城しろ』。

　彼らは今、戦争をしている。

　と言っても、戦争をしている相手は、人間では無い。

　それは、巨きよ大だいな『植物』だった。

　たった一本の桜。

　たった一本の桜を倒たおすため、今彼らはここに集つどっていた。

　人類と植物。

　食物連れん鎖さで圧あつ倒とう的優位に立ってきた人類は、今、その報復を受けている。

「来るぞっ！　守れっ！」

　ずずずず……地じ響ひびきを鳴り響ひびかせて、木が動き出す。

　そこは、森ではない。

　たった一本の木から伸のびた触しよく手しゆのような巨大な根が、タコのように、あるいは槍やりのように襲おそいかかってきた。

　狙ねらいはずらりと並ぶ、同じ格好の男たち。一〇〇人あまりの男たちが、両手を挙げる一人の少女を守るために、集結しているのだ。

　軍服──ではない。

　甲かつ冑ちゆう──でもない。

　皆、黒い衣装を身に纏まとっていた。

　魔導アーマーと呼ばれる、対巨大植物兵器。

　人間の身体能力を極限まで高め、車を持ち上げることも馬より速く走ることも出来るようにする兵器だ。

　そうでなければ、戦えない。

　いや、それでも──生き残れない。

「ぐあああっ！」「うわ、うわああっ！」

　地響きの次は、悲鳴が鳴り響いた。

　アナコンダよりも巨大な一本の根が、ばりばりとコンクリートを砕くだき、列車のような速度で突つっ込んでくる。

　粉ふん塵じんが霧きりのように舞まい上がる中で、兵士の首を吹ふっ飛ばし、締しめ付け、叩たたきつぶす。

　左右にあるのは、瓦が礫れきと化したビル群。

　逃にげ道は、ない。

「止めるぞ、桐生」

　懐かい中ちゆう電灯のような筒つつを構えながら、『葵あおい闘とう神じん』は傍そばにいる矢城に話しかけた。

　短めの銀ぎん髪ぱつ。がっしりとした体型で、ぱっと見でも軍人だと分かる風ふう貌ぼうをしていた。

　闘神が懐中電灯のような筒を振ふりかざすと、そこから光が伸びる。

　それは、スター・ウォーズに出てくるようなライトセーバーだった。

　巨大な根に斬きりかかると、ばりばりと樹皮が剝はがれ、焼きただれる。

　巨大植物の樹皮は、チェーンソーやノコギリの刃はを通さない。

　急所があるわけでもないので、銃じゆうで撃うたれて風穴が空こうがビクともしない。

　魔法のような兵器を使わなければ、致ち命めい傷しようを与あたえられないのだ。

　そして、その魔法のような兵器を扱あつかうために、魔導アーマーはある。

　ライトセーバーは、魔導アーマーなしでは扱えない。

　魔導アーマーは人体を強化すると共に、生命力を増大させ、兵器の資源に変えており、それを媒ばい体たいに、魔導の兵器は起動するのだ。

「闘神！　無む茶ちやです！」

　矢城が叫ぶ。だが、それはすでに斬りかかった後だった。

　根は斬りかかった闘神へ方向転てん換かんする。

　囮おとりになろうと言うのだ。

　突とつ進しんされただけで、数人の命が紙のように散っていったにも拘かかわらず、それを一人で受けようというのだ。

　無茶という他ほかない。

　獲え物ものを見つけた蛇へびのように、ずるずると地面を擦こすりながらカーブする根は、ビルに突っ込んだ。

　闘神の姿と共に──

「闘神っ！」

　姫香が叫ぶ。

　工事中のままだったビルがただの鉄てつ塊かいと化し、ボロボロに崩くずれ去っていった。

　矢城は大きくカーブを描いている根に爆ばく弾だんを仕し掛かける。

　爆ばく音おんが鳴り響き、そのあと、めきめきと樹皮が剝がれていく音がする。

　べきべきと音を立てて、折れていく根。

　ただ爆弾を仕掛けても、折れることはない。

　闘神がライトセーバーで傷を付け、無理に方向転換をしてしまったから、こうして折ることに成功したのだ。

「今だ姫香っ！　魔導砲、てーっ！」

　行動を止めた根。今がチャンスだと、兵の一人が叫ぶ。

「いっけええええっ！」

　姫香と呼ばれた少女の頭上には、トラックほどの大きさにまで育ったプラズマボールがあった。

　両手を下ろすと、ゆっくりとそれは進む。

　目標は──桜の木。

　その木は、雲を突き抜ぬけ、直径が数キロに及ぶほど、巨大なモノだった。

　隣となりに小さく見えるのは、都庁『だった』建物。

　ここは、『新宿』──と呼ばれていた。

　新宿駅は乗降客数が世界一位としてギネスブックに載のっているほど、常に人が溢あふれかえる場所。

　眠ねむらない街として常に華はなやいでいたビル群を左右に見ながら、道路の真ん中を直進していた。

　子供の頃ころに、この大きな大きな道路の真ん中を、誰だれにも邪じや魔まされずに歩いてどこまでも行きたいと思ったことが誰にでもあるだろう。

　ここにいる兵士たちもそうだった。

　いざ、それが出来る状じよう況きようになったとき、彼らの心には悲しみしかなかった。

　背後を振り返っても、車はやってこない。前を走る車も存在しない。

　誰も乗っていない車が明らかに違い法ほう駐ちゆう車しやをしているが、取り締まろうという人間もいない。

　この街は今、人が住んでいないのだ。

　都心として機能していた大都会は、崩ほう壊かいしていた。

　アスファルトは盛り上がるように裂さけ、土が覗のぞいている。

　高層ビルや高層マンションは瓦が解かいし、廃はい墟きよと化していた。

　それらを襲ったのは、たった一本の巨大な『桜』だった。

　それは人じん為い的なテロなのか、化学実験のなれの果てなのか、エイリアンの侵しん略りやくなのか、それとも神の怒いかりなのか──

　先進国の各国主要都市が、突とつ如じよとして謎なぞの巨大植物に占せん拠きよされて二〇年。

　各国は軍を派は遣けんし、巨大植物から都市を取り戻もどそうと躍やつ起きになっていた。

　矢城は顔を上げて、目標を視し認にんする。

　視線の先にあったのは、ジャックの豆の木が如ごとく悠ゆう然ぜんと佇たたずむ、巨大な桜の木。

　あれを倒すための手段、切り札が、姫香の一いち撃げきだった。

　ゆっくり、ゆっくり。まるで徐じよ行こうする自動車のようなスピードでプラズマボールは向かう。

　そして、収縮し、大だい爆ばく発はつを起こした。

　工事中のままほったらかしになっていた鉄筋が折れ、瓦礫がボールのように転々とし、兵士たちは咄とつ嗟さに破壊された建物に身を隠かくす。

　砕け散った木々が力なく道路に散らばり、炎ほのおに焼かれていく。まるで空くう爆ばくにでもあったかのように、街はボロボロになったが──

「無傷……なのか……」

　啞あ然ぜんとする兵士たち。

　直ちよく撃げきしたと思われた。

　とんでもない爆発が起こったはずだった。

　そこでやっと、兵士たちは気付いた。

　第三次都市奪だつ還かん計画は、失敗に終わったのだと。

　魔導砲は、この第三次都市奪還計画の肝きもだった。

　全軍全すべての兵力をもって、姫香を守り、この場所へ辿たどり着かせる。

　そのために、三〇万人にも及およぶ兵力が各方面から攻せめ入り、今も死し闘とうを繰くり広げている。それらを囮にして、一〇〇人の精せい鋭えいがここまでやってきた。

　全ては、魔ま導どう砲ほうによる一撃をもって、桜の木を倒すために──

　だが、桜の木本体は樹皮が剝がれることもなく、ただ悠然と立ち竦すくんでいる。

　今までやってきたことは、なんだったんだろう。

　成果なしという結果に、努力の全てを、人類の英知の全てを否定された気がした。

「作戦は失敗です！　逃げましょうっ！」

　矢城の声に、反応できた兵士はほとんどいなかった。

　それほどまでに、意い気き消しよう沈ちんしていたのだ。

「総員撤てつ退たい！　桐生に続けっ！　……失敗したと思うな。やっと帰れると考えろっ！」

　続いたのは、闘神だった。

　瓦礫の中からひょっこり、まるで今まで昼ひる寝ねでもしていたかのような顔で現れた。

　やっと帰れる。

　その言葉に、兵士たちは我に返る。

　そうだ。帰るんだ。

　次に勝つために──今は、生きて帰る。それが使命だ。

「生きていたのですね」

　そそくさと反転し、逃げ出した兵士たちの波に吞のまれながら、矢城は笑え顔がおを向ける。

　誰もが、闘神は囮になって死んだと思っていた。

「そう簡単に死ぬかよ。姫香を頼たのむぞ。桐生」

　服に付いた瓦礫を手でさっと払はらい落とし、闘神がぐっと親指を立てる。

　なんともないさという笑顔で。

「はい、畏かしこまりました」

　矢城は闘神に言われ、姫香の手を取る。

「──いや、もう一発、魔導砲を撃ってやるわ」

　姫香は矢城の手を払い除のけて、逃げる兵士とは逆に、桜の方へ歩き出す。

「姫香。もう無理です。諦あきらめましょう」

「いやよ！　あいつは、絶対今倒たおすんだ！」

　姫香が両手を挙げようとしたそのとき、桜の木から、ずあ──っと木の根が伸のびてきた。

　先ほど、たった一本で何人もの兵士を蹴け散ちらした、あの巨きよ大だいな根。

　それが、数えられない程ほど、こちらへ向かっている。

「姫香っ！　生きてさえいれば、きっとまたチャンスが来るはずです！」

　矢城の声に、姫香はぐっと唇くちびるを嚙かみしめる。

「わかったわ」

　走る。

　走る。

　走る。

　靴くつがコンクリートを叩たたき、足音を地じ響ひびきが消していく。

　追ってくるのは、巨大な枝や、巨大な根。

　矢城と闘神、そして姫香は駆かけ抜けていた。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずの中を。

　続々と、人が死んでいく。

　まるで、人が虫でも殺すかのように──

　それに、気を掛かけてはいられない。

　みんな、自分のことで精せい一いつ杯ぱいなのだ。

「桐生、左から来てるぞっ！」

　闘神は姫香の手を取って走る矢城の目となって、背後から襲おそいかかってくる木々の存在を知らせていた。

　だが、その隣では、今も根に貫つらぬかれ、息絶える兵士がいる。

　なぎ払われ、ビルの壁かべに叩きつけられる者がいる。

　天高く突つき上げられ、落とされる者がいる。

　そんな中、矢城が足を止めた。

「桐生？」

　手を離はなされ、姫香が振ふり返る。

　矢城はライトセーバーを青眼に構え、道路の真ん中で立ち竦んでいた。

　矢城は、逃にげ切れないと判断したのだ。

「ここは私が食い止めます」

　五本の根が矢城に襲いかかる。

　受け流し、跳んで避さけ、壁を盾たてにする。

　あれほどの猛もう威いを振るっていた根を、矢城は一人で翻ほん弄ろうしていた。

　倒すことは一人では無理だが、時間を稼かせぐぐらいなら出来る。

　──命と引き替かえにならば。

　根の突とつ進しんを紙かみ一ひと重えで躱かわしていたが、それもずっとやり続けられるものではなかった。

　ヘッドギアが吹ふき飛ばされ、魔導アーマーが擦すり切れ──地面に倒れる矢城。

　ライトセーバーは、ヘッドギアがなくては機能しないのだ。

　万ばん事じ休きゆうすかと思われたが──

　ドン、と爆発が起こり、根が動きを止める。

　それは、先ほど見たばかりの爆発に酷こく似じしていたが、規模は小さかった。

　その小さな爆発に、根は活動を止める。

「全く、君は私を守るためにいるんじゃなかったのかな？」

　やれやれと言いたげに、姫香が笑う。

　魔導砲の一撃だった。

　憎にくき桜を倒すことは出来なかったが、根を止めることは容易だった。

「ほら、行くぞ」

　闘神に手を差し伸べられ、矢城も一つふっと笑った。

「二人とも、せっかく時間を稼いでいたのに、無む駄だにしないで下さい」

　姫香と闘神は、逃げなかったのだ。

　矢城を犠ぎ牲せいにして逃げるぐらいなら、共に最後まで戦う。

　三人は襲い来る根から逃げるのではなく、相対した。

「魔導砲、一〇％で十分よっ！　チャージの時間を稼いで！」

　両手を挙げる姫香。頭上で、プラズマボールが発生する。

　矢城と闘神は言葉を返すよりも早く行動し、根を攻こう撃げきする。

　あの巨大植物は、視力を持っていない。

　気配を察知して攻撃を仕し掛かけてくるのだ。

　攻撃を仕掛けることで、姫香から気をそらせようとする。

　しかし──今回の根は、矢城たちの知らない動きを見せた。

　チャージを始めた姫香を、狙ねらい撃うちしたのだ。

　まるで、目が付いているかのように。

　矢城も闘神も、目を丸くする。

　戦う方法は熟知してる。

　その方法が、裏目に出た。

「姫香っ！」

　常識だと思っていたことが常識ではなかった。──矢城が気付き、姫香に襲いかかろうとする根にライトセーバーで斬きりかかる。

　そうすることで、姫香を狙っていた根は矢城へと方向転てん換かんするはずだった。

　しかし──

　姫香を狙った根は、その小さな左ひだり肩かたを抉えぐった。

　だらんと力なく垂れる左ひだり腕うで。

　ふっと消えるプラズマボール。

　姫香は、悲鳴も上げられぬまま──地面に背中から倒れ込む。

「うああああああああっ！」

　嘆なげきと怒いかりの咆ほう哮こうをあげながら、矢城は姫香の下もとへと駆け、横たわる少女を抱かかえ、生気を失った瞳ひとみに問いかける。

「姫香っ！　姫香っ！　姫香っ！」

　頰ほおを叩き、名前を呼び続ける。

　だが、返事はない。

　即そく死しだった。

　肩かたを抉られた際、首もやられていたのだ。

　どくどくと流れる鮮せん血けつに塗まみれながら、矢城はぎゅっと少女の亡なき骸がらを抱だいた。







　────それから三時間後。

「今すぐ全軍を引き上げさせるべきです」

　目の前にいるふてぶてしい態度の男、伊い集じゆう院いんに、矢城は強く言う。

　左腕は三さん角かく巾きんで固定し、頭に包帯を巻き、松葉杖づえを持って、満まん身しん創そう痍いで戦せん況きようを報告していた。

「お前はバカか」

　頭をつんつんと人差し指で小こ突づきながら、この軍を率いている伊集院が返した。

　誰だれも使わなくなったオフィスが、前線基地とされている。

　その一室に、彼らはいた。

　ボードには地形や作戦行動、時間などが書かれ、机や床ゆかには書類が散らばっていた。

　伊集院は椅い子すにどっかりと腰こし掛かけて、面めん倒どう臭くさそうな顔で矢城の報告を受けていた。

「今回の作戦は、無駄でした。これ以上は危険です。ただ無む闇やみに命を犠牲にするのは──」

「お前たちは無闇に命を犠牲にするためにここにいるし、危険じゃないと思って戦場へ来たのか？　論外だ。戦争なんてモノは、全すべて無駄。お前たちはそんな無駄なことだと分かっていても、命令に従うという『仕事』をしている」

「引き際ぎわというものをわきまえて下さい！」

　自分たち兵士は、命を賭かけている。

　なのに、この人は、道具を扱あつかっているようだ。

　それが、許せなかった。

「貴重な兵器を失っておいて、ぎゃーぎゃー喚わめくなよ。それをしていいのは、英えい雄ゆうの働きをした人間だけだ」

「貴重な──兵器とは？」

「当然、『雪村姫香』のことだ。お前は軍の重要な『備品』を『壊こわした』責任を感じていないのか？　全く、とやかく言う前に──」

　矢城はとやかく言う前に、伊集院に飛びかかっていた。

　歯を食いしばり、杖を投げ捨て、机を押しのけて、そのぼってりと膨ふくらんだ頰に、拳こぶしをぶつける。

　片足が上う手まく動かないために、全力ではない一いち撃げきだが、『怒り』はこれでもかと込められていた。

　幼おさな馴な染じみであるか弱い少女を、命を賭として戦った戦友を、『備品』扱いされたことが、どうしても許せなかった。

　椅子から転げ落ち、書類をまき散らす伊集院。

「はい、お前はクビね。──こんなことをしたのだから当然だろ？　罵ののしられたぐらいで激げき昂こうし、上司に殴なぐりかかるなんて、軍人失格だ」

　バカにしたように笑いながら、口の中が切れて、ポケットから取り出したハンカチに血を吐はく。

「そうですか……分かりました」

　矢城は、この顔を見ていたくなかった。

「分かったのか。やはり、バカだな」

　矢城は悔くやしそうな顔を見せてから一礼し、部屋をあとにした。

　外では、同じく頭に包帯を巻いた闘神が待っていた。

　闘神は矢城の浮うかない顔を見て、提言は無視されたと知る。

「すみません。つい、上司を殴ってしまいました」

　闘神を失望させてしまったことに、矢城は申し訳なく思っていた。

「……気にするな。君が殴るような状じよう況きようなら、俺もやってるさ」

「そのせいで……クビになってしまいました」

　結果を伝えられ、闘神はむっとする。

「まさか、一発殴ったぐらいでか？　奴やつならやりかねないが、飛ばされるならまだしも、退たい役えきさせるなんて。俺が文句を言ってきてやろう」

「──いえ、私はそれを受け入れようと思います」

　矢城は、今やってしまったことを後こう悔かいも反省もしていなかった。

　ただただ今は、姫香を守れなかったことを苦にしている。

　それは、聞かずともわかっていた。

　歩き出しながら、闘神は話しかける。

「桐生、君はどれだけここにいる？　俺が来る前からここにいるね？」

「私もどれだけの時間いるのかは分かりません。物心ついたときから──ですね」

「物心──ということは、子供の時から？　そうか。君は──『適合者』なのだな？」

　闘神は少し哀あわれみの帯びた瞳をぶつけた。

　今でこそ、軍用化された魔ま導どうアーマーは誰もが着ることが出来るが、出来た頃ころは特とく殊しゆな人間しか扱うことが出来なかった。

　今でも、強力な魔導アーマー及および、魔導兵器を扱える人間はわずかしかおらず、姫香はその一人だった。

　矢城は姫香ほどの強力な魔導アーマーを扱うことは出来ないが、特殊な兵器も用いることが出来た。

　だから、矢城はここにいる。幼い頃から、ただ戦う力を持っていたからという理由だけで、利用されてきた。

　もしかしたら、自分の意思とは関係なく──

「はい。ですが、ご心配なさらずに。それを苦にしたことは一度もございません」

　そんな闘神の言いたいことを理解した矢城は、笑え顔がおを向けた。

「そうか──」

「ですが、私はクビにされました」

　ずっと巨きよ大だい植物を倒たおすために酷こく使しされてきた矢城だったが、そんな貢こう献けん度どなど関係なく、ばっさりと切り捨てた上司に、闘神は怒りを覚えていた。

「伊集院の奴め──」

「いえ、ちょうど良かったのです。私は、『誰かに必要とされること』に生き甲が斐いを感じていました。ですが、姫香を守れなかった今、誰のために、何のために生きてるのかが分からなくなりまして」

「必要とされる──か。ここにいるみんなは、お前を必要としているがな」

　と言いながら、闘神は自分の言葉に当てはまらない人間がいることに気付いた。

　──伊集院。

　彼以外にも、兵を人間ではなくただの数字でしか見られない人間が、ここにはいる。

「──今までは考えたこともありませんでしたが、ふと感じたのです。私は、誰に必要とされたかったのか、一体何のために戦っていたのか。──軍で何年もやってきたことは、無意味ではないか。……思えば思うほど、私は軍を抜ぬけようという結論に至るのです。ですから、今回の件は、むしろ後押しになりました」

　長い時間矢城はここにいた。だからこそ、何度も同じことを迷い、何度も退役しようとしていた。伊集院の決定は、その最後の一押しに過ぎない。

「ならば一つ、相談がある」

　闘神は、矢城をここに押しとどめることを諦あきらめた。

　その方が、矢城のためになるだろうと考えた。

「相談？」

「俺は、君を、必要としている」

　矢城は嬉うれしかった。

　友であり、尊敬する『葵闘神』に必要とされていることが。
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　最近、おかしなことが多い。

　と、『葵あおい悠ハルカ』は思っていた。

　長い髪かみ、猫ねこのような丸く大きな目。平均より小さな身長と、平均より少し大きめの胸とお尻しり。背がもう少しあれば──というコンプレックスと、割とプロポーションは悪くないという自負を持った少女だった。

　ジリリリリリ……

　目覚まし時計がうるさく鳴り響ひびき、ハルカは目を覚まして──

「またか」

　と呟つぶやく。

　最初の異変は、この目覚まし時計。

　時刻は、八時。

　ハルカは枕まくら元もとに置いてあるメガネを掛かけて、洗面所へ向かう。

　歯を磨みがいて、顔を洗って──タオルで顔を拭ふく。

　次の異変は、このフェイスタオルだった。

　フローラルな香かおり。

　とても芳かぐわしい匂においが、鼻び腔こうをすーっとくすぐる。

　制服に着き替がえ、カバンを持って、朝食も取らずにアパートを後にする。

　靴くつの先をトントンと地面に叩たたきつけ、学校指定の靴をフィットさせながら登校する。

　だが、メガネは置いてきた。

　ハルカはド近眼で、今見えている景色もほとんどぼやけている。

　ゴミ袋ぶくろは猫にも見えるし、人の顔は街灯と変わらず丸い光を放っているようにしか見えない。

　しかし、ハルカはメガネを掛けて外には出ない。

　理由は、『可か愛わいくない』からだ。

　コンタクトレンズには幾いく度どか挑ちよう戦せんしたが、どうしても怖こわくて出来なかった。

　レーシックなどの手術も同じ。

　目の前まで近づけばはっきり見えるのだから、もうこれで良いと諦めの気持ちでいた。

　よくクラスメイトからもいい加減コンタクトにすればいいのにと小言を言われるが、そんな物に頼たよる気は無いと強気で返してきた。

　歩いていると、また異変に気付く。

　一度も、信号に引っかからない。

　良いことだとは思うが、ここ最近、赤信号を見た覚えが無い。

　さらに、学校へ向かうまでの家の壁かべや塀へいの至る所に、『通学路』の表示がある。

　最初、なんの張り紙なのだろうと疑問だった。

　てっきり、選挙ポスターか何かだと思った。

　だが、ふと近くに寄って見ると、それは『通学路』の表示。

　最後の違い和わ感かん──

　それを見つけて、ハルカは悩なやみながら登校することとなったのだ。

　教室で、ハルカは胸の前で腕うでを組み、「んー」と唸うなっていた。

「お早う、ハルカ。最近は遅ち刻こくしないな」

　そこへクラスメイトが一人やってきた。名前は『柳生やぎゆう宗むね高たか』。少し長めの髪かみをポニーテールに結ゆっており、それはまるで、侍さむらいのような雰ふん囲い気きを醸かもしだし、そしてそう思われることを宗高は嬉しく思っている。

　といっても、侍のように気難しいイメージはなく、笑顔の爽さわやかな好青年だった。

「宗高か」

　腕を組んで、目を閉じているハルカの姿はまるで、居間で夕食を待つ頑がん固こ親父おやじのようだった。

　声を聞くだけで、相手が誰だれだか分かる。

　二人は幼おさな馴な染じみなので、声だけで十分なのだ。

「どうした？　荘そう厳ごんな顔色をしているじゃないか」

「荘厳な顔色とは面めん妖ような。実はな、最近おかしなことが多々起こっておるのだ。特に、今日はそれが顕けん著ちよでな」

「おかしなこと？」

　興味深そうな表情を見せた宗高は、隣となりの机にその小さなお尻を乗せて、ハルカの言葉に耳を傾かたむける。

「まず最初におかしいと感じたのは、目覚まし時計だ」

「目覚まし時計？」

「うむ。枕元にな、ちょうど手を伸のばした位置なんだが、そこに目覚まし時計があり、そして朝八時になるとジリリリ……とうるさいのだ」

「それは、目覚まし時計としては優ゆう秀しゆうなのでは？」

　おかしいというから聞いているのに、どこもおかしなところが見受けられない。

　困ったものだと言いたげに首を横に振ふるハルカに、宗高は啞あ然ぜんとした表情でぼそりと返す。

「それがな。私はこの世に生を受けてから、一度として目覚まし時計を購こう入にゆうしたことがない」

「それは妙みようだな。知らない時計があったってことかい？」

　こくりと頷うなずくハルカ。

　宗高は思った以上に深刻そうな出来事に、腕を組んで真しん剣けんに聞こうと集中する。

　知らない時計が設置──それはつまり、完全に不法侵しん入にゆうされているということ。

　親友がストーカー被ひ害がいに遭あっているのだから、宗高はむっとした表情を浮うかべていた。

　宗高は『悪』というモノがこの世で一番嫌きらいなのだ。

「次におかしいのはフェイスタオルだ」

「タオル？　一いつ反たん木も綿めんでも出現したとでも言うのかい？」

「とても良い匂いがするのだよ。うちのタオル」

「素す晴ばらしいことじゃないか」

　これまた、おかしいところが何もない言い方だ。

　さすがに、目覚まし時計のように買ったことがないものではないだろう。

「だが、私の使っている洗せん剤ざいではないのだ！　私はむしろ、あれを洗っている洗剤がどこのメーカーなのかを知りたい！　柔じゆう軟なん剤ざいの効果なのか、とてもふわふわに仕上がっておるのだよっ！」

　かっと目を見開き、ハルカは強く言う。

　モヤモヤした気持ちを握にぎりしめるように、ワシワシと指を動かす。

「バスタオルは問題なかったのか？」

「あ、そっちはいつも通りだ」

　テンションを戻もどし、ハルカは軽くいなすように返す。

「中ちゆう途と半はん端ぱだな」

　宗高は拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　てっきり、全すべてのタオルを勝手に洗われたと思っていた。

「いや、そうでもない。私は、バスタオルは使った分をすぐに洗うが、フェイスタオルは何度か使ってから洗うのだ」

「つまり、洗い損そこねていた物が洗われていたに過ぎないと」

　さっきとは裏腹に、宗高は感心していた。

　ただ全てを洗せん濯たくするのではないところに、こだわりを感じていた。

　どうやら、ストーカーはストーカーでも『良いストーカー』のようだ。

　こだわりと信念を持って行動している。

　宗高はそういう人間が好きだった。

「困ったものだよ。完全にストーカー被害と言えるだろう」

「良いストーカーで良かったじゃないか」

「良いも悪いもあるのか？　──待てよ。ストーカーは腫しゆ瘍ようのようなモノではあるか。ならば良いも悪いも──うむ、良いストーカーが現れたのだ」

　ハルカは少し悩んだ結果、『良いストーカー』という呼び名を採用した。

「他ほかには何かないのかい？」

　宗高は興きよう味み津しん々しんだった。このストーカーは、聞く限り『悪』ではない。

　むしろ、善意に満ちあふれている。

　宗高は、そういう気骨を持つ人間が好きだった。

「信号が、赤になった例ためしがない」

　満を持して、ハルカは一番凄すごいと思われる疑問をぶつけてみる。

「それは、さすがに運が良いだけじゃないかな？」

　不発に終わった。

「ま、まあ──確かに、意識しすぎていたかもしれんが」

　ハルカはぽっと頰ほおを染めながら、小さく言う。

　自意識過か剰じようであると思われたら恥はずかしい。

「もし、その良いストーカーの仕し業わざだとすれば、凄い奴やつだな」

「あと、私の家からこの豊ほう桜おう学園までに、張り紙があるのだが」

「張り紙？」

「通学路──という奴だ」

「それもさすがに、よくあることでは？」

　考えすぎの連れん鎖さだと宗高は少し笑いを含ふくめながら言った。

「いや、あの標識は、『小学生が通るから運転に気を付けようね』という意味だ」

　ハルカにそう言われ、宗高は少し考える。

「なるほど、それはおかしいね。──確かに、この近くに小学校や幼よう稚ち園えんはない。そのような場所にそんな警告も必要ない」

「あれは、私をこの学校へ導こうとしているのではないかと思えてならない」

「あはは、だとすれば、その人物はハルカのことをよく知っているな」

「む？」

「確かに、そうやって導かないと、ハルカは通い慣れた道を間ま違ちがえそうな気がするよ」

「ば、バカにするな！　目を閉じても辿たどり着けるわっ！　ぶっ転がすぞ！」

　むきーっと両手を挙げて抗こう議ぎするハルカを、宗高は大きく笑いながら「ごめんごめん」と宥なだめる。

「まあ、家の中にまで侵入していると考えると気味が悪いが、聞くに、良いことだらけなんだろう？」

「だから困っておるのだ。良いストーカーなど、昔話でしか聞いたことがない。しかし、私は別に、鶴つるを助けた訳でも、ごん狐ぎつねを助けた訳でも、地蔵に笠かさを被かぶせた訳でもない」

「他にも猿さる地じ蔵ぞうや分福茶ちや釜がまといったモノもあるな」

「何にしても、誰にしても、だ。恩を返されるほど、売ってはおらんわ」

　なんて談だん笑しようしている内に担任がやってきて、ホームルームが始まってしまった。







　ハルカはモヤモヤした気持ちのまま学校生活を送っていたのだが──

　世界史の授業のとき、それは起こった。

「今日は抜ぬき打ちテストをやるぞー」

　教師は無ぶ精しようヒゲを生やした男。右足が悪いのか、常に杖つえを持ち歩いている強こわ面もての男だった。

　その出いで立ちはまるで、先生では無く『教官』のようで、彼の授業中に居い眠ねむりをするモノや、手紙を回したりなんてことをする人間はいない。

　そんな藤ふじ原わら教官の、抜き打ちテスト。

　これで赤点を出すなんてことになれば、どんな苦行──補習が待っているかわからない。

　だが、ハルカは平均点以上の点数を取ったことがない。

　これは、ピンチだった。

　ハルカの席は一番後ろの廊ろう下か側。

　プリントが回ってきて、ハルカは名前を書く。

（わからん……全く、わからん。ヒップホップバトルの勝敗の付け方ぐらいわからん）

　すぐにペンを置いて、腕を組むハルカ。

　天てん井じようを見上げて、ただ時が過ぎるのを待つしか無い──はずだった。

　何せ、目が悪いのだ。

　普ふ通つうなら、一番前の席に行かなければならないような彼女だが、持ち前のプライドがそれを許さなかった。

　結果として、黒板の文字が見える訳もなく、ただあとで宗高のノートを写すだけという授業態度。

　テストに臨のぞめるほど、準備が出来ていない。

（そもそも、世界史は不信感がぬぐえない）

　小学校の頃ころに、キリストのことをクリストと記入して不正解と言われて以来、ハルカは世界史が苦手だった。

　クリストが不正解で、キリストが正解だと言うならば、クリスマスはキリスマスだし、クリスチャンはキリスチャンでなければおかしい。

　そんな弁明も無む駄だに終わり、ハルカは世界史に対して嫌けん悪おにも近い感情を持つようになってしまった。

　せいぜい、一問、いや、二問。

　それが、ハルカの限界だった。

　困り果てていたとき、ふと扉とびらに違い和わ感かんがあった。

　扉の下に、紙が見える。

　紙──

　それはまるで、誰だれかが廊下から差し入れたかのような。

　それが何か気になったハルカは、消しゴムを落とす。

「先生、拾ってもよろしいか？」

「ああ、構わん」

　ハルカは知っていた。

　足の悪い藤原が、わざわざ拾いに来ることはないだろうと。

　座ったまま、体を倒たおす程度ならば、問題なし。

　ハルカはそうして、消しゴムと紙を取る。

　じっと目を細めて、それが何なのかを確かめ──そして、驚きよう愕がくした。

（これは──答えだっ！）

　そう、そこには、答えが書かれていた。

　第一問、ａ。第二問、ｃ。

　完全なカンニングペーパー。

　廊下の向こうに、『良いストーカー』がいる。しかし、それを確かめることは出来ない。

　今は、地じ獄ごくの抜き打ちテスト中なのだ。

　ハルカは悩なやむ。

　果たして、これを使って良いものか。

　誰だれかの悪戯いたずらではないだろうか？

　悩んで悩んで、結論を出す。

　赤点を取るという不ふ名めい誉よよりは、マシだ。

　結局ハルカは、その紙に書かれた答えを書いた。







　放課後──

　この『豊桜学園』には二つの校舎がある。

　授業を行う新校舎は円柱のようになっている。空から見れば、Ｏの形になるようにデザインして作られた。

　もう一つ、旧校舎は二つに分かれた校舎に連れん絡らく通路を通して、空から見るとＨの形になるように作られている。

　豊桜の頭かしら文も字じのＨとＯを表現しているのである。

　旧校舎には、部室や美術室、音楽室などがあり、新校舎はほぼ教室のみとなっている。

　その旧校舎の端はじの端。

　四階建ての四階の行き止まりに、生徒会室がある。

　ハルカは生徒会室の椅い子すに体を預け、足を組んでぼーっと天井を眺ながめていた。

「やあ、ハルカ。元気そうだな」

　そこに、宗高が入ってくる。

「元気そうに見えるか？」

　教室の硬かたい椅子とは違ちがい、生徒会の椅子はオフィス仕様。キャスターも付いていて、高さ調節も出来る。

　この椅子があるのは、こことパソコン室ぐらいなモノだ。

　くるりと椅子を回転させながら、背もたれに弾はずむようにもたれ、ハルカは溜ため息いきを吐つく。

「はは、その様子だと、テストは失敗だったか？」

　哀あい愁しゆうを漂ただよわせる少女の姿に、宗高は笑え顔がおを向けながら、書類を机に並べる。

　宗高も、生徒会の一員だった。

「いや、それが──もしかしたら、満点を取ってしまう恐おそれがあるのだ」

　思いがけない返答に、宗高はついぴたりと動きを止めてしまう。

「それは良いことじゃないか………………まさか、カンニングでもしたのか？」

　ハルカは頭が良いとはお世辞にも言えない成績で、宗高はそれを小学校の頃から知っている。

　満点など、一度たりとも取ったことが無いのだ。

　疑いと失意の目を向けられて、当然だ。

「今、その罪悪感に苛さいなまれているのだよ。カンニングペーパーを使わないという選せん択たく肢しもあったというのに」

　机に肘ひじをついて、両手で顔を隠かくすハルカ。

「カンニングペーパーはおかしくないだろうか？　テストは抜き打ちだった」

　てっきり、誰かの答えを覗のぞき込んだと思ったが、そうじゃない。

　カンニングペーパーは、事前に問題を知っていないと出来ない方法だ。

「そうだな。不思議なモノだよ」

「……また、例の良いストーカーの仕業、だな」

「そう──何か、小さな力が動いているのを感じる」

　そう言って、ハルカは強く拳こぶしを握にぎった。

　その良いストーカーは、抜き打ちテストがあることも、その内容も知ることが出来た。

　かといって、組織的な犯行にしては規模が小さすぎる。

「はあ」

　溜息が漏もれる。

　見知らぬ人間の手を借りるという屈くつ辱じよく的な行動を取ってしまった自分に呆あきれていた。

「まあ、やってしまったものは仕方が無いな」

「そうなのだが──私は、そのストーカーに、直接会ってみたいのだ。何か手はないものか」

「ボクも、一度会ってみたいモノだな。その良いストーカーとやらに」

「ならば宗高よ。私の家に泊とまってみるか？」

「んー、ボクが一いつ緒しよだと、行動を起こさない可能性がないだろうか？」

「それは困る。私はむしろ、ストーカーさんに全力を出して貰もらいたいのだから」

　ハルカは真しん剣けんな表情を見せていた。

「ストーカーに依い存ぞんする生活って──まあいい。確かめる方法はないものかなー」

　宗高も椅子に座り、二人でぐるぐると遊園地のコーヒーカップのように椅子を回転させながら話し合う。

「総じて言えることは、ピンチに駆かけつけるということではないかと考える」

「ほう」

「目覚まし時計は、遅ち刻こくというピンチを救うため。通学路も然しかり、そして今のカンニング」

「フェイスタオルは？」

「それは知らん」

「え！　都合の良いところだけを解かい釈しやくするのか？」

　宗高は驚おどろきを見せたが、別にハルカを責めている訳でも軽けい蔑べつしている訳でもなかった。

　全くこの子ったら。という親心に似ているだろうか、ただ楽しそうに、ハルカの言葉を聞いていた。

「以前、私が公園のトイレに入ったときにも、箱ティッシュが降ってきたことがある」

「なるほど」

「つまり、私がピンチになれば、ストーカーはきっとどこかに現れる」

「それを、ボクが確かく認にん出来ればいいんだな？　楽しそうだ」

「では、街へ繰くり出そう」

（どうするつもりだろう？）

　どうやら、ハルカには考えがあるようで、宗高はそれをあえて聞かなかった。







　二人は、『街』へと繰り出した。

　そこは、東京と呼ばれている場所。中心部に近づけば近づくほどに、繁はん華か街がいとしての都市レベルは上がっていくが、その都心は、桜の木に支配されている。

　新宿を中心に、広こう範はん囲いに渡わたって根を伸のばした桜の木だが、二三区全すべてが危険という訳ではない。

　奴やつは、永遠に根を伸ばす訳ではないのだ。

　だから、すぐそこまで木の根が来ているというのに、東京の西側は平和そのもので、まるで他国の戦争を見ているように、興味すらなかった。

　そんな東京の街を、ぶらぶらと歩くハルカたち。

　と言っても、ハルカと宗高は一緒に歩いてる訳じゃ無い。

　あくまで、ハルカ一人でなければならない。

　宗高の存在を知られれば、きっと良いストーカーは出てこないだろう。

　うろうろと駅の周辺を散策し、あるコンビニの前で、やっとそれを見つけることが出来た。

　明らかに柄がらの悪そうな、生徒。

　学生服は乱れに乱れ、腰こしパンどころか、もはやハイソックスのように低い位置でズボンを穿はいている。

　ベルトからはじゃらじゃらと無駄に長い鎖くさりがぶら下げてあり、ピアスやネックレスを付けている。そして周りのことなど気にもとめない大声と、バカみたいな笑い方。

　そんな、全く同じ三人が腰をおろしてたむろしていた。

　ハルカはそんな絶好の相手を発見して、嬉うれしそうにずいずいと近寄っていく。

「おい、お前ら」

　視力の低いハルカは、ヤンキーなのかを確認するために、携けい帯たい電でん話わでも見るような距きよ離りまで近づいていた。

「あ？　顔が近ちけぇんだよ」

「なんだこのバカそうなガキは」

　舌打ちするヤンキー。

　そして次の瞬しゆん間かん、舌打ちしたヤンキーの体はくるりと宙を舞まう。

　ハルカが柔じゆう術じゆつで投げ飛ばしたのだ。

「私をバカにするな。いいか、次バカにした奴は必ずぶっ転がすっ！　二回転だっ！」

「す、すいません」

　そのあまりに見事な投げ技わざに、舌打ちしたヤンキーは謝ってしまった。

「そもそも、ガキとはなんだガキとは。私はこう見えて、脱ぬいだら凄すごいんだぞ。エリシャ・カスバートばりの体型だからな」

「エリ……え？」

「ガールネクストドアの」

「ガー……え？」
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「トゥエンティーフォーの」

「ん？　ん？」

「ジャック・バウアーの娘むすめ役の」

「あー、はいはい」

　ああああ～。ヤンキーたちはやっと顔が浮うかんできて、その懐なつかしさに溜息のように呟つぶやきながら頷うなずいた。

「一発でわかれ。これだから若い連中は」

　どう見ても、ハルカの方が年下にしか見えなかった。

　だが、ヤンキーたちは恐きよう縮しゆくしてしまっていた。

　まるで、担任教師を相手にしているかのような気分だった。

　だが、嘗なめられたままではいられない。

「で、脱いでくれるの？」

「阿あ呆ほうが。誰だれが脱ぐか。常識的に考えろ」

「じゃあなんの用なの？」

「うむ。貴様らで、私を喝かつ上あげせしめてみよ」

「は？」

　つい今し方、常識的に考えろと言っておきながら、明らかに常識に反する発言に、三人はただ混乱していた。

「銃じゆうやナイフで私を脅おどし、見事金品を奪うばってみよと言っている」

「いや、ナイフとか持ってないし」

「……………………マジで？」

　ハルカは小声で聞き返す。

「マジで」

「これだから近ちか頃ごろのチンピラは嘗められる」

　やれやれ、とハルカは残念そうに首を振ふった。

「黙だまって聞いてりゃ、好き勝手いいやがって」

　一人が立ち上がる。

　背の低いハルカからみれば、まるで熊くまのように聳そびえ立っていた。

「黙ってなかったではないか。阿呆かお前は」

　ハルカの胸むなぐらにがしっと摑つかみかかる。

　だが、ハルカは腕うでを組んだまま、堂々としていた。

（さあ──ピンチだぞ。良いストーカーよ）

　やっと本来、望むべき展開になった。

　ヒーローの登場を待ちわびて、ハルカはワクワクしていた。

「あ……わ……」

　みるみるうちに、ハルカの胸ぐらを摑んでいた男は顔面蒼そう白はくになっていく。

　そして、ハルカから手を放し、後ずさった。

（来たか。やはり、私は間ま違ちがってなかったようだな）

　くるりと振り返ったハルカは、目を丸くさせて、体をびくつかせた。

　そこにいたのは、予想外のモノ。

　ド近眼であるハルカでも、それがなんであるか分かるほどの大きな姿。

　アリだった。

　顔だけでも、ハルカの体よりデカイ。

　黒光りする外骨格をもった、巨きよ大だいな虫。

　ハルカの腕よりも太い触しよつ角かく。鉱石のような目。

　ギチギチと動く巨大なアゴに、ハルカは恐きよう怖ふする。

「なん……だ……これは？」

　初めて見る生物だった。

　巨大植物の存在は知っているが、巨きよ大だい昆こん虫ちゆうが現れたなどという話は今まで聞いたことがない。

　そこは、阿あ鼻び叫きよう喚かんの雑ざつ踏とうだった。

　先ほどまで、笑え顔がおの絶えない場所だったが、今は笑顔の人間など一人もいない。

　突とつ如じよ出現した、謎なぞの巨大昆虫。

　それは、一いつ匹ぴきでは無く、数え切れないほどの数だった。

　ハルカの顔をじーっと見つめたアリは、何事もなかったようにハルカの横をもの凄い速度で通過し、そして、さっきの三人組に襲おそいかかる。

　ざわ──っと嫌いやな空気に全身を撫なでられたような感覚。

　車に轢ひかれそうになったとき、何な故ぜか立ち止まってしまうような、不思議な恐怖心に苛さいなまれ、ハルカは何も考えられない状態だったが、ふと我に返り、振り返らずに走る。

　ヤンキーの無残な悲鳴と、バリバリと骨を砕くだかれる音を聞きながら、恐怖の渦うず巻まく黒い空気に押されて、ただ走る。

　なんだ？　どうして？

　突とつ然ぜんのことに、頭が回らない。

　凄すさまじい数の巨大なアリは、まるで津つ波なみのように街へ押し寄せていた。

　破は壊かいされるビル。

　かみ砕かれるコンクリート。

　踏ふみつぶされ、捕ほ食しよくされる人々。

　そこは──地じ獄ごくのように思えた。

　宗高は無事だろうか？

　そんな心配をして、ふと振り返った時──

　ハルカは影かげに包まれる。

　瓦が礫れきが、空から降り注いでいた。

　とてつもない大きさの生物が、何百匹ひきと怒ど濤とうの勢いでやってきたのだ。

　強固な作りである家屋やビルも、押しつぶされて、破壊されて、ただの鉄の塊かたまりとなる。

　そして、それが降り注いだのだ。

「あ」

　ハルカは動けなかった。

　死が間近に訪おとずれた時、逃にげなきゃいけないと分かっていても動けない。

　悲鳴すらも忘れるほど、思考が停止していた。

　次の瞬間──衝しよう撃げきに目を瞑つぶる。

　しかし、それは、上からではなく、横からだった。

　背の高い、ダークスーツを着た青年だった。

　見たことも無い青年が、タックルをして、抱だきついてきたのだ。

　端たん整せいな顔立ち。しゅっとした細身の体に長い手足。

　しかし、ヒョロヒョロとした感じでは無く、体は引き締しまっている。

　誰だ？　という言葉はいらなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　ハルカ様」

　その言葉で、ハルカは確信する。

　通りすがりに助けてくれたんじゃない。

　彼が、『良いストーカー』なのだ。

　ピンチになれば駆かけつける。

　そのハルカの考えは、的中していたのだ。

「おい、貴様──」

　何故、私を助ける？

　そう聞く暇ひまは、無かった。

　次から次へと湧わいて出てくるアリたちと、それによって崩ほう壊かいしていく街並みから逃げるため、ハルカの手を取り、走り出したのだ。

　足が速い。

　今まで出会ったことのないほどに。

　まるで、車にでもしがみついているような感覚だった。

　必死に食くらいついて少し走ったところに、バイクが置いてあった。

「ドゥカティか。金持ちなのだな」

　赤いバイクを見て、ハルカがほう、と呟いた。

　無言でヘルメットを渡わたす青年。

　だが、ハルカはむっとした表情のままそれを取ろうとはしない。

　当然だ。

　彼が何者なのか、まだわからない。

「ハルカ様。私は──『葵あおい闘とう神じん』の知り合いです」

　そう言いながら、その青年は、財さい布ふを見せる。

　その中にあったのは──猫ねこの写真だった。

　猫好きの闘神が、どこぞの野の良ら猫ねこを激写したのだろう。

　全く同じ写真を、ハルカは持っている。

「そうか。──ならばお前を信じよう」

　闘神は、お守りとして猫の写真を送るという性格だった。そして、その性格は、親も知らないレベルだ。

　それを貰もらっているというのは、よっぽど気に入った相手。

　それだけで、信じるに値あたいする。

　ヘルメットを被かぶり、バイクに跨またがる。

　初めてバイクに乗るハルカは、少しドキドキしていたが、それを悟さとられないよう、前に乗った男のスーツの端はじをきゅっと摑んでいた。

「名前は？」

「桐生きりゆう、矢や城しろでございます」

「桐生か、良い名だ」

「闘神も、そうおっしゃられました。光栄でございます」

　ぶうんとエンジンを吹ふかせ、バイクは急発進する。

「しかし、何故バイクなのだ？　車の方が楽なのでは？」

「車では逃げ切れません」

　一人ならまだしも二人なのだから──と、ハルカが思った瞬しゆん間かんに、理解出来た。

　車では、ダメだ。

　大通りで立ち往生し、炎えん上じようする車たちが、嫌でも目に入ってくる。

　パニックに陥おちいり、交通ルールが崩壊したとき、車など、なんの役にも立たない。

　ただの、鉄の棺かん桶おけだ。

　クラクションの音がブーイングのように大合唱する渋じゆう滞たいした道を横目に、歩道をバイクは走る。

「宗高は無事だろうか」

　ふと、親友のことが気に掛かかる。

「ええ。お友達は先に帰らせました」

　その心配は、無用だった。

　矢城はハルカと出会う前に、宗高と出会っていた。

　まだ電車が動いている内に、家へと帰らせたのだ。

「そうか」

　ほっと胸を撫で下ろしたハルカだったが、その顔はすぐに崩くずれる。

「おい！　桐生っ！　来てるぞ！」

　一匹のアリに、見つかった。

　がしがしと槍やりのように巨大な足を動かし、凄すごい速度でそれは迫せまってくる。

「摑つかまっていて下さい」

　ぐん、と加速する。

　振ふり落とされないよう、ハルカは矢城の大きな背中に顔を埋うずめるようにしがみつく。

　その背中は、まるで兄のように大きかった。

　振り向けば、アリの顔はすぐ側そばまで来ていて、ハルカはびっくりして矢城の体に腕うでを回して抱きつく。

「おい！　奴やつの方が速いぞっ！」

　アリはコンクリートを穿うがち、自動車を突つき刺さし、追ってくる。

「そのようですね」

　冷静に返した矢城。まるで、危機などないような表情だったが、内心では焦あせっていた。

　何故ならば、矢城ですら、こんな『巨大昆虫』の存在を知らなかったからだ。

　幾いく度どとなく巨大植物と戦ってきたが、こんな生物はいなかった。

（我々のせい、ですね）

　この巨大昆虫は、第三次都市奪だつ還かん計画が失敗したせいで現れた。

　あの巨大な桜は、他の生物すら巨大化させる力がある。

　これまでは、誰だれもあの桜には届かなかったが──

　あのときの、姫ひめ香かの魔ま導どう砲ほうは、桜にとって、『脅きよう威い』だったのだ。

　だから、新たな力を生み出した。

　この昆こん虫ちゆうは、矢城たちのせいで現れたのだ。

　矢城は、奥歯を嚙かみしめる。

　あのとき──倒たおしていれば犠ぎ牲せい者しやは出なかった。

（私は、人殺しだ）

　出来れば全員助けたい。

　だが──出来ない。

　目を背そむけるしかない。

　それが、矢城にとって、何よりも辛つらかった。

　せめて、せめてハルカだけは。

　大通りから路地へと入る。

　バイクでなければ入れない狭せまい道。

　なるほど、とハルカは思った。

　あいつは、大きすぎる。

　車でも入れない場所へ行けば、追っ手は来られない。

　だが、あいつには『足』がある。

　建物は障害物にならない。壁かべを上り、屋根を自由に移動する。

　追っ手を巻くことなど、不可能に近い。

（ダメですか）

　矢城は表情を変えないまま、道無き道を走らせる。

（やっぱりダメではないかっ！）

　ハルカは最も早はや、声も出せなかった。

　怖こわい。

　ただ、ただ怖い。

　ぎゅっと矢城のスーツを握にぎり締めることしか、出来なかった。

　公園を抜ぬけ、階段を降り、道無き道を進む。

　上下左右、縦じゆう横おう無む尽じんに動き回るバイク。

　それに伴ともなって、振しん動どうがハルカのお尻しりを直ちよく撃げきする。

　ふわりとお尻が浮うく瞬間は、何度経験しても怖いものだった。

「ハルカ様、大丈夫ですか？」

「是ぜ非ひに及およばず……」

　是とか非とか、良いとか悪いを論じている状じよう況きようではない。ただ、仕方がないことなのだ。

　そんなハルカの満まん身しん創そう痍いな言葉だった。

　初めてのバイク。

　それが、ジェットコースターのようなアップダウンを繰くり返し、高速道路を行くような速度を出している。

　少し横から顔を出せば、風で息が出来なくなる。

　仕方がない。そう自分に言い聞かせないと、とても耐たえられない。

　そんな甲か斐いもあってか、いつの間にかアリの姿は消えていた。

「どうやら、撒いたようだな」

　ほっとハルカが息を吐ついた時──

　横から衝しよう撃げき。

　巨きよ大だいな鉄球を、ぶつけられたような衝撃だった。

　黒く、大きく、丸い。

　それは、ダンゴムシだった。

　丸くなったダンゴムシが、インディ・ジョーンズの岩のように転がり、ビルを粉ふん砕さいして、突っ込んできたのだ。

　まさか、建物を、障害物を吹っ飛ばしてくるとは、思わなかった。

（やられましたね）

　咄とつ嗟さの出来事に、矢城は対応しきれなかった。

　だが、それでも表情は冷静なままだった。

　速いスピードで疾しつ走そうしていたせいもあってか、後輪を掠かすめただけ。それだけでぽーんと体が打ち上げられ、バイクは地面を滑すべる。

「うわああああっ！」

　悲鳴を上げながら空を飛ぶハルカは、スカートを押さえるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　ベルトを締しめていなかったヘルメットは吹っ飛び、バイクは粉砕されていた。

　そんなハルカを、空中で受け止め、すたっと何事もなかったように着地した矢城。

　初めてお姫ひめ様だっこを体験したハルカは、思わず赤面してしまった。

　次の瞬間──

　ドン、と大きな音がして、ダンゴムシが突とつ撃げきした。

　だが、ビルよりも巨大な、鉄のような甲こう殻かくを持つダンゴムシの突撃は、矢城の腕一本で受け止められる。

　ハルカを左手で抱だいたまま、右みぎ腕うで一本で、その勢いを殺していた。

「魔導アーマーか」

　ハルカは瞬しゆん時じに理解した。

　巨大植物と戦うために開発された、人間の力を際限なく引き出す兵器。

　それを、矢城は着ている。

　そして、そのハルカの予測は、的中する。

　最早、逃にげることは無理だと判断したのだろう。

　ハルカの体を下ろし、ポケットからヘッドギアを取り出すと、スーツを投げ捨てるように脱ぬぐ。

　そこにいたのは──

「ば、バニーボーイっ！」

　ハルカは赤面しながらその青年を眺ながめていた。

　バニーガールの衣装に酷こく似じしている。ヘッドギアも、黒いウサギの耳だ。

　だが、彼はどう見てもガールではない。

　バニーボーイが、そこにいた。

　ド近眼ではあるが、近くならば見える。

　その姿は、遠～くで見たかった。

　レオタードもタイツも、目の前で見たくはなかった。

　バニーボーイ矢城は懐かい中ちゆう電灯のようなモノを取り出す。

　丸まっていたダンゴムシが広がり、うじゃうじゃと薄うす気き味み悪わるい足をばたつかせながら、のし掛かかってくる。

　矢城はそんなダンゴムシに向かって、懐中電灯のようなモノを向けた。

　すると、光が伸のびる。

　まるでスター・ウォーズでみるようなライトセーバーに変わった。

　だが、その長さは尋じん常じようでは無い。

　ダンゴムシの体を串くし刺ざしにして、何メートルも伸び続ける。

　自分たちの何十倍も大きな虫の体が、ぴたりと動きを止め、横に倒れた。

　ずしんとした地じ響ひびきにハルカは肩かたを竦すくめ、ひっくり返った虫を見つめる。

　なんの感情も湧わかなかった。

　可か哀わい想そうとも、やったとも思わなかった。

（私は、嫌いやな人間だな）

　と、感情が湧かなかった自分に、嘆なげいていた。

「参りましょう」

　澄すました顔で、矢城はハルカに手を差し伸べる。

　こいつに恐きよう怖ふはないのかと不思議に思いながら、ハルカはその手を取った。

　すると、驚おどろく。

　手のひらは汗あせで湿しめっていて、少し震ふるえていたのだ。

　ハルカは気付く。

「お前、本当は怖いんじゃないのか？」

「気付かれてしまいましたか。ええ、あんな異様な敵を相手にするのは──初めてでしたので」

「何な故ぜだ？　何故そう笑っていられる？」

「私が恐怖を露あらわにしても、ハルカ様が不安になるぐらいなものですから」

　矢城は、恐怖を感じていた。

　姫香を守れなかった記き憶おくが、叫さけびたいほどに不安にさせていた。

　だが、それを表には一いつ切さい出さなかった。

　戦場では、士気がとても大事だ。

　矢城はいつしか、人前で表情を崩くずすことをやめた。

　そうすることで、守れる命があったからだ。

「これから、どうするのだ？」

　バイクも壊こわれてしまった。

　次々と新たな虫が襲おそってくるだろう。

　そんなハルカを安心させるために、また矢城は笑え顔がおを作る。

「問題ありません。良いところで攻こう撃げきを受けました」

　見れば、すぐ側そばにバイクが置いてあった。

　先ほど粉砕されたモノと、全く同じドゥカティ。

（何台用意したのだろう）

　ハルカは啞あ然ぜんとしていた。逃げ切れない可能性を、どこまで考えていたのか。

「ところでハルカ様。どうしてこのような危険な場所へ？」

　ハルカの恐怖を察してか、矢城は話しかけながらバイクに跨またがる。

　ハルカは後ろに乗り、今度は最初からぎゅっと腕うでを回した。

　矢城への、知らない男性への警けい戒かい心しんは、すでになくなっていた。

「貴様に、ストーカーに、会いたかったのだ」

「私に？」

「ああ、貴様のせいで、遅ち刻こくすることがなくなった。貴様のせいで、道を間ま違ちがわなくなった。貴様のせいで、赤点を免まぬがれた」

「そうですか」

　矢城は申し訳なさそうに返し、バイクを運転する。

　ストーカーだと思われていたことに、ショックを受けて。




「ありがとう」




　しかし、矢城が聞いた次の言葉は、感謝の意だった。

「私は──貴様に礼を言いたかったのだ」

　ぎゅっと背中に顔を押しつけて、ハルカは呟つぶやいた。

「──少し照れます」

　ぽりっと頰ほおを人差し指で搔かいて、矢城はバイクを加速させる。

「だが、助けに来るのが、少々遅おそくないか？」

　涼すずしい風に髪かみをなびかせ、ハルカはべしべしと背中を叩たたいた。

「ええ。先ほどまで急用がございまして」

「用とは？」

「あなたの兄、闘神についてです」

「聞かせて貰もらおうか」

　兄のこととなり、ハルカは声こわ色いろを変えた。

　ハルカにとって、兄は特別な存在だからだ。

「私と闘神は軍で出会い、第三次都市奪だつ還かん計画に参加しておりました」

「まあ、兄様は第一次から行っておるがな」

　誇ほこらしげに、ハルカは胸を張る。

　偉い大だいな兄を、全すべての人間に褒ほめて欲しかった。

「しかし、私は軍を抜ぬけ、ハルカ様をお守りするよう指令を受けました」

「だろうとは思っていた」

「闘神は軍に残られたのですが──」

「まさか……」

　命を落としたのか？

　そう聞くのが怖こわかった。

「行方ゆくえ不明だそうです」

「行方不明？」

「今、救きゆう援えんを差し向けているそうですが──」

　矢城は顔を曇くもらせる。

「巨きよ大だい植物に加えて、あんなモノが大量発生したのであれば──難しいであろうな」

　ハルカは分かっていた。

　兄は、窮きゆう地ちにあるということを。

　今、現実を思い知ったからこそ。

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、ただ祈いのる。

　兄の無事を──
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『桐生きりゆう矢や城しろ』は紅茶を嗜たしなんでいた。

　ハルカの家をくまなく掃そう除じし、洗せん濯たくを済ませ、一息吐ついていたのだ。

　エマニエル夫人が座っていそうな編み編みな椅い子すに腰こし掛かけ、アール・デコ調の机に白いティーセット。

　ダークスーツに身を包み、長い足を組んで、優ゆう雅がに適温の紅茶を口に注ぐ。

　新聞を開いて、流し読みをしていると、声を掛かけられる。

「あの～」

　おっとりのんびりとした声色だった。

　そこにいたのは、女性。

　普ふ段だんから、幼い容姿でバカにされてきた。ショートカットにしたことで、それはさらに顕けん著ちよとなり、実じつ年ねん齢れいより一〇歳は若く見られる。

　服装は白のブラウスとピンクのスカート。春らしい色合いだった。

　やることなすこと、全てが幼く見える結果となってしまった。

　そんな過去から、彼女は人に強く当たることが出来ない。

　とても申し訳なさそうに、下を向きながら矢城の下もとへとやってくる。

「何か？」

　矢城は優やさしく微ほほ笑えんだ。

　そこにいた女性は、笑え顔がおに戸と惑まどった。

　何な故ぜなら──

「あの……そこで何をされてるんですかぁ？」

　彼女は注意をしにきたからだ。

「ティータイムです。貴女あなたもいかがですか？」

　ティーカップに紅茶を注いで提供すると、何故だか断ることも出来なくなり、一口。

「あ、美お味いしい」

　飲んだことのない、紅茶だった。

　鼻をすーっと香かおりが通るのが心地ここちよい。

　熱めだったが、飲みやすく、のど越ごしも良かった。

　二口、三口。

　ついには飲み干してしまい、ただ紅茶のことしか考えられなくなった。

　だが、ふと気付く。

　紅茶を嗜むためにここへ来た訳ではないことに。

「あ、あの！」

　ティーカップを胸の前でぎゅっと持ち、勇気を振ふり絞しぼって言う。

「なんでしょう？」

「あ、ああ……あの」

　この人は、どう見ても悪い人には見えない。

　いっそ、どこからどう見ても不良で、態度も悪く、ツンツンとして、タメ口だったならば、強く言うことに躊躇ためらいもなかったろう。

　でも、彼はきっと良い人。

　こんなに美味しい紅茶をご馳ち走そうしてくれる彼が、悪い人とは思えない。

　そんな彼に、強く言うのは気が引ける。

「何か、言いたいことがあるのでは？　どうぞ遠えん慮りよせずにおっしゃって下さい」

　そんな様子を感じ取り、矢城はお茶の手を止めて、真しん剣けんな表情で向き合った。

「で、では──遠慮なく……あの、その、えっと、片付けて頂いてよろしいでしょうか？」

　断られたらどうしよう。そんな思いを潤うるんだ瞳ひとみに込めると──

「畏かしこまりました」

　快く了りよう承しようしてくれたので、驚おどろいた。

「そ、それと、その、出来ればここでのティータイムは……ご遠慮頂きたいのですが？」

「そう、ですか。残念ですが──貴女に迷めい惑わくがかかるのなら」

「あ、いえ。私に迷惑がかかるって訳じゃなくて。まあ、確かに誰だれにも迷惑はかかってないんですけど」

　両手をぱたぱたと振りながら、しどろもどろに言う。

　申し訳ないという思いで一いつ杯ぱいになっていた。

「けど？」

　申し訳ない。申し訳ないとは思っていても、どうしても彼女は言わなければならなかった。




「ここは一応──『学校の廊ろう下か』なので」




　と。

　それが、教員としての正しい姿。

　そう、ここは、豊ほう桜おう学園の新校舎。

　教室の隣となり──さらに正確に言うならば──

　ハルカの席の隣だった。

「なあにをやっとるんだ。桐生よ」

　がらっと戸が開けられ、ハルカが呆あきれた顔を見せた。

　ハルカの席は教室の一番後ろ。戸のすぐ側そばなのだ。

　その一枚の戸を挟はさんで、廊下に矢城はいた。

　その呆れ顔は、おっさんのようだった。

「ハルカ様──授業中ですよ」

「そうですよ！　葵あおいさん。授業に集中しなさい！」

　知った仲で、しかも生徒であるならば、女教師は強く言えた。

「桐生が注意出来る立場とは到とう底てい思えぬが──全く」

　ずっと戸一枚隔へだてて矢城が気になっていたハルカだったが、やっぱり授業中ということで泣く泣く戸を閉めた。

「さて──申し訳ございませんでした。私はほとんど学校へ行っておりませんので、そういうルールがあるのを存じ上げませんでした」

　矢城は組んでいた足を崩くずし、頭を下げる。

「ぅあ……べ、別にその……廊下でティータイムを過ごすな──なんていうルールはないんですけど」

　頭を下げられることに慣れていない女教師は必死にフォローする。

「気を遣つかって下さり、ありがとうございます。今すぐ、片付けさせて頂きますね」

「あ……はい」

　彼女は教員としての役目を果たした。

　しかし、どこかやっぱり申し訳なくて、ついつい──

「その前に、もう一杯頂けますかね？」

　なんて言ってしまった。

　どこか、ティータイムを羨うらやましく思い、そして、どこか矢城とお茶を楽しみたいと思っていた。

　もう一杯だけ。

　もう一杯だけなら、別にいいだろうと思っていた。

「畏まりました」

　矢城は満面の笑みを返し、そして二人は十分なティータイムを過ごした。

「ところで──」

　女教師は、どうしても聞いておきたいことが一つあった。

　それは、根本的なこと。

「何か？」

「どうして、こんなところでティータイムを取ってるんです？」

「守りたい女性が、いますので」

　女教師は矢城の笑顔が好きになっていた。







　その後──矢城は授業が終わると同時に場所を移動した。

　あくまで、ハルカは陰かげから守る。

　そのために、ここにいるのだ。

　顔を知られたからといって、ずっと側に寄り添そう訳にはいかない。

　巨きよ大だい植物との戦い以外での一いつ般ぱん的な常識を知らない矢城が、ハルカに迷惑を掛けないように一いつ生しよう懸けん命めい考えた結果だ。

　廊下に設置したティーセットの痕こん跡せきは何も残っていない。

　今はただ、校舎の屋上でスナイパーライフルを構え、次の授業を待つだけだ。

　次の授業は──体育。

　種目は、バレーボールだった。

　ブルマ姿のハルカを、スコープ越しに狙ねらう矢城。

「おや、先客がいたか」

　後ろから声が聞こえ、矢城は咄とつ嗟さに銃じゆうを向けた。

「おっと、穏おだやかじゃないな」

　そこにいたのは、柳生やぎゆう宗むね高たかだった。

　ポニーテールの黒くろ髪かみ。矢城よりは低いが長身で、綺き麗れいな顔立ちをした生徒だった。

「あなたは確か──」

　矢城は銃じゆう口こうを空へ向ける。

　敵では無いと認にん識しきしたからだ。

「昨日は、警告をありがとう。ハルカも無事に救出してくれたようだね」

　フェンスにもたれかかり、運動場のハルカに目をやる。

　矢城もライフルを構え直して、スコープ越しにハルカを見ていた。

「あなたは、体育ではないのですか？」

　宗高とハルカは同じクラス。

　ハルカが体育ならば、宗高も同じだろうと矢城は考えた。

「ボクは、体調が悪いから休んだんだ」

「そうでしたか。ならば仕方がありませんね」

「そもそも、体育は嫌きらいだ」

「どうしてです？　人気科目だと聞き及およんでおりますが」

「人前で着き替がえるのが、苦手なんだよ。すぐ人をバカにするし」

　宗高は少し恥はずかしそうに言った。

　その横顔を眺ながめていて、矢城はふと思う。

　女性的な方だな、と。

「バカにする？　とても素す敵てきな体付きをしているようにお見受けしますが、あなたのどこをバカにするのでしょうかね？」

「す、素敵なんて言われると照れるな──女みたいだ女みたいだってね」

「なるほど」

　矢城は頷うなずきながら小さく返した。

　どうやら、女性的だと感じるのは矢城だけではないようだ。

　男子の制服を着ていなければ、きっと女子と間ま違ちがえただろう。

「そもそも、お祖じ父いさまからキツく言われてるんだ。人の体は刃やいばと同じ。無む闇やみ矢や鱈たらと人に見せるモノでは無い」

「その教えには、私も賛成です。彼女たちを見て下さい」

「──ブルマだな」

「あまりにハレンチ過ぎると思いませんか？　足とお尻しりについ目が行ってしまいます」

　そう言いながらも、矢城は嬉うれしさを隠かくせなかった。

　たとえイケメンだろうが、ハリウッドスターだろうが、ヤクザだろうが、女性の魅み力りよく的な肉体を見て興奮しない男はいない。

　男にとって最大の娯ご楽らくは、女なのだから。

「君は正直な人なんだな。──まあ、それなんだが、ボクにはよく分からないんだ。みんなが言うほど、ブルマや濡ぬれたブラウス等々に興奮が沸わき起こってこない」

「私は、今ふつふつと沸き上がっております。こうしてスコープ越ごしに見ているだけで」

　宗高は羨ましそうに笑え顔がおを見せた。

「ボクもその気持ちを共有したいモノだよ。どうも男子たちより、ハルカのような女子と気持ちが合うことが多い」

「人それぞれ、ございますから」

「うむ。ボクもそう諦あきらめた」

　笑いながらそう言ったが、どこか寂さみしげな表情を浮うかべていた。

「いえ、諦める必要はございません。何事も、諦めなければ必ず成果に結びつきますよ」

　矢城の言葉に、宗高は目をぱちくりさせた。

　ありがちな言葉。

　簡単な言葉だったが、胸にずっしりと響ひびいていた。

　そして、気付く。

　誰かに、背中を押して欲しかったのだ。

　諦めも肝かん心じんだとか、仕方が無いとか、現実は甘くないとか、そんな風に共感されるよりも、根こん拠きよのない夢を与あたえて欲しかったのだ。

「君の言うとおりだ。よし、ボクは今日から、ムラムラしてみせる！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめる宗高。

　嬉しそうな笑顔を向けられて、矢城も嬉しくなった。

　宗高を見ていると、昔の自分を見ているようで。

「その意気です！　では、あの方とかどうでしょう？」

「どれどれ──」

　そこにいたのは、今からサーブを打とうという少女。

　ぼんきゅっぼん。

　表現するならば、それは『ぼんきゅっぼん』だった。

　むっちりとした体に食い込むようなブルマと、寒さ対策のハイソックス。

　ジャージを羽織っていた。

「必殺サーブいっくよーっ！」

　なんて、冗じよう談だん混じりに笑顔で叫さけびながら、ぽーんと高くボールを上げ、助走を付ける。

「そー、れっ！」

　放たれたバレーボールはまるで弾だん丸がんのように真っ直すぐ飛んで行く。

　その先には、腰こしに手を当てて仁に王おう立だちするハルカの姿があった。

　ド近眼なハルカは、まだそれに気付いていない。

　誰だれもが、ハルカの顔面に赤いボールのアザが残るだろうと思っていた矢先──

　バレーボールは、ばん、と破は裂れつした。

　まるで、風船のように。

「真ま久く良らちゃん、必殺過ぎるわー」

　引きつった笑みが、一いつ斉せいにぼんきゅっぼんの女生徒へ向けられる。

「え！　あたしのせいなの？」

　確かにサーブを打ったのは『伊い集じゆう院いん真久良』だった。

　サーブのせいだとすれば、破裂するまでに時間差がありすぎる。

　打った瞬しゆん間かんに破裂しなければおかしいじゃないか。

　そんな主張も空むなしく──

「すごいわー。真久良ちゃんすごいわー」

「伝説が生まれたねー」

　モヤモヤした気持ちとは裏腹に、拍はく手しゆすら巻き起こった。

「え？　……まあ、うん」

　こうなったらもう、ツッコミを入れることすら出来ない。

　二回目のサーブ──

　これも同じく、ハルカの目の前まで来てから破裂する。

「もう真久良ちゃんバレー禁止ー」

　クラスメイトは一様に、両手で×を描えがく。どういう原理なのかは一いつ切さいわからないが、この状じよう況きようを楽しんでいるのか、大だい爆ばく笑しようが巻き起こっていた。

「なんで破裂すんのよ……」

　一人納なつ得とく出来ないままの真久良は、コートの外で体育座りをしながら首を捻ひねっていた。

　そんな一部始終を見届けた屋上の二人は──

「素す晴ばらしい腕うでだな」

　感心していた。

　宗高は腕を組んで、じっと矢城を見つめている。

　バレーの試合や、そこにいる女子などには、宗高は一切興味がなかった。

　感心したのは、真久良の必殺サーブではなく、矢城の狙そ撃げきの腕うで前まえの方だった。

「ありがとうございます。狙撃だけがとりえでして」

「高速で動いている小さな物体に一〇〇％命中させるなんて、そうそう出来ることじゃないだろう？」

「いえ、これぐらいの距きよ離りで、無風状態ならば、一度でもやった方なら問題なく出来ますよ」

「そう、謙けん遜そんしなくてもいいさ。ボクは素す直なおに尊敬しているだけなんだから」

　宗高は、矢城に会う前から、矢城のことを尊敬していた。

　ハルカのために。その一心で、ストーカーまがいのことをしていた。

　いや、ストーカーそのものだったが、相手のことを思いやるこだわりっぷりに、好意を抱いだいていた。

「ありがとうございます」

「ムラムラ──という気持ちが、少し分かった気がするよ」

　宗高はぎゅっと自分の体を抱く。

　このむずむずとした、心地ここちよい鳥とり肌はだ。

　四月の寒さから来るモノではない。

「あの、太ももを見て──でございますか？」

「いや、君の狙撃を見て──だ。名前を聞いてなかったな。ボクは『柳生宗高』だ。君は？」

　握あく手しゆを求める宗高。矢城はハルカの無事を確認したあと、握手に応こたえた。

「桐生、矢城でございます」

　小さく呟つぶやくように自己紹しよう介かいをして、またハルカの動向を窺うかがっていた。

「矢城……矢城……お祖父さまから聞いたことがあるような」

「柳生のお祖父さまとおっしゃいますと、『柳生一いち念ねん斎さい』様の──」

　葵家が魔ま導どうアーマーという人間の限界を引き出す道具を作り出したように、柳生家はその魔導アーマーに連動した兵器を作り出した家系だ。

　特に柳生一念斎は、矢城が使っているライトセーバーも、姫ひめ香かが使っていた魔ま導どう砲ほうも開発した、エジソンや平ひら賀が源げん内ないのような存在。

　矢城が憧あこがれ、尊敬する人間の一人だった。

　その孫である宗高に、矢城は惹ひかれていた。

「ところで、どうして彼女を守ってるんだい？」

　バレーボールを破裂させた理由が、良いストーカーの話を聞いていた宗高には分かっていた。

「ハルカ様のお兄様と、約束したからですよ。──『あらゆるモノから、お守りする』と」

　宗高は泣いていた。口に手を当てて、目を閉じて。

　突とつ然ぜん涙なみだを流した宗高に、矢城はびっくりしたが、その理由を聞こうとはしなかった。

「なんという、なんという健けな気げなお方だっ！」

　宗高が、自分から理由を言ってくるだろうとふんでいた。

「はあ」

　しかし、あまりのテンションの高さに、矢城は生返事する。

「ボクは今、猛もう烈れつに感動している」

「はあ」どこに感動の要素があったのかを模も索さくしながら、小さく返す。

「見知らぬ少女のために、身を粉にして尽つくす。──これぞ正義っ！　ああ、なんだこの気持ち。──これが──これが『ムラムラしてきた』というものなのかーっ！」

　空に向かって吠ほえる宗高。その「ものなのかーっ！」辺りは、まるで宝たから塚づかトップスターのような、伸のびのある良く通る叫びだった。

「……………………はあ」

「ありがとう。矢城さん。ボクは初めて、性的興奮とやらを感じられたよ！」

　それは、違ちがう感情なのでは？

　矢城はそう言いたかったが、宗高の喜びようは、まるでオリンピックで金メダルでも取ったようなレベルだったので、言えなかった。

　それに、矢城は楽しんでいた。

「矢城さん……はおやめ下さい」

「え？」

「気持ちを共有した私たちはすでに、友ですから」

　矢城は微ほほ笑えましく思い、笑顔を向ける。

「む、ムラムラする」

　宗高は感動に打ちひしがれていた。

　頰ほおを紅潮させて、ぶるっと体を震ふるわせ、涙を流して。







　そんな体育も無事に終わり、ホームルームでの連れん絡らく事じ項こうで、担任の藤ふじ原わらは、厳いかつい顔で言った。

「えー、近ちか頃ごろ、この学園に不ふ審しん者が出しゆつ没ぼつしています」

　その言葉を聞いて、ハルカは「ああ、桐生だな」と溜ため息いきを吐つく。

「不審者だって！　くそっ！　一体何者なんだっ！」

　だが、宗高は気付かなかった。

「まあ、変な奴やつに出会っても話しかけたりせずに、すぐ先生を呼ぶように」

「「はーい」」

　その他の学生たちは、他ひ人と事ごとのように無関心で、どうでもいいと言いたげだった。

「それと、先日タバコを吸っていた生徒がいたって話をしたが──」

　一週間前、三年生の教室があるところのトイレで、タバコの吸すい殻がらが見つかった。

「犯人は分かったんですか？」

　座右の銘めいが『正義』である宗高は不正が許せない。

　むっとした表情で藤原に聞いていた。

「残念ながら、名乗り出る生徒はいなんだ」

「犯人捜さがしは、終わりってことですか？」

「うむ。だが、連帯責任として、毎日各クラスで、トイレ掃そう除じをすることとなった」

「「えー」」

　トイレ掃除なんて、小学校じゃないんだから。

　誰かの校則違い反はんのせいで、みんなが被ひ害がいを被こうむるというのも、苛いら立だつ理由だった。

「ということで、五十音順で──男子トイレは安あん藤どうと織お田だ。女子トイレは……」

　ブーイングなど教師には関係ない。これは、決定事じ項こうなのだから。

　恨うらむなら、校則違反をした奴を恨め。

　そんな学校側の意向を分かっていたからこそ、皆みな、受け入れるしかなかった。

　こうして、ハルカと真久良はトイレ掃除を言い渡わたされた。

　他のクラスでも、同じように言い渡されているのだろう──

　が、言いつけ通りにやる人間はいなかった。

　適当にやって終わらせる者、やったということにしてしまう者、無視して帰ってしまう者。

　そんな中で、律りち儀ぎにトイレ掃除をしようと思っているのは、ハルカぐらいだった。

「適当でいいんじゃない？　どうせみんなちゃんとしないだろうし」

　立てたモップに両手とアゴを乗せて、あくびをする真久良。

「そうもいかん。私はこれでも生徒会長をやっているんだ。世せ間けん体ていというモノがある」

　ハルカはバケツに水を入れながら言う。

　誰だれも立候補しなかったから押しつけられる形で生徒会長になったハルカだが、その責務をちゃんとこなしてきた。

　それを、クラスメイトである真久良も重々承知していた。

　だから、至らない点があっても、誰だれも文句を言わない。

　たとえ、バカでドジで妙みようにプライドが高い生徒会長だろうが、貶けなしたりはしないのだ。

「うわ、クモいるじゃんクモ」

　汚よごれたタイルをちょこちょこと這はっている小さな小さなクモを真久良が発見し、露ろ骨こつに嫌いやな顔をしながら指先で潰つぶそうとしたら、ハルカがべしっと真久良を叩たたいた。

「こらこら。逃にがしてやらんか」

「何よその和お尚しようみたいな台詞せりふ。たかが虫でしょ？」

「命よりも尊きモノはない。たとえ小さな虫だろうが、その命を他者が奪うばうべきではない」

「そんなこと言う奴に限って、美お味いしくお肉を食べるのよね」

「うむ。奪われてしまった命には、ちゃんと感謝と敬意を払はらい、美味しく頂いている。ところで、そのクモさんは今どこに？」

　小さすぎて、ハルカには全く見えていなかった。

「はい」

　真久良はハルカの手をクモのところへと導く。

　ぐっと壁かべに顔を寄せて、やっとクモを発見したハルカは、クモを手のひらの上に落とし、トイレの窓を開いて、外に出す。

「クモさんや。すまんが、今からここは水みず浸びたしになる。少し席を外してくれ」

　外がい壁へきをよじ登っていくクモさんに手を振ふって、窓を閉めた。

「蚊かとかハエも殺さないの？」

「ああ、私は生まれてこの方、自分の意思で命を奪ったことは一度もない。知らず知らずの内にそうしてしまっている可能性は否定出来ないがな」

「宗高みたいね」

「うむ。だからあいつとは親友になれたのだよ」

　ふーん。とあまり興味なさそうに話を流したあと──

「じゃ、やりますか」

　仕方が無いとでも言いたげに、真久良がモップを掛かける。

　しかし、やりたくなさは爆ばく発はつしており、ダラダラとした動きだった。

　アルバイトとかでもそうだが、やる気というのは動く速度に比例する。

　対照的に、ハルカはてきぱきとこなしていた。

　一人暮らしが長いハルカに、トイレ掃除は日課のようなモノだ。

　トイレを掃除するということに、なんの屈くつ辱じよくも嫌けん悪おも感じていなかった。

「桐生はここには関かん与よしてくれんのかな。手伝って欲しいところだが」

「桐生？　それって人の名前？　聞いたことないけど──」

　ぼそりと呟いたハルカに、きょとんとした表情を見せる真久良。

　クラスメイトに、そんな名前の人物はいなかったはず。いや、少なくとも、同級生にはいなかった。

「では、お手伝い致いたしましょう」

　ぎぃ──

　個室の戸が開き、中からスーツの男が現れた。

「あ……ああ……」

　真久良は顔を真っ赤に染めて、口をあんぐりと開く。

「なんだ。やはり近くにいたのか」

　ハルカが平然としているのを見て、さらに真久良はあんぐりと口を開く。

「ちょっとハルカ！　なんで冷静なの！　へ、変質者っ！　変質者よっ！」

　現れた青年を指さして、真久良は声を荒あららげる。

「桐生よ、お前は変質者なのか？」

　大きな声を出されて、少し体を引きながら、事実確かく認にんをしてみると──

「いえ、違います」

「違うって」

「いやいやいやいや！　犯人は自分は違うって言うに決まってるじゃない！　明らかに学生じゃない男が学校内にいる時点で変質者！　女子トイレにいる時点で変態よっ！」

「桐生、お前変態だったのか」

「いえ、違います」

「違うって」

「いやいやいやいや！」

「まあ、なんでもいい。桐生よ、手伝ってくれるのだろう？」

「なんでもいいって……いいわけないじゃない！　犯罪者よ犯罪者！」

「おい桐生。お前とうとう犯罪者になったぞ。スピード出世だ。すごいなお前」

「確かに、彼女の言うことも尤もつともです。申し訳ございません。私は少々、世間のルールに疎うといのです」

「え？　あ、いや、まあ女子トイレに入ることが何の罪になるのかは知らないけど──ルールというより、マナーというか」

　謝られるとは思わなかったので、真久良は戸と惑まどった。

「ならば好都合だ。桐生よ、マナー違反の罰ばつ則そくとして、ここの手入れを任せる」

「え？」

　真久良は急な申し入れに驚おどろいた。

「畏かしこまりました。甘んじて罰ばつを受け入れさせて頂きます」

「えぇっ！」

　真久良は急な申し入れを受け入れたことに驚いた。

「私は生徒会がある。真久良はさっさと帰りたい。彼は罪を償つぐないたい。──全員がハッピーだ」

　ふふん、と胸を張るハルカ。

「素す晴ばらしいお考えでございます」

　ぱちぱちと小さく拍はく手しゆをしてハルカを讃たたえる矢城。

「なんだか腑ふに落ちないけど──」

　真久良は長考する。ハルカの知り合いということは、別に変質者って訳でもなさそうだし、盗とう撮さつや、やましい思いがあってここにいたようにも見えないし。

　結局悩なやんだ末──

「代わってくれるならいいわ」

　モップを矢城に渡した。

「畏まりました──では──」

　ばっとスーツを脱ぬぎ去った矢城。

　スーツの下には、いつものバニーボーイの姿があった。

「やっぱり、やっぱり変態じゃないっ！　変態じゃな────いっ！」

　真久良はその場から逃げ出した。

「どうやら、変態じゃないと分かって貰もらえたようですね」

　変態じゃない。という言葉をそのまま受け止めた矢城は、ほっとした表情を浮うかべていた。







　次の日──

　真久良が学校へ来ると、クラスメイトに囲まれた。

「な、何よ」

　まるで、恋れん愛あいが発覚した芸能人のようだ。

　壁に押し込められるように迫せまってくるクラスメイトに、カバンを落とすほど狼ろう狽ばいする。

「真久良さん、ぱないっすわー」

「マジ尊敬っす！」

「ありがとう！　本当にありがとう！」

　悪い噂うわさが原因では、なさそうだ。

　みんなまるでサンタクロースにでも向けるような無む垢くで輝かがやいた瞳ひとみをしていた。

「なんのことよ」

　聞いてみる。それによって、自分は関係ないことがバレてしまうが、仕方が無い。

「聞いたか、おい」

「ああ、さすが俺たちの真久良さんだ。日常すぎてわからないんだぜ」

　さすがだとざわつくギャラリー。

　どうやら、知らないとバレた訳じゃ無く、好意的に取られたようだ。

「トイレですよトイレ」

「トイレ？」

　真久良はどきっとした。

　結局、トイレ掃そう除じをよく知らない男に押しつけてしまった。

　そんな罪悪感と後ろめたさに包まれていると──

「ウォシュレット、欲しかったんだよねー」

「ウォシュレット？」

　言ってる意味がわからず、真久良は教室を飛び出した。

　この目で何が起こってるのかを確認したくて、トイレへ向かう。

　人だかりを押しのけて目にしたのは、変わり果てたトイレ。

　まず壁の色。ねずみ色だったのが、今は清潔感のある白を基調としたモノに。それどころか、壁の質感自体が変わっていた。

　床ゆかも、まるでホテルのバスルームのような綺き麗れいさ。

　奥へと進んで、個室の戸を開ける。

　その戸も木製に変わっていて、大きめの取っ手で横にスライドさせる。少しの力で、すーっと音も無く開くタイプだ。

　個室の数は二つと変わっていないが、和式と洋式だったモノが両方とも洋式に。

　さらに、先ほどの言葉通り、ウォシュレットが付いている。

　かのマドンナも絶賛したという暖だん房ぼう機能も当然完備。

　便座の消毒シートや消しよう臭しゆう機能、さらには体重や血圧をはかる機能まで──

　公共のトイレだと水面までの距きよ離りが近い場合などがあるが、そこもちゃんとしていて、跳はねっ返りも気にしなくて済みそうだ。

　何よりも、広い。

　設置数は前と同じなのにも拘かかわらず、こうも広く感じるのは何な故ぜだろうか。

「真久良さん、ですよね？　ありがとうございます！　こんな素す敵てきなトイレにしてくれるなんて」

　知らない生徒に声をかけられ、真久良は困っていた。

　困ってはいたが、悪い気持ちでは無かった。

　だけど、どうしてだろう。

　どうして、こんなリフォームが施ほどこされたんだろう。

　ふと真久良は思い出す。

　そう言えば、ハルカはあの変質者にこう命令していた。

　手入れを任せる──と。

　奴やつの仕し業わざだ。

　変質者には違ちがいなかった。

　だが、『良い変質者』だったようだ。

　掃除をしろと命令していれば、こんなことにはならなかったのではないだろうか。

「わからんな。リコーダーの吹ふくところがちょっとだけ色いろ違ちがいである意味ぐらいわからん」

　そこに、ハルカの姿があった。

　腕うでを組んで、変わり果てたトイレに困こん惑わくしている様子。

「あ、ハルカ。あんたもこの現象に見覚えがないの？」

　あの変質者の仕業で、間ま違ちがいないと思っていたが、知り合いであるハルカは知らない様子。

「真久良がやったのであろう？」

「え？　まあ……その……」

「よーし、みんなで真久良さんを胴どう上あげだ！」

「おーっ！」

　わーっせい。わーっせい。

　広くなったように見えるが、それでも狭せまいトイレの中で、何故か胴上げされる真久良。

（まあ、いっか）

　と、真久良は考えることをやめた。

　だって、これは喜ばしいことだから。

　トイレは綺麗に越こしたことは無いから。







　放課後の生徒会室。

　中庭で花か壇だんに水をあげている園芸部を窓から見下ろしながら、ハルカは椅い子すをくるくると回転させていた。

「暇ひまだのぅ～」

　今日は、大した議題もなかったので、生徒会の活動はない。

「ここでこうしていてもなんの意味もないな。帰ろうか？」

　仕方が無いと言いたげの宗高。

　そして──

「ならば、家までお送りいたします」

　生徒会役員どころか生徒でも無いのにハルカの隣となりに控ひかえている矢城の姿があった。

「うぅ、家まで送るなんて──なんて健けな気げな方なんだ」

　宗高は感無量で泣いていた。

「そうだ。ここで私は新しい部を創設しようと考えている」

　何かを閃ひらめいたハルカは、ぴたっと椅子を止めた。

「と、いうと？」

　宗高はきりっといつもの凜とした表情に戻もどる。

「最近の学生には、運動が足りないと私は思うのだ」

　腕を組み、うんうんと自分の意見に頷うなずいている。

「確かに、外で遊ぶところが減ってきているからね」

「学生とは、空き地や公園で野球をするものではないんですか？」

　矢城は目をぱちくりさせながら聞く。

「今はそういう場所がないんだ。やるとしても、小学生までだろうし……いつの時代の話だい？」

　宗高は微ほほ笑えみながら聞き返す。昭和の時代のようなことを言い出した矢城が、どこか可か愛わいく思えていた。

「学校終わってから、みんな何をしてるんでしょうね」

　帰って寝ねる。というのはハルカの生活だったが、まさか全すべての学生がそんなスローライフを過ごしているとは、矢城には思えなかった。

　しかしもしかして、学生はみんなハルカと同じように、帰宅したらテレビを見ながらご飯を食べて寝るという生活を送っているのかと疑問になった。

「そこで、こういうのはどうだろう。──題して、『体操部』だ」

　どや。

　決め顔だった。

　ハルカの、渾こん身しんの笑え顔がおだった。

「………………宗高、すでにありますよね？」

　確か、ハルカを護衛するためにこの学園を調べてるとき、そんな言葉を目にしたことがあるが、一応、矢城は宗高にその存在を聞いてみる。

「マジで？」

　ハルカは小さな声でゆっくりと聞き返す。

「残念だがハルカ。矢城の言うとおり、すでにこの学園には体操部が存在するよ」

「マジで……知らなんだわー。いつの間にかお前たちがファーストネームで呼び合う仲になっていることも知らなんだわー」

「友になるのに、時間は必要ないからな」

「あ、そうだ！　新しい体操部ということで、『新体操部』を設立──」

「すでにあります」

　今度は、矢城は確かく認にんせずに断言した。体操部の記述が正しければ、これも確かに目にしていた言葉だ。

「………………マジで」

「残念だがハルカ。矢城の言うとおり、すでにこの学園には新体操部が存在するよ」

「意外と、みんな運動してるんだな」

「まあ、運動しないのは部活動に勤いそしんでいない生徒なのだから、新しく部を設立しても意味がないのではないか？」

「つまらん世の中だ。刺し激げきがない」

　椅子にぐでーっと体を預け、またくるくると回転させる。

　ハルカは嘆なげいていた。

　外では恐おそろしい出来事が起きているというのに、相も変わらぬ日常に。







　結局、生徒会はそれで解散。矢城はハルカをバイクに乗せて、家へと向かっていたのだが──

「なあ、桐生よ」

　急に、ハルカが寂さみしげな声で話しかけてきた。

「はい」

　体操部の件がまだ尾おを引いているのかと思っていたが、話は違った。

「兄様はずっと戦場にいたのだろう？」

「はい、私の知る限り」

「屋や敷しきはどうなってるのだ？」

「屋敷──ですか」

　葵家の人間は、ハルカと闘とう神じんしかいない。

　両親が亡なくなり、闘神が家を継ついだのだが──

「今は最も早はや、廃はい墟きよに近い状態です」

「……やはりそうか」

　ハルカは覚かく悟ごはしていたが、いざ事実を言われると胸がきゅっと縮む思いだった。

　闘神は、家を継いだが、そこに住んではいないとハルカは思っていた。

　ハルカが帰ってくるまで、あの屋敷は使わないと、父親が死んだ時に聞かされていたからだ。

「ハルカ様は、家をお継ぎにはなられないのですか？」

「それは、兄様が死ぬと言いたいのか？」

　そのときのハルカの声は、怒いかりに満ちていた。

　言っていいことと悪いことがある。

「いえ、闘神はずっとおっしゃっていました。ハルカ様に屋敷を譲ゆずりたいと」

「……知っておるわ」

　家を追い出した張本人である父親が死んだあとから、ずっと闘神に言われ続けていた。

　戻ってこいと。

　いや、戻ってきて欲しいと。

　あの家は、ハルカのためにあると。

「実は、闘神は屋敷を継ぎませんでした」

「は？」

　その話は、初耳だった。

「葵家の屋敷は、ずっと持ち主不在のままなのです。と言っても、闘神が管理し、売りに出したりはしていませんが──しかし、このまま闘神が行方ゆくえ不明のままだと、あの土地を欲しがる誰だれかに、潰つぶされる可能性もございます」

「何な故ぜだ！　親が死んだら遺産は長男が継ぐ。それでいいではないか！」

「あの屋敷は、ハルカ様がいなければ意味が無い。未完成のまま、形見を継ぐことはしたくない。──たしか、そのようにおっしゃられてました」

「……勝手だ。兄様は」

　そう言いながらも、そんな兄をハルカは心から愛していた。

「ワガママな方ですが──私は大好きです」

　そのときの矢城は、とても爽さわやかな表情を浮うかべていた。

　こうも、気持ちが合う人間とは、出会ったことがない。

　兄のようではない。

　家族のようでもない。

　友達のようでもなかった。

「そもそも、ハルカ様はどうして継がないのですか？」

「それは──」

　親は理由もなくハルカを勘かん当どうし、謝りもしないままに死んでしまった。そんな人間の跡あとを継ぐなんて、プライドが許さない。

　それを言いたかったのだが──

「プライドが許さない──などという言葉をたまに耳にしますが、私はこう思うのです。それは、本当に『誇ほこり』ですか？　と。『強がり』──つまりブラフに過ぎないのではないですか？　と。そんなプライドならば、捨ててしまった方が良いと。──そして、ちゃんとした『誇り』を持つべきであると」

「………………ぐうの音も出ない。手厳しい言葉だ」

　全て、見み透すかされていた。

　ハルカのプライドなんて、そのほとんどが強がりの域を出ていないことを。

「気を悪くされたなら、申し訳ございません」

「いや、厳しいと感じるのは、それが正しいからだ。変なことを言っているな～と思うなら、厳しいとは感じない。──桐生よ、お前の言うとおりだ。一から十まで」

　まるで、自分の成長した姿を見ているような、そんな不思議な気持ちを、矢城に抱いだいていた。

　そして、それを、羨うらやましく思っていた。

「──よし、屋敷へ参ろう」

　ハルカは決意する。

　今まで、どうしてそうしてこなかったのか。

　何な故ぜ、『強がり』を捨てられなかったのか。

　後こう悔かいばかりが襲おそいかかる。

「お継ぎになられるのですか？」

「兄様の帰る場所を守るだけだ」

　家を継ぐのは、当然ながら長ちよう兄けい。

　それが常識だ。

　だから、ハルカが家を継ぐなんていうのはおかしい。

　何故兄がそんなことを言い出したのか、わからない。そしてそれを受けるなんてことを、ハルカは出来るはずもなかった。

　あの家は、兄のモノだ。

　兄のモノだからこそ、守る。

　自分がいないことで未完成だというならば、完成させて待つ。

　そんな思いを、矢城は感じ取っていた。

　だから──

「そうおっしゃると思っていました」

　バイクは、とある屋敷の前で止まった。

「全く、お前という奴やつは──」

　ハルカは呆あきれた声でそう言って、目の前にある屋敷を見上げる。

　ハルカは数年ぶりに、我が家へと帰ってきた。

　親に勘当されて屋敷を出て以来、ずっと帰ってなかった実家。

　そこは、まるで吸きゆう血けつ鬼きでも住んでそうな屋敷だった。

　ハルカがいた頃ころは、メイドや執しつ事じで大おお賑にぎわいだったこの場所も、今は閑かん散さんとしていた。

　バイクを降りて、カバンから鍵かぎを取り出す。

　兄である闘神から、ずっと預かっていた屋敷の鍵。

　いつでも戻もどってきて良いとは言われていたが、強がってずっと使えなかった鍵。

　この鍵が、この屋敷が、両親の形見であると言われ、いつも持ち歩いていた。

　──父は嫌きらいだったが、母や兄は好きだったから。

　だが、帰ってきたことはない。

　今いま更さら家に戻るなんて、意地が邪じや魔まをして無理だった。

　どの面つら下げて、家族に会えばいいのか、わからない。

　しかし今、ここに誰もいないというなら──

　すーっと深呼吸を一つして、鍵を鍵かぎ穴あなに入れる。

「やっぱりダメ」

　そして、鍵を引き抜ぬいた。

「闘神が帰る場所を守るのではなかったのですか？」

「……兄様の名を出すのは卑ひ怯きようだ」

　ハルカはもう一度、鍵を入れる。

　手は、震ふるえていた。

　家に戻りたくなかった訳ではない。

　ただ、恥はずかしかっただけ。

　意地を張って、張って、そして、親の死に目に会えなかった。

　悲しみを、家族と共有出来なかった。

　今も誰かに、何かに後押しして貰もらわないと、入れそうにない。

「ハルカ様、あなたがなさりたいことは、全すべて行って下さって構いません。もし、お一人で出来ないことがあれば、私も手伝います。──どんなことでも」

　矢城にそっと手を添そえられ、ハルカは鍵を回した。

「全て──か。確かに、お前となら出来そうな気がするな」

　荘そう厳ごんな扉とびらを開けると、涼すずしい空気が外に漏もれてきた。

　まるで、幽ゆう霊れい屋や敷しきのようだ。

　ここまで来たんだから、あとには引けない。

　ドキドキと胸が高鳴っている。

　この一歩を、本当に踏ふんで良いのだろうか。

「入って下さい」

　矢城に背中をぽんと押され、ハルカは一歩踏み出した。

「あ」入ってしまった。

　なんだ、こんなものかとハルカは思った。

　どうして、こんな簡単なことが、ずっと出来なかったのか。

　ずっとやらなかったのか。

　それを後悔した。

　こんな簡単なことを……していれば、きっと父親とも話し合えた……はずだ。

　こみ上げてきた涙なみだを、ぐっと抑おさえ込む。

　中に入ると、そこはまるで、廃墟のようだった。

　蜘く蛛もの巣すがあちこちに張られ、埃ほこりだらけ。

　ロビーのように広い玄げん関かん。

　あまりに汚よごれていたので、靴くつを脱ぬがず絨じゆう毯たんを踏みしめる。

「兄様は、ほとんど戻ってきていないのだな」

　寂さみしげに、ハルカは幼少時を過ごした屋敷をぐるりと見み渡わたし、階段へと向かう。

　手すりの埃を指で掬すくって、ふっと息を吹ふきかける。

「桐生よ」

「はい」

「何も聞かぬのだな。何故私がここを追い出されたのか」

「はい。思い出したくないことは、誰にでもございます」

　矢城は小さく呟つぶやいた。

　自分にも、当然のようにあるからだ。

「まあ、別に思い出したくないわけでも、言いたくないわけでもない。兄様がたまにアパートへ来てくれていたからな。寂しくもなかったわ」

　階段を二人で一歩一歩上っていく。

「左様で」

「私は、父様に嫌われていた。誕生日の時もクリスマスの時も──」

　積年の恨うらみ辛つらみをだらだらと垂れ流そうと思っていたハルカだったが──

　二階にあった自分の部屋。そこに寄り、愕がく然ぜんとして言葉を失った。

　自分が出て行ったときと同じ状態だったのだ。

　熊くまのぬいぐるみも、シーツの色も、カーテンの色も。片付けなかったおもちゃも。

　本当に、両親は自分を嫌っていたのか？

　それともこれは、兄が残してくれたものなのか……

　居たたまれなくなって、ハルカはその部屋を後にする。

「闘神はおっしゃられてました。あなたを追い出したのには、理由があると」

「理由もなしに追い出されても困るわっ！」

　てっきり、物置になっていると思っていた。

　なのに、『部屋』だった。

　いつでも帰ってきていい。

　いや、もしかしたら、早く帰ってこいと、家族は思っていたのだろうか？

　ムカつく。

　思いは言葉にしてくれないと、伝わる訳がない。

「ご両親は、あなたを愛しておいででした」

　そう、そう言ってくれさえすれば、強がることもなかっただろう。

　自じ慢まん話のように、実はああだった、実はこうだったと知らされても、ハルカは混乱するだけだった。

「追い出しておいて、それはない──」

　自分に言い聞かせるようにして、ハルカは首を横に振ふった。

　泣いてしまいそうだったから。

　逃にげるように踵きびすを返し、奥の部屋へ向かう。

「こちらに、何かあるのですか？」

「この先の部屋には、一度も入ったことがないのだ。何があったのか、見ておきたくてな」

　ハルカの心には、冒ぼう険けん心が滾たぎっていた。

　戸を開けると、暗がりの中にずらりと服が並んでいた。

　といっても、ただの洋服ではない。

「魔ま導どうアーマー置き場──といったところでしょうか」

　矢城はハルカよりも興味津しん々しんだった。

　そこにあったのはコスプレ衣装ではなく──兵器だったからだ。

「なるほど、だから入らせてくれなかったのか」

　兵器庫が屋や敷しきの中にあるとは、ハルカも思っていなかった。

　この屋敷にいたころは幼かったのだから、遊べば怒おこられる場所。

　それも、一言言ってくれれば済む話だった。

「ここにあるのは、初期のタイプですね。葵家は魔導アーマー開発を初めて成功させたと聞いていますが、これほどとは」

　矢城はしきりに感心して、物色する。

　ぱっと見れば、洋服店でどの服を買おうか悩なやんでいるようにしか見えないだろう。

　だが、矢城は慎しん重ちように触さわる。

　どの魔導アーマーに、どんな効果があるか分からない。

　矢城は目を輝かがやかせていた。

　あるいは、新しいおもちゃを買って貰った少年のように。

　あるいは、値打ちモノの陶とう器きを見つけた陶とう芸げい家のように。

「すごいのか？」

「ええ、とても。これを見て下さい。強力すぎて、使うことが出来なかった、一番初めの魔導アーマー」

　陽気な表情の矢城がコスチュームの一つを取り出し、ハルカへと渡わたす。

　ハルカの顔は、みるみる内に赤く染まっていった。

「こ、ここここここれは……」

　それは、明らかにただの水着だった。

　ただの水着──というのは少し語ご弊へいがある。

　セクシーな、ビキニ。

　布と紐ひもだけだったのだ。

「画期的なスーツでした。理に適かなっています」

　感心しきりに、しみじみと矢城は呟く。

「どこがだっ！」

　涙目になりながら怒ど鳴なるハルカに、矢城は冷静に返した。

「奴やつらは、より硬かたいモノ、より強きよう靱じんなモノを狙ねらう傾けい向こうにあります。まずなによりも戦車や戦せん闘とう機、次に兵士。私と闘神がヘッドギアをしていなかったときがあるのですが、そのとき、奴らは私たちを後回しにしていました」

　ヘッドギアはバニーボーイの耳に当たるのだが、それがないとライトセーバーも使えない。発信器と受信機の関係性だ。

　巨きよ大だい植物は目も耳もないのに、それらを感知する。

　いや、あるいは目も耳もないからこそ、それらを感知する機能を持ち得たのかも知れない。

　魔導アーマーがアイアンマンやバットマンのように全身を覆おおうパワードスーツではなくコスプレなのは、その機能を逆手に取り、狙われないようにするためだった。

　コスプレにすることで、奴らは触ふれるまで行動しない。

　一度触れてしまうと、狙われてしまうのだが。

「なるほど、一昨日おとといアリに襲おそわれたとき、私を素す通どおりしてヤンキーを襲ったのはそういうことか。つまり、武装は少なければ少ないほどいい、という訳だな」

　ヤンキーは鎖くさりをちゃらちゃらさせたり、アクセサリーを一いつ杯ぱい付けていた。

　ハルカよりも、『武装』していたのだ。

「かといって、武装しない訳にもいきません」

「その答えが──ビキニ……父様は、バカなのか？」

「いえ、天才だと思います。今、軍が使っているのは全身を覆う外骨格です」

「外骨格とは、ただのバニーガールを格好良く言ったモノだな」

「あれは、全員が誰だれでも使えるように改良──いえ、むしろデチューンしたモノ」

「全員が使えるよう、あえて性能を落としたと。──では、この水着は今軍が使っているモノよりも、強いというのか？」

　ただのビキニにしか見えないが、ハルカはその生き地じをぱんぱんと叩たたいてみる。

　特とく殊しゆな素材には、到とう底てい思えない。

　特殊な素材だと分かってしまえば、巨大植物に関知されてしまうと考えれば、それも当然なのだが。

「その通りでございます。ですが──適合者でなければ扱あつかえません」

「適合者？」

「そもそも、何な故ぜ性能を劣れつ化かさせなければならなかったのか。それは、この頃ころの魔導アーマーはその力を発揮できる人間が限られていたからです」

「適合しなければどうなるのだ？」

「ただの水着でしかないってことです。まあ適合者は数万人に一人ぐらいですし」

「なるほど、倉庫に眠ねむる訳だ」

　ハルカは溜ため息いきを吐ついて、親の形見の一つであるそれをぎゅっと握にぎりしめた。

　自分は、適合者なのだろうか？　という疑問と共に。







　じりりりり……

　目覚まし時計がなっている。

　いつもならナマケモノのような速度で腕うでを伸のばすところだが、今日はすでに起きていたハルカはそれをぽんと叩いて止めると──

「んー」と唸うなった。

　手には、ビキニ。

　あの、兵器庫のような部屋に眠っていた、魔導アーマー。

　これを着ようかどうか、朝起きてからずっと悩んでいた。

　下着も着けずに、シミ一つない肌はだを姿見にさらけ出していた。

　自分は、『適合者』だろうか？

　魔導アーマーさえあれば、巨きよ大だい昆こん虫ちゆうとも戦える。

　ハルカには、夢があった。

　あの巨大植物を打破するという夢。英えい雄ゆうになり、兄や父に、みんなに認められたいという夢だ。

　だから、柔じゆう道どうや合気道、古武術などにも手を出して、戦う術すべを学んでいた。

　これがあれば、その努力が実るかも知れない。

　そして、それを試ためすには、着るしかない。

　着るのであれば、今しかない。

「むー」とハルカは唸った。

　ハルカは自分の体に自信を持っている。

　背は低いけど、それ以外は良い体をしているはずだ。魅み惑わくの悩のう殺さつボディなはずだ。

　だが、矢城の前では、絶対着られない。

　鏡の前で体に当ててみる。

「下着よりも布地が少ないではないか」

　悩みに悩んで──悩んだ結果。

　顔を真っ赤にさせながらそれを着ると、全身に電気が走ったような感覚。

　力が、みなぎる。

　体が、軽い。

　魔導アーマーは、どういう原理なのかも分からない不思議な力を、見事に発揮している。

　スーパーマンになったような気分で、鏡に向かってポーズを色々取ってみる。

「良かった」

　一安心だ。

　自分は、適合している。

　良かった。

　本当に、良かった。

　親に認めて貰もらうため、悔くやしくて肉体を磨みがいてきた。

　誰よりも強くなれるよう、自主的に訓練を続けてきた。

　その成果が、ちゃんと出て、良かった。

　自分が、特別な存在だと、確かく認にん出来てよかった。

「適合、していますか？」

「うむ。問題ない」

　と答えてから、ハルカは振ふり向いた。

　そして、また顔を真っ赤に染めた。

「な、ななななななんでそこに……」

　矢城が、そこに立っていたからだ。

　咄とつ嗟さに近くに畳たたんであった制服を取り、体にあてがう。

　だが、お尻しりが鏡越ごしに見られてることに気付き、くるりと鏡の方へと体を向け、やっぱりお尻が見られていることに気付いて矢城の方へ振り向いた。

「最も早はや、姿を隠かくしてお守りする必要もないと思いまして」

　そう言いながら、矢城は鏡をくるりと半回転させた。

　これで水着のお尻を見られずに済むと、ハルカはほっと胸を撫なで下ろした。

「……そうか。たしかにそうだが──桐生よ」

「はい」

「こっちを見るでない」

「畏かしこまりました」

「まさか、ずっといたのか？」

「ずっとではありませんが、おりました」

「突とつ然ぜん中へ入ってくるのもなしだ」

「畏まりました」

　ハルカはむっとしていた。

　恥はずかしい姿を見られたこともそうだが、矢城が別段、興奮していなかったことが納なつ得とく出来なかった。

　この、エリシャ・カスバートのような肉体に、何か言うことはないのかと。

「がっかりだ」

「何か、至らない点がございましたか？」

「こっちを見るでない」

「畏まりました。──しかしながらハルカ様」

「なんだ？」

「一いつ緒しよに住むのであれば、着き替がえを覗のぞく程度の特権を私にお与あたえ願えませんでしょうか？」

　矢城は頭を下げて懇こん願がんした。

　その振る舞まいは、まるでシェークスピア劇にでも出てきそうな優ゆう雅がさがある。

「お前は、至し極ごく丁てい寧ねいにとんでもない要求をするな。軽くびっくりしたぞ。というか、一緒に住む？」

「はい、私はこの葵家の屋や敷しきで、ハルカ様のお世話をさせて頂きたく存じます」

　つまり、お嬢じよう様さまと執しつ事じのような関係になりたいということだろう。

　それは、願ってもないことだった。

　この大きな屋敷を掃そう除じするだけでも大変だが、使用人を雇やとうほどの余よ裕ゆうもない。

「──許す」

　ハルカは一つ頷うなずいた。

　矢城がストーカーになって以来、部屋の芳ほう香こう剤ざい、トイレットペーパー、電球などといった日用品に困ったことはなかった。

　浴室もトイレも、常に新品の如ごとく清潔に保たれていた。

　人は、定着した生活レベルは下げられない。

「ありがとうございます。では、浴場にカメラを設置させて──」

「おい、待て桐生よ」

「はっ」

「そう言えばそんな話だったことを今思い出したのだが、残念ながら、特権は与えられない。私が許すと言ったのは、共に住むことだ」

「なんと！　許可が得られないのであれば、仕方がありませんね」

　腰こしに手を当てて、矢城は俯うつむく。

　それはまるで、シュートを決められて落らく胆たんするサッカーのディフェンス陣じんのようだった。

「桐生。てっきりお前は女には……というか私には興味がないものと思っていたが……そんな真顔で、興奮していたのか」

「はい。私はむっつりスケベでございますので」

「そうだったのか。むっつりスケベという物体を初めて見たよ」

「闘神に言われるまで、私も自分がむっつりスケベだとは知りませんでした」

「アリの時もそうだが、お前は感情を一いつ切さい顔に出さないんだな」

「そうですか？　闘神にはすぐ顔に出ると言われますが……」

「とりあえず、着替えをしたいので、部屋から出てくれ」

「……畏まりました」

　矢城は一礼して、そそくさと部屋を出て行く。

　バタンと戸が閉まる音を確認してから、ハルカは制服を手に取りながら話しかけた。

「──ところで、何か用か？　まさか、私の着替えを覗くためだけにここへ来た、とは言わさんぞ？」

「朝食のご用意が出来ております」

　ドアの向こうから、矢城の声が返ってくる。

「残念ながら、もう学校へいかないとな」

「存じ上げております。そこで、サンドイッチに致いたしました」

「なるほど、登校しながら食べろということだな」

　ハルカが朝食を取らないのは、時間がないからだ。

　ハルカはこのむっつりスケベに嫌けん悪おを抱いだいてはいなかった。

　何より、ストーカーをされて以来、矢城なしの生活は考えられなかった。

「ところで桐生よ」

「はい、何か？」

「お前は、私に付きっきりだが、家族はいないのか？」

　制服に着替えるのがもう少し掛かかりそうなので、話題を変えて話を続けていた。

　黙だまってしまうと、また部屋へ入ってきそうな気がしたからだ。

「はい、私は孤こ児じでしたので」

　矢城の言葉に、ハルカの体はピタリと止まる。

「……そうか、ある意味、私と同じなのだな。こ、恋こい人びとは……その、いないのか？」

　慣れた手つきで制服に着替えを済ませ、カバンの中身を確認する。

「はい、いつ死ぬか分からない戦場にずっといましたので──まあ、幼おさな馴な染じみはいましたが」

　部屋を出てきたハルカは、矢城と共に階段を下りていく。

「ほう、同じ孤児ということか。どういう方なのだ？」

　矢城はスーツに手を当てる。

　その人物を説明するためのアイテム──写真か何かを取り出そうとしているのは一目でわかった。

　だが──

「おや？」

　矢城はポケットの中に手を入れたあと、ぱたぱたと全身を叩たたく。

　まるでパントマイムのような手さばきだった。

　タバコを吸いたいけど、ライターが見当たらないようにも見える。

「おやおやおやおや……」

　おや一回につき、一カ所。ポケット、裏ポケット、ありとあらゆるポケットを確認していく。

　落としたのかと心配になったのか、矢城は床ゆかをキョロキョロと見み渡わたしていた。

「何か捜さがし物か？　それとも、セーラー服を脱ぬがさないで欲しいのか？」

「件くだんの幼馴染みが昔にくれた、ペンダントが見当たらないのです」

「肌はだ身み離はなさず持っていたのか？」

　よっぽどの仲なんだろうと推測する。

　ハルカも、闘神から貰もらった猫ねこのブロマイドを、守り神のように財さい布ふに入れて、いつも持ち歩いている。

　もしかしたら、ハルカと闘神のような間あいだ柄がら、絆きずながあるのだろう。

「はい。どこかへ出で掛かけるときはいつも──あっ」

　口を大きく開けて、矢城は何かに気付いた。

「心当たりがあったようだな」

「あの、ダンゴムシに突とつ進しんされたとき──ですね。……そこしか考えられません」

　矢城の言葉に、ハルカは「あ～」と相づちを打つ。

　確かに、あのときはバイクを粉々にするほどの衝しよう撃げきがあった。

「大切なモノなのか？」

　ハルカは真しん剣けんな顔を見せた。あれほど感情を顔に出さなかった矢城が、今度は全面に表情で表している。

「はい、形見の品──ですから」

　矢城の寂さみしそうな表情に、ハルカはぐっと奥歯を嚙かみしめる。

　ハルカの闘神への思いと同じと考えれば、痛いほどよく分かったからだ。

「そうか。ならば話は早い」

「と、おっしゃいますと？」

「取りに行こうではないか。私とお前で」

　矢城は驚おどろいた。

　まだ巨きよ大だいな甲こう殻かく虫ちゆうがいるかもしれないあの場所へ、ハルカが行こうと言っている。

　矢城のために。

　嬉うれしかった。嬉しかったが──矢城は首を横に振ふる。

「そんな、ハルカ様。あの場所は危険です。私一人で取りに行って参ります」

　当然だ。ペンダントを探すなんて、命を賭かけるに値あたいしない。

「いや、お前には恩がある。是ぜ非ひ手伝わせてくれ。使わずして、何のための魔ま導どうアーマーか。もし、あの虫がこの街に来たときに使えるよう、訓練もしておきたい」

「ハルカ様」

　矢城はさらに嬉しかった。

　色々と言い訳しながらも、ただハルカは矢城のためになりたいと思っている。

　それ以上何も考えていない、実直な感情。

　それこそ、矢城が目指していたモノだったからだ。

　人は、誰だれかのためになるために生きられるはずだ。

「──危険が迫せまったとしても、守ってくれるんだろう？」

　笑え顔がおを見せたハルカと──あの日の姫香が重なった。







　その日、学校終わりに、二人は出会った場所に戻もどってきた。

　出会ったというのは少し語ご弊へいがあるかもしれない。

　ハルカが、矢城という人物を認にん識しきした場所。

　ハルカや宗高が住んでいる場所には、これといった遊び場所がない。

　駅の隣となりに百貨店があるぐらいしかない。

　おしゃれな靴くつや服を買うなら、やっぱり東京だ。

　華はなやかなビル群──

　ハルカは愕がく然ぜんとしていた。

　ビルと呼べるモノは、最も早はや一つもなかった。

　まるで空くう襲しゆうにでもあったかのように。ありとあらゆる天変地異が起きたかのように。

　つい最近まで見ていた景色は様変わりし、そこはただの廃はい墟きよだった。

　数十年掛けて築き上げられた街が、たった数日で崩ほう壊かいしてしまっている。

　ハルカは悲しくて堪たまらなくなった。

「メガネを持ってこなくて正解だった」

　視界がぼやけてなければ、きっと泣いていただろう。

　綺き麗れいにインフラ整備が行き届いていた場所が、崩壊している。

　道という道はなく、バイクではこれ以上進めない。

　瓦が礫れきを乗り越こえていくのだが、触ふれるだけで崩くずれてしまいそうになる。

　矢城が崩れない足場を選び、その後をハルカが追う。

「魔導アーマーによって、視力も強化されていると思われますが──違ちがいますか？」

「なるほど、言われれば確かに、いつもよりよく見える」

　今、ハルカは魔導アーマーを装着していた。

　それは、ただのビキニにしか見えない布。

　割と豊ほう潤じゆんな胸と、お尻しりを隠かくす程度の『兵器』だ。

　さらに、矢城が付けていたモノと同じ、ウサギの耳のようなヘッドギアを付けている。

　水着のバニーガールである。

　春とは言え、四月は寒さが残っているので、ハイソックスを穿はいていた。

　これも、魔導アーマーの一つ。

　頭、胸、腰、足という箇か所しよに装着しているのにも拘かかわらず、どうして目が良くなるのか。

　不思議で堪らない。

　不思議だからこそ、『魔導の力』と表現されている。

　全身麻ま酔すいはどうしてそうなってるのかがずっと分からなかった。

　クマバチは、どうして飛んでいるのかずっと分からなかった。

　だが、実際、やってみればそうなる。

　理論は不明でも、その状じよう況きよう下に置かれればそうなる。

　そんな科学は山ほど存在する。

　だから、この不思議な力を持った装備に、ハルカや矢城たちは不思議だという以上の感想を抱かなかった。

　偉えらい人が「これをしたらこうなります」と言えば、「へえ、そうなんですか」と納なつ得とくする。

　それが、一いつ般ぱん人というモノだ。

「では、参りましょうか。ハルカ様」

「う、うむ」

　ぎゅっと手に握にぎりしめるのは、矢城が使っていたモノと同じライトセーバーだった。

　このライトセーバーは、ウサギの耳からびびびっと何かを受信して、青いレーザーを形成させる。

　一度、ちゃんと動くのかを確認して、ハルカはふと疑問にぶちあたった。

「これは、何を資源に動いているのだろう？　電気──には見えぬが」

　一歩一歩、ゆっくりと先へ進んでいく。

　足の裏に感じる小石が、気持ち悪かった。

「生命力と言われています」

「…………は？　寿じゆ命みようでも削けずっているのか？」

「魔導アーマーによって高められた──言わば『気』のようなモノとでも申しましょうか」

「……魔ま法ほうだな」

「魔法と科学の融ゆう合ごう体たい──魔導具でございます」

「融ゆう合ごうすれば、それはもう科学なのでは？」

「マッチを擦するだけで炎ほのおを生み出す──私はこれは科学より魔法に近いと思いますが」

「なんだか分からなくなってきた。挟はさむ道具ではなく切る道具なのにハサミという名めい称しようをつけられた文ぶん房ぼう具ぐのような気分だ」

「つまり、どっちでもいいと？」

「まあ、そういうことだ」

　そんな会話をしながら、足場を探して進んでいたが、ふと矢城が足を止めた。

「どうかしたのか？」

　吹ふきすさぶ春一番の風が肌はだを撫なで、ぶるりとハルカは身を捩よじる。

　何か、嫌いやな予感がしていた。

　きっと、矢城が危険を察知しているのだろうと考えたからだ。

　きっと、来るはず。

　巨きよ大だい昆こん虫ちゆうを探して、ハルカがライトセーバーを構えながらキョロキョロし始めたのに対して──

「いえ、ここですね。ここを掘ほり返しましょう」

　矢城はあっけらかんとしたまま、瓦礫を指さした。

「ずいぶんな自信だな」

　そもそも、この片付けられない若手芸人の家のような足場もない場所で、手のひらサイズにも満たないであろう大きさのペンダントを探すこと自体が、無む茶ちやな話だ。

「あそこに、私のバイクの破は片へんがございます」

　すっと矢城が指を向ける。

「ほう」

「そして、あそこがダンゴムシを倒たおしたところでございます」

　反対方向へ指を向ける矢城。

「ほうほう」

「落とすとしたら、この辺りになると考えます」

「では、探すとするか」

　ハルカは半信半疑だった。が、頭から否定するのも可か哀わい想そうなので、とりあえず言われたとおりに探してみようと思った。

　ほら、そうそう見つかるモノではない。なんて言葉は、見つからなかったあとでも遅おそくはない。

　そもそも、今自分がどこに立っているのかすら、定さだかではない。

　だが、矢城はそれを認識しているようだ。

（体にＧＰＳでも入ってるのか？）

　などと考えながら、瓦礫をひっくり返す。

　むわっと広がる砂すな埃ぼこり。

　身体能力が上がってるせいもあって、盛大にひっくり返してしまった。

　けほけほと咳せき込みながら、埃を払はらう。

　一つ、二つ、三つ。大きな瓦礫を押しのけていく。

　地面が見えてきたなと思ったとき、ハルカは「あ」と声を出してしまった。

「もしかして、これか？」

　まさか、これほど簡単に見つかるとは思わなかったので、ハルカは啞あ然ぜんとした表情でそれを取り上げた。

　黄こ金がね色の、ペンダント。

　パカッと開けると、写真が入っているタイプの、ロケットペンダントだ。

　こんなモノを持ち歩くのは、海外ドラマの主役ぐらいなモノだ。

　開けたい衝しよう動どうに駆かられたが、ハルカはプライバシーの侵しん害がいだと欲よく望ぼうを抑おさえた。

「それですそれです！　見つけて下さってありがとうございます」

　矢城は、とても嬉うれしそうな顔を見せた。

　ハルカもなんだか嬉しくなって、笑顔を返した。

　こんなに早く見つかってしまうなんて。

　こんなに、正確に落とし物の場所を見つけてしまうなんて。

　改めて、矢城という人物の凄すごさを実感した。

「なんの苦労もなく、すぐに見つかってしまったな」

　拍ひよう子し抜ぬけしたと小さく笑う。

　そんなハルカの顔が──豹ひよう変へんする。

「き、桐生っ！」

　後ろを見ろと慌あわてて指を向けるハルカ。

　それだけで、矢城は気付いた。

　奴やつらが、来たのだと。

「ハルカ様、逃にげますよ」

「あ……う、うむ」

　背後を見ずに、矢城は判断を下した。

　そのことに驚おどろいた。

　瓦礫を思いっきり踏ふみ、ジャンプする。

　瓦礫の足場を探しながらだと、走れない。

　そうなれば、少しでも距きよ離りを稼かせぐために、横に向かってジャンプする。

　連続立ち幅はば跳とび。いや、連続立ち三さん段だん跳とびと言うべきだろうか。

「ウサギの耳を付けてこうジャンプを繰くり返していると、まるでウサギのようだな」

「ウサギはジャンプが得意なのではなく、走るのが苦手だと思います」

「ジャンプせざるを得ないからぴょんぴょん跳はねている。より一層、今の状況がウサギのようだ」

　明らかに走った方が速い。

　そして、それ以上に、奴らは速い。

「き、来てるぞ桐生っ！」

　ハルカに言われ、矢城はちらりと背後を見る。

　そこにいたのは──アリ。

　一いつ匹ぴき、二匹ひき、三匹びきまで数えて、数えるのをやめた。

　数を数えても、意味が無い。

　到とう底てい、数えきれる数ではなかったからだ。

　地じ響ひびきに瓦が礫れきが崩くずれる。

　怒ど濤とうの勢いで、迫せまってくる音がする。

　それだけでも、怖こわい。

　どうしようもないぐらいに、怖い。

「桐生よ、お前はどうやって恐きよう怖ふを抑えているのだ？」

　コツがあるなら、教えて欲しい。

　こうも体が縮こまっては、戦うことなど出来る訳がない。

　逃げ切れる気もしない。

「恐怖を克こく服ふくすることは──お勧すすめしません」

「いやいや、恐怖を感じないに越こしたことはないだろうよ」

「恐怖とは、警告なのです。それを感じなくなってしまうと、強敵にも無む謀ぼうに立ち向かい、そして命を落としてしまいます」

「しかし、ならばどうすればいい？」

「ハルカ様、災難という言葉を知っていらっしゃいますか？」

「ん？　まあな」

「災難、困難、苦難──この世には様々な難がございます。それらが無い状態を──」

「無い難──無難か」

　ハルカは見つけたとばかりに言葉を遮さえぎった。

「その通りでございます。無難な人生──そこには確かに平和がございますが、それでは何も成長しません。災難や困難や苦難。そういった難は、人を成長させてくれるのです。だから、この日本には、有り難がとうという言葉があると思います」

「ありがとう……有る難か」

「恐怖は立ち向かうべきモノ。乗り越えるべきモノ。成長する機会を、与あたえてくれるモノ。恐怖を無む理り矢や理り克服するのではなく、恐怖を忘れず、それを乗り越えるべきだと考えます」

「しかし、お前は顔にも出さないではないか」

「恐怖を感じていますが、それを感謝と尊敬というありがとうの精神で塞ふさいでいるのです」

　ハルカはなるほど、と頷うなずいた。

　矢城は、どんな出来事にも、どんな注文にも応こたえ、予想以上の結果を出す。

　それは、『有り難う』の精神の為なせるものなのだ。

「ありがとう……か。いいだろう。桐生よ。私も無難な人生に嫌いや気けがさしていたところだ。この恐怖に、立ち向かって見せよう」

「その意気でございます」

　この恐怖は、バンジージャンプやジェットコースターやスカイダイビングのようなモノだった。

　矢城という命いのち綱づな。

　下手をうてば、最悪『死』が待っている。

　だが、絶対に守ってくれるという信用がある。

　だからといって、恐怖が消える訳でもない。

　ハルカは、胸の奥がどきどきと早はや鐘がねを打っていることに気付いていた。

　ぞわぞわと鳥とり肌はだが立っていく。

　だが、信じていた。

　きっと──矢城が守ってくれると。

　信じてはいる。信じてはいるが──万が一、もしかしたら、いやむしろ、安全度より危険度の方が圧あつ倒とう的に高い。

　恐怖が消えることはなかった。

「回り込まれてるぞ！」

「いいえ、ただ向こうからもやってきただけです」

「そうか。追い込むために回り込むほどの知能はないから安心──じゃないっ！」

　退路を断たたれ、ハルカは焦あせっていた。

　知能があろうがなかろうか、そんなことは今、どっちでもいい。

　ただ、敵意をもった集団に襲おそわれている。

　それだけで、恐怖するには十分だった。

　何な故ぜならば──

「戦うしか、ありませんね」

　いよいよ、腹をくくるしかないからだ。

　バンジージャンプで言うなら、崖がけっぷちの状態。

　背中を押される寸前だ。

　胸のどきどきが収まらない。

　手の震ふるえが収まらない。

　心の準備が終わらない。

　でも、奴らは待ってはくれないのだ。

　目の前には、三匹。

　背後には、おびただしい数。

　何度も何度も振ふり向いて確かく認にんしても、その数は変わらない。

「後ろを見ている暇ひまはありません」

「わ、わかっておるわ」

　三匹が、すぐそこにまで迫っていた。

　遠くから近づくにつれて、どんどん大きくなってくる姿。

　遠近法を恨うらみたくなった。

　ハルカの視力でも、十分にそれがなんなのかわかってしまう。

　しかも、今は追われている状態。

　足を止める訳にもいかない。

　恐怖を感じながら、向かっていかなければならないのだ。

　距離がどんどん縮まり──矢城はライトセーバーを起動させる。

　ハルカは──

「……くっ！」

　歯を食いしばっていた。

　それしか、出来なかった。

　恐怖に立ち向かうなんて、よほどの覚かく悟ごがなければ出来ない。

　アリが大きく口を開ける。

　ぽっかりと開いたその口は、まるでブラックホールのように見える。

　人なんて、一息に飲み込んでしまうだろう。

　だが、ハルカは動けなかった。

　そこにあった感情は、恐怖と──躊躇ためらいだった。

　──ハルカは虫も殺したことが無い。

　蚊かには血を吸わせてあげるし、クモが出ても外へ逃がしてやる。

　命を奪うばうという行こう為い。

　やってはいけない行為。

　それを、ふと考えてしまう。

　それは、恐おそろしい姿をしている巨きよ大だい昆こん虫ちゆうでも変わらなかった。

　だから、戸と惑まどった。

　命を奪うことを。

　そんなハルカの躊躇いを、矢城は気付いていた。

　だから矢城は、ハルカを守るように前に出る。

　その巨大な口に飲まれてしまうかと思われたが──

　ライトセーバーがその頭を貫つらぬいた。

　足をばたつかせたあと、アリは青い光を放ち、忽こつ然ぜんと姿を消した。

「ど、どうなったのだ？」

　ハルカは分からなかった。

　そう言えば、疑問だったのだ。

　何故、この場所に瓦礫しかないのか。

　少なくともこの場所には、巨大なダンゴムシが転がっているはずだ。

　まるで、魔ま法ほうが解けたように、その場にはなんの残ざん骸がいも残っていない。

　今脳幹を貫いたアリですら、ふっと消えてしまっている。

「ハルカ様、やれますか？」

「う、うむ──恐怖はなんとかなりそうだが──」

　矢城が側そばにいる。

　これほど頼たのもしいことはなかった。

　恐怖は消えていない。

　だが、信しん頼らいと安心があった。

　立ち向かう覚悟は出来ている。

　だが──

　命を奪うことへの抵てい抗こうが──消えない。

　矢城は二匹目のアリも同じようにライトセーバーで貫こうとしたが、残る一匹が頭からタックルする。

　車に轢ひかれたように体がぐるんと回転し、瓦礫に体を打ち付けた。

　骨が折れたような音、衝しよう撃げきの音、悲痛な音の重なりは、死んだのかと思わせるのに十分だった。

「桐生っ！　噓うそだろ？　ああ、桐生……」

　ハルカは驚おどろいた。

　てっきり、虫の一匹や二匹は簡単に倒たおせると思っていた。

　だが、そう簡単にもいかないようだ。

　打ち所が悪かったのだろうか？　瓦が礫れきに横たわったまま、矢城は立ち上がれなかった。

　助すけ太だ刀ちをせねばならない。

　そのために、共にここへ来たのだ。

　だが、動けない。

　ぎゅっとライトセーバーを握にぎりしめて、ハルカはアリを見上げる。

　ガチガチと口を動かし、恐きよう怖ふを煽あおるかのように触しよつ角かくを揺ゆらす。

　そんなアリに、ライトセーバーを向けるが──

　光が、出ない。

「はっ！　な、何故だっ！　……マズイっ！」

　慌あわてれば慌てるほど、手が震えて何も出来ない。そして、視線を逸そらしてしまったことを後こう悔かいする。

　アリの口が、すぐそこまで来ていた。

　キスをするような距きよ離りだ。

　その二本の巨大な牙きばが、おぞましい。

（もうダメだ……）と思っていても、体が動かない。

　しかし、そんなハルカのビキニがぐいっと引っ張られた。

　思いっきり引っ張られたことで、ビキニははらりと落ちてしまったが、その人物はアリの牙を手で止める。

　べきっと音がして、アリの両牙が折れた。

　鳴き声はないが、苦しそうに体を捩よじるアリ。

「桐生！　良かった──無事だったのだな」

　その人物は、汚よごれたバニーボーイの格好をした矢城だった。

　だが、先ほどまでとは少し雰ふん囲い気きが違ちがう。

　体から、青い光を発している。──雪のような粒りゆう子しが、矢城の体から現れては、風化していたのだ。

　ライトセーバーの光と、同じ色だった。

「ハルカ様、伏ふせて下さい」

「え？」

　矢城に言われ、ハルカは戸惑いながらも声に従った。

　無意識の内に、言われたことをやってしまったという感じだった。

　次の瞬しゆん間かん──アリに風穴が空く。

「撃うて撃て撃て撃てっ！」

　知らない声が響ひびく。

　爆ばく竹ちくのような爆ばく発はつ音が、連続で鳴り響く。

　そして、目の前にいた二匹ひきのアリは、矢城が発していたモノと同じ青い光を放ちながら消えていった。

　それは、この日本において、普ふ通つうの生活をしていれば一生お目に掛かからない──

　銃じゆう撃げきだった。

　たくさんのトラックと、そこから飛び出して銃を構えるバニーボーイたち。

　鍛きたえ抜ぬかれた肉体を持った男たちが、鬨ときの声と共に、大量のアリたちの方へと駆かけていく。それを、ハルカはただ啞あ然ぜんとして見ていた。

「桐生、体は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ええ。──無傷という訳ではありませんが──行きましょう」

　体を強く打ったからだろう。矢城は左ひだり腕うでを押さえていた。

　振り返ると、怒ど濤とうの勢いでこっちに向かってきていたアリたちは動きを止めている。

　あの虫たちは、危険な場所に突つっ込むほど愚おろかではないようだ。

　まるで、知性を持っているかのように。

　だが、それによって助かった。

　奴やつらが何も考え無しに突っ込んできていれば、きっとハルカと矢城は命を落としていただろう。

　急いでその場を後にしながら、やっとハルカは恐怖から解放された。

「お前が涼すずしい顔をしていたのは、軍を動かしていたからか」

　あのバニーボーイたちは、矢城と同じ格好。つまり、兄や矢城のように、軍の人間だろうとハルカは推測する。

　助かった。これほど頼たよりになるモノはない。

　しかし、まだ胸はどきどきと高鳴っていた。

「はい。少々、アリの方が早く着いてしまいましたが」

「お前は、いつも先を見て生きているんだな」

　初めて会った時も、バイクが備えてあった。

　いつもスーツの下に、魔ま導どうアーマーを着込んでいる。

「人生とは、行き当たりばったりの連続でございます。ならば、ありとあらゆる行き当たりばったりに備える必要がある。私はそう考えております」

「なるほど、かもしれない運転と同じだな」

　ハルカは感心した。そして、思った。

　虫も殺せぬ自分が、何をしにここへ来たのだろう。

　ただの足手まといではないか。

「桐生よ、すまない。何も出来なくて」

「いえ、私は感動しました」

「感動？　いざというときにライトセーバーも起動できなかったのにか？」

　今起動させようとすると、簡単にできる。

　あのときは、焦あせりに焦って、やり方を間ま違ちがえてしまっていた。安全装置を外していなかった──ただそれだけだった。

「闘神は、かねがね言っていました。命より尊きものはない。無益な殺せつ生しようをすることは、許されない行為だ。その教えを、ハルカ様は守っておいでなのですね」

「うむ。確かにその通りだ。私は、奴らを『殺す』ことに、戸惑いを感じていた」

「命は尊い。だからこそ、それを奪うばった者は罰ばつを受けなければならない。──それが、闘神が桜の木を倒すために軍に入った理由だと聞いています」

「あのアリたちも同じ。分かってはいる。分かってはいるのだが──」

　命を守るために戦う。

　そんな大義が、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで湧わいてくる人間が、果たして何人いるだろうか？

　ハルカには、まだ覚かく悟ごが足りなかった。

　それが、申し訳なくて堪たまらなかった。

　そして──ハルカはプライドを傷つけられていた。

「しかし、てっきりやられたと思ったぞ」

　さっきのアリの突とつ撃げきは、相当な勢いだった。

　魔導アーマーに守られているとはいえ、ただではすまないはず。

「はい。彼らのように、アリには近づかない場所からの攻こう撃げきをするべきですね」

　バニーボーイたちが銃じゆう器きを用いていたのは、攻撃を受ける訳にはいかないからだ。

　矢城も、これほどアリが強大であるとは思っていなかった。

　もしかしたら、魔導アーマーを装着していても、ただぶつかっただけで死んでしまう可能性もあるだろう。

「その青い光のおかげなのか？　とても綺き麗れいだな」

　微ほほ笑えみかけるハルカに、矢城は怪け訝げんな表情を見せた。

「ご自分で、お気づきになってはいらっしゃらないのですか？」

「どういう意味だ？」

　いぶかしげな表情に変わったハルカの手を、矢城は摑つかみ、ハルカの目の前へと持ってくる。矢城の体を覆おおっていた量とは比べものにならないほど、ハルカの手は、全身は、煌こう々こうと青く輝かがやいていた。

「なんだこれは？　まさか……」

「そうです。この光は、ハルカ様が発せられたモノ」

　矢城は、そこで言葉を切った。

　その青い光が、魔導アーマーを、そして矢城の身体能力を極限まで高めていたこと。

　いや、それ以上の力を与あたえていたことをハルカには伏せていた。

　何な故ぜなら、ハルカはアリを見ていたときのように、自分の体に起こった現象に、怯おびえていたからだった。

　矢城は、ハルカの体を抱だきしめる。

「何も、心配はありません」

「ありがとう……桐生よ。こうされると、なんだか安心するな」

　礼を言うのはこちらの方だと、桐生は言わなかった。

　ただ、震ふるえるハルカを、愛いとおしげに抱きしめていた。
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　アリたちに襲おそわれてから数日経たった。

　あれから、アリは侵しん略りやくの範はん囲いを広げず、ただ桜の木を守るように廃はい墟きよと化した街でじっとしている。

　ハルカの体にも、異変は感じられず、あの時突とつ然ぜん発せられた青い光はその後すぐに消えて以来見ていない。

　魔導アーマーを着ていたせいだと矢や城しろに言われ、ハルカは気に留めなかった。

　何気ない日常。死を目前にするほどの経験をした後だからこそ、平和すぎる日常が、いつもに増して退たい屈くつに思えた。

　その日も、何事もなく一日が過ぎ、ハルカがいつものように生徒会室の椅い子すを回転させていると、矢城がやってきた。

　授業中は姿を消すが、放課後になると姿を現す。

　それはまるで、生徒会員の一人のようだった。

「どうした桐生きりゆうよ。顔が沈しずんでいるぞ」

「実は──悪い知らせがございます」

　その日の矢城は、明らかに落ち込んでいた。

「聞こうか」

　回転させていた椅子を止め、机に頰ほお杖づえをついて、真しん剣けんな面おも持もちを見せる。

「行方ゆくえ不明だった闘とう神じんですが……生きていることが確かく認にんされました」

　少しでも平然としているように見せようと、矢城は微笑みかけた。

「良い知らせではないか」

　ハルカも微笑み返す。

　まずは一安心。

　もしかしたら、もう死んでしまったのではないかと思っていた。

　本当に良かったと思った矢先──

「ですが、救きゆう援えんは、打ち切られました」

　悔くやしそうに言う矢城。

　行方不明だった者が見つかった。

　しかし、助けられないまま、諦あきらめる。

　それは即すなわち、見殺しにするということ。

　死んでしまったのと、同じ。

「何故だ！」

　ばん、と机を叩たたきながらハルカは立ち上がる。

　一人の人間も救えなくて、何が軍だ。何が国だ。

「すでに三度、救援部隊が派は遣けんされましたが、誰だれ一人として戻もどっては来なかったそうです。発見したという報告を最後に──これ以上、一人の人間のために多くの人間を危険にさらせないとのことです」

　ハルカは意識が遠のきそうだった。

　涙なみだがじわりと滲にじんできたが、ハルカはそれを必死に堪こらえた。

　絶対に泣かないと、誓ちかったからだ。

「つまり、死ぬまで放ほうっておくと」

「……その通りでございます」

　矢城は、申し訳なさそうに言った。

　自分のせいでもあると、矢城は感じていたからだ。

　あのとき、怒いかりにまかせて伊い集じゆう院いんを殴なぐっていなければ、もしかしたら、闘神は行方不明になるような任務に就つかされなかったかもしれない。

　もっと救援を差し向けられたかもしれない。

　何故ならば、その指示を出すのは、伊集院だからだ。

　しかし、その一方で、軍の決断も間ま違ちがいではないと分かっていた。

「…………いやだ」

「ハルカ様」

　意い気き消しよう沈ちんするハルカ。軍に代わって、自分が闘神を救いに向かうと、元気づけるつもりで声を掛かけるが──




「誰も助けに行かぬならっ！　私が行くっ！」




　ハルカは挫くじけるどころか、声を張った。

　強い人だ、と矢城は思った。

「助けに、ですか？　軍にも警察にも頼たよらず、ご自分で」

「そうだ。私が行かずしてどうする！」

「……そうですか」

「止める気か？」

「いえ、ならば私もお供させて頂きます」

「良いのか？」

「ハルカ様の勇気に、感服致いたしました。やはり、闘神の妹君ですね」

「私には、兄様しかおらんのだ」

　嚙かみしめるように、ハルカは言った。

「……存じております」

　ハルカの両親は、もうこの世にはいない。

　これで兄を失えば、たった一人になってしまうのだ。

　家族以上の絆きずなはない。

　だから、最愛の人とも家族になりたいと思うのだ。

　その絆が、なくなってしまう。

　心の拠より所が、生きる目的が、意味が、なくなってしまう。

「だが、力が足りない」

　ハルカは虫を前にしたときに感じていた。

　矢城でも、複数匹の巨きよ大だい生物を相手には出来ない。

「そうですね。兵器が必要です。軍に匹ひつ敵てきするほどの──兵器が」

「話は聞かせて貰もらった」

　がちゃっと戸を開けて、生徒が入ってきた。

「宗むね高たか」

　すらりと長身の生徒が、涙を流しながらハルカのところへとすたすたやってきたのだ。

「ボクは今、モーレツにムラムラしている」

「どういう状態だ」

　ハルカはムラムラの意味が分からないと言いたげに呟つぶやいた。

「ボクも、闘神さんを助けに行こう」

　そんなハルカを無視して、宗高は意い気き揚よう々ようと言う。

　ぎゅっとハルカの手を握にぎり、ぶんぶんと振ふりながら、宗高の涙はちょちょぎれていく。

「しかし分からんな。ちょちょぎれるがどういう状態なのかぐらい分からん。何な故ぜ共に来る？　命を落とす危険すらあるのだぞ。私はまだしも──」

　ピクニックに行く訳ではない。

　命を救うために、戦場へ向かおうというのだ。

　妹であるハルカや、戦友である矢城は分かるが、宗高は関係がない。

　友達の突然の申し入れに、ハルカは動どう揺ようしていた。

「友人の兄を助けるのに、理由が必要かい？　親友の君が命を賭かけるなら、ボクも全すべてを賭けるさ」

「お前は、男前だな」

　ハルカはふっと小さく笑い、そして矢城も笑えみを浮うかべた。

「ですが、一つ問題がございます」

　矢城が人差し指をすっと立てる。

「どういう？」

「魔ま導どうアーマー無しでは、何も出来ないままに殺されるでしょう」

「そうか。軍が見捨てた以上、魔導アーマーの支給はされない」

　困ったな、と宗高は言う。生身の人間が、巨大植物に戦いを挑いどめるわけがない。

「魔導アーマー、あるではないか」

　そう、その問題は、解決出来る。

　ハルカは得意げに腕うでを組んで、ふふんと鼻で笑った。

「これ、ですか？」

　カバンから、矢城がビキニを取り出した。

「な、なぜそれを持ち歩いてるんだお前は！」

「いえ、闘神の件を話せば、きっと今すぐにでも救いに行くとおっしゃる気がしましたので」

　こんなこともあろうかと。

　もしかしたら、矢城は一人でも助けに向かっていたのかもしれないと、ハルカはじっとビキニを見つめていた。

「それが、魔導アーマーなのかい？　初めて見たよ」

　矢城が広げるビキニをまじまじと見つめる宗高。

「魔導アーマーではある。あるにはあるんだが──適合する者でないと効果が出んのだ」

　ハルカがどぎまぎしていると、矢城が宗高にビキニを渡わたす。

「こ、これを着せるのは忍しのびない」

　ハルカは困った様子で、ずっと頰ほおを赤く染めていた。

「この魔導アーマーは、適合者にしか効果がありません。それを知るためには、着るしか」

「適合者──なるほど、これを着れば、戦えるかどうかわかるんだね？　簡単なことじゃないか」

　引きつった笑いのハルカを見て、宗高は服を脱ぬぎ始める。

「い、いいのか？　宗高。お前は──」

　ハルカは知っていた。宗高が、祖父からの肌はだは刃やいばであり、無む闇やみ矢や鱈たらと人目に晒さらすものではないという教えをずっと守ってきたことを。

　体育の時も、それを『宗教上の理由』として拒きよ否ひしてきた。

　だから、いつも長なが袖そでを選ぶ。

　そして、そのせいで学校では様々な憶おく測そくが飛んでいる。

　火傷やけどの痕あとがあるのではないかとか、熊くまと戦ったあとの傷があるのではないかとか、実はサイボーグであるとか。

　そんな宗高が、服を脱いでいる。

　ハルカは、興きよう味み津しん々しんだった。幼おさな馴な染じみの肌を見るのは、初めてだったから。

　他ほかの誰も見たことがないモノだったから。それはまるで、鶴つるの恩返しで鶴が機はたを織る姿を見るようなドキドキがあった。

「ああ、ボクは人前で絶対に肌を見せない。だが、状じよう況きようが状況だ」

　しゅるり。衣きぬ擦ずれの音と共に、宗高はシャツを脱ぐ。

　全ては、友のため、正義の信念のために。そう思うと、恥はずかしさは微み塵じんもなかった。

　制服の下には──

　膨ふくらんだ胸。

　それは、たるんだ脂し肪ぼうではなく、どうみても『おっぱい』だった。

　まさかと思い、ハルカはぐっと顔を近づける。

「お、お前っ！」
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　ハルカはその姿に驚おどろき、後ずさった。

　いつもはただの森もり蘭らん丸まる的ポニーテール美少年だった宗高が、今はただの綺き麗れいなお姉さんだ。鎖さ骨こつから腰こしのライン、内ももの辺りまで見下ろし、ハルカは視線を往復させる。

　どこからどう見ても、女子だった。

　何せ、ブラジャーをしているではないか。

「なんだ？　変な顔をして。──これを着ればいいのだろう？」

　ブラを外し明らかな『おっぱい』を丸出しにした宗高の姿に、くるりと背中を向ける矢城と、恥ずかしげに壁かべの方を向くハルカ。

「宗高──お前、女だったのか！　か？」

　幼よう稚ち園えんからの知り合いだったにも拘かかわらず、初めて知った衝しよう撃げきの事実に、ハルカは寂さみしさを感じていた。

　自分を騙だましていたのか──と。

　男子としては普ふ通つうの身長だが、女子としては長身。

　肉付きが良いとも悪いとも言えないが、女子だとすればガタイがいい。

　そんな、まるで新あら垣がき結ゆ衣いのような体付きをしていた。

「ボクは男だ。何を言っているハルカ」

「でも、え？　女性物の下着を着けているではないか」

　今脱ぎ去ったブラとショーツは、別にブリーフという訳ではなかった。

　ブーメランパンツとも、どこか違ちがう。

「これは、メンズブラだけど？」

「そんなモノが存在するのか。ハーフカップで……しかし、その下着はブリーフじゃないだろ！」

「上下セットで」

「セットで存在するのか。パッド入りで」

　ハルカはカルチャーショックを受けていた。

「自分以外の男性の体を見たことはあるのですか？」

　話を聞いていて、矢城がエレベーター内のように壁の上方を見ながら声を掛かける。

「そう言われると──一度もないな。……もしかして、ボクの体は変なのかい？」

　んー、と天てん井じようを見上げながら、思いに耽ふける。

　誰だれかに肌を見せてこなかった宗高は、反対に誰かの肌を見ることもなかった。

　だから、自分の体が『男性』として正しいと疑わなかった。

「健全な男子の体ではないな。噂うわさのポコはどこだポコは」

　ハルカは壁の汚よごれを指で擦こすりながら言う。

　ちらっとしか見えなかったが、パンツにもっこり感は全くと言っていいほどなかった。

「ハルカ様、下品ですよ」

　矢城に言われ、ゴホンと一つ咳せきをする。

「失敬。確かに、私も男子の裸はだかをこうまじまじと見たことがない。もしかしたら、宗高は普通なのかな。矢城はどう思う？」

「私の個人的な見解でよろしいですか」

「うむ」

「では恐おそれながら申し上げますが──完全に、女性でございます」

「ボ、ボクのどこが女だ！　全く、冗じよう談だんが過ぎるなー。確かに、最近ちょっとインナーマッスルを鍛きたえてないから、贅ぜい肉にくついてるかもだけどさ」

　やれやれ、と首を横に振る。

　そして、ビキニに着き替がえた宗高は──

「素す晴ばらしいな。これが魔導アーマーというモノか。体が羽のように軽い」

　とんとん、と軽くジャンプして、その着き心ごこ地ちを確かく認にんしていた。

「お、もう着たのか」

　くるりとハルカと矢城が振り返ると、そこには、明らかな『ビキニギャル』がいた。

「こんな男がいてたまるか」

　ハルカが恨うらみを込めて言う。胸、腰、足。何より肌が女性そのものだ。

「くびれが女性的ですね」

　矢城が尊敬したように言う。

「もう、そのネタは勘かん弁べんしてくれよ」

　構ってられないと言いたげに宗高は笑った。女のようだとからかわれることが何よりも嫌きらいで、何よりも鬱うつ陶とうしい。

「まあ、この際お前が男だろうが女だろうがどうでもいい。適合しているのか？」

「ふむ。どうだろう──体が軽くはなっているが」

「この机を持ち上げてみては？」

　矢城の提案に、宗高は長机に手を掛ける。

　すると、まるでスポンジでも持っているかのような軽さを感じ、驚いた。

　人差し指と親指でちょいっと摘つまみ、くいっと持ち上げる。

　それだけで、大きな机が浮ういた。

「機能していますね」

　矢城は意外そうに言った。適合者は、そうそういるものではない。

「これで、ボクも矢城と一いつ緒しよにいけるんだな。よーし、ムラムラしてきたぞ！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎる宗高。ぷるん、とおっぱいとポニーテールが揺ゆれた。

「これから死ぬかもしれない奴やつのテンションではないな」

「そうですか？　私は嬉うれしいですが」

　矢城はじっと宗高の胸を見つめていた。澄すました顔をしていても、やはり男。ジェントルマンだって、大統領だって、つい見てしまうモノだ。

「桐生よ。勘かん違ちがいするな。宗高のハイテンション、嫌いではない」

「ところで、ハルカはこれを着たのかい？」

「え？　まあ……うん」

　ハルカは赤面して下を向く。

　ハルカは自分の肉体に自信を持っていたが──人前でこれを着る勇気は、まだなかった。

　だから、返事に戸と惑まどった。

「矢城は？」

「私はすでに自分のがあります」

「そ、そうか。君がこれを着てくれれば、きっとムラムラしただろうに」

　残念そうに首を横に振ふる宗高。

「お前はムラムラ研究家か」

　ハルカは宗高が独自の『ムラムラ』に目覚め始めたことに呆あきれていた。

「ですが──これだけではまだ足りませんね」

「どういうことだ？」

「武器が必要です。私に用意出来るのはせいぜい『対人』兵器ぐらいなので」

「武器──か。今すぐにでも、兄様を助けにいかねばならんというのに」

　一いつ般ぱん人が、そうそう用意出来るモノではない。困り果てたハルカに、宗高が胸を張って言う。

「そこで、ボクの出番なんだよ。ハルカ」

　ふふん、と鼻を鳴らす宗高に、矢城もハルカも怪け訝げんな表情を浮かべていた。







　学校を後にして、三人が向かったのは宗高の家だった。

　柳生やぎゆう家は葵あおい家と仲が良く、共に魔ま導どうアーマー等々、巨きよ大だい植物への対たい抗こう手段を作り出してきた名家だ。

　ピンポーンと呼び鈴りんを押して、宗高は言う。

「ようこそ我が家へ」

　満面の笑えみを浮かべて、ガラガラと玄げん関かんの戸を開ける。

　昔ながらの屋や敷しきだった。

　柱に刀傷が残るような平屋の木造住宅。

　ミシミシとなる廊ろう下かを進み、奥の部屋へ。

　そこは、一面畳たたみが敷しき詰つめられ、『一意専心』の掛け軸じくがある部屋だった。

　一人の老人が、テレビも見ずに、ただじっと座っている。

「ただいま、祖じ父い様」

「宗高か」

　ぎろりと鋭するどい眼光が光った。右目だけを睨にらむように少しだけ開け、渋しぶく低い声で一言だけ放つ。その立ち居い振ふる舞まいは、一分の隙すきも見せない武芸の達人のようだった。

「一いち念ねん斎さい殿どの、久しぶりだな」

「ほほう、葵の嬢じようちゃんじゃないか。久しいのう」

　ハルカの姿を見た老人は、寝ねている猫ねこのような表情でにっこりと微ほほ笑えみ、そしてまたすっと目を閉じて瞑めい想そうに戻もどった。

　彼は、柳生一念斎。

　巨大植物には普通の銃じゆうが効かない。

　基本的に戦うのは根や幹で、そこには内臓も血管も存在しない。

　風穴が空いたぐらいでは、活動を停止しないのだ。

　そして、チェーンソーでは切断までに時間が掛かり、切断するより先に殺されてしまう。

　そこで一念斎は、ライトセーバーなどの対巨大植物兵器を作り出したのだ。

「それと──桐生か」

　ぎろりと右目だけを薄うすく開いて、矢城を睨み付ける。

「祖父様！　やはり矢城を知っているのですか！」

　宗高は小こ躍おどりする。尊敬する祖父と、ムラムラする友人に接点があったのが嬉しかった。

「ご無ぶ沙さ汰たしております」

　深く頭を下げる矢城。

「軍を抜ぬけたと聞いていたが、元気そうでなによりじゃ」

「一念斎様もご壮そう健けんで」

「二人はどういう関係だ？」

　ハルカの言葉には、一念斎が答えた。

「ワシの、命の恩人じゃな」

　そこで、これは好都合だと宗高は一念斎の前に座る。

「祖父様に折り入って話があるんだ」

　慣れている宗高は、早さつ速そく本題を切り出した。

「お小こ遣づかいかの？」

「まあ、ある意味ね。実は──対植物兵器が欲しいんだ」

「やらん」

　速そつ攻こうで、話は終わった。

「どうしても？」

「どうしてもじゃ。あれの使い道など、一つしかないからの。そもそも、ワシは対巨大植物兵器を持ってはおるが、対巨大昆こん虫ちゆう兵器は持っておらん」

　一念斎は、一いつ瞬しゆんで全すべてを理解していた。

　何な故ぜなら、矢城の戦友である闘神が行方ゆくえ不明になったという話が一念斎にも伝わっていたからだ。

　葵悠ハルカと桐生矢城を連れてきて、兵器が欲しいと言う。

　となれば、宗高の考えは推測できる。

　戦地へ赴おもむく手伝いをしたい。

　正義を果たしたい。

　宗高はそう考えるはず。

　自分が、そう考えるように教育してきたからだ。

「どこへ行けば、あると思う？」

　宗高の問いに、一念斎は腕うでを組んで目を閉じる。

　そして、はあと大きく息を吐はき出した。

「どうせ、止めても行くと言うんじゃろう？　じゃとすれば、ちゃんとした装備をして行って欲しいところじゃが、魔導アーマーは軍に入らんと──」

「あ、スーツはもうあるのだよ。柳生の祖父さんよ」

　ハルカが手を挙げながら会話に割り込んだ。

「そうなのか？　なるほど、だからワシを頼たよったか」

「試作品でも構わない。何かないか？」

「んー。そう言われても、今手元には──おお、そうじゃ。近くで言うならば、『伊集院家』に兵器庫があるぞい？」

「兵器庫？」

　一般家庭に兵器庫があると言われ、ハルカはどういうことだろうと首を捻ひねる。

「んむ。そこに、ワシが作った武器もある」

「伊集院って──真ま久く良らの家？」

「そのようだ。何故そんなところに──」

　宗高とハルカは顔を見合わせる。

「伊集院家ならば、あり得るかも知れませんね」

　矢城がその手があったと言いたげに頷うなずいた。

「あの家は最も早はや、要よう塞さいのようなモノじゃからな」

「へえ、真久良の家も面おも白しろそうだな」

　宗高はまるでピクニックへ行くように楽しげだ。

「今や、軍事に関かかわらない家庭の方が珍めずらしいですが、伊集院家は代々将校を輩はい出しゆつしてきた名門で、今の当主は、私の上司でもありました」

「ほう、顔見知りならば、話も早いな」

　ハルカはこれですぐに兵器を手に入れられると思ったが──

「そうも行きません」

　矢城は申し訳なさそうに言う。

「どうして？」

「彼こそが、私をクビにし、闘神への救きゆう援えんを断ったからです」

　ハルカの顔が、ぐっと強こわばった。

「そうか、話し合いは無理ということだな」

「ですので──借りに行きましょう」

「……どういうことだい？」

　宗高は聞きながら、「まさか」と考える。

「全く、相変わらず常識が通じん奴やつだな」

　と言いながらも、ハルカは満まん更ざらではなさそうに微笑みかける。

「盗ぬすみに入ろうと言うのじゃな。ワシ、そういうの好き」

「祖父様！　盗みなどと、正義の行いとは思えません。ボクは反対です」

「ですから、ひっそりと借りようと言うのです」

　ぱちりとウィンクをする矢城。

「いや、これは倫りん理り的な問題で──」

「では聞くが、宗高よ。『カリオストロの城』におけるルパン三世は悪だというのか？」

「それは悪だ。盗みに入った訳だからな」

「『パイレーツ・オブ・カリビアン』のジョニー・デップは？」

「それも──まだ悪だ。海かい賊ぞく業だからな」

「『借りぐらしのアリエッティ』は？」

「………………悪だ。まあその……うん。あれだからな」

「今強ごう引いんに悪にしただろ」

　ばつが悪そうに視線を逸そらした宗高に、ハルカはずいっと顔を寄せた。

「宗高よ。ならばワシが許そう」

「え？」

　突とつ然ぜん一念斎に言われ、宗高は啞あ然ぜんとしていた。正義を貫つらぬけと教えてきたのは一念斎だ。だが、その本人が盗みにいけと命令する意味がわからなかった。

「元々、あそこにある魔導アーマーや兵器は、葵家やワシら柳生家からだまし取ったモノ。少し借りるぐらい、問題なかろう」

　一念斎は、恨うらみを込めて言った。

「だまし取った──か。伊集院家は『悪』なのだな？　ならば問題ない」

　なんだ、良かった、と宗高は微笑む。

「問題ないのか？」

　さっきとは打って変わって、簡単に認めてしまったことにハルカは驚おどろいた。

「最も簡単な正義は、悪を討うつことにある。先に行動した方が悪。それを是ぜ正せいする者が──正義だ」

「正義の定義も面めん倒どうなモノだな」







　こうして三人は柳生家を後にして、『要塞』に来ていた。

　明日あしたにしても良かったが、闘神のために、少しでも早く行動したかった。

　フェンスに囲まれた、白い真四角の建物だった。

　何かの研究所のようにも見える。

　それが、伊集院家の屋や敷しきだった。

　柳生家とは正反対だ。

　まるで団地のように、何棟むねも同じような建物があり、その中の一つへ、三人は侵しん入にゆうしていた。

　刑けい務む所しよのような白い壁かべを登り、監かん視しカメラなんか無視して、電流が流れているはずの有ゆう刺し鉄てつ線せんにスーツの上着を被かぶせてそこから敷しき地ち内へ入り、誰だれも巡じゆん回かいしていない庭を歩いて、明らかにハイテクな電子ロックをピッと触ふれるだけで解除する。

　そうして中に入ったハルカは、キョロキョロと辺りを見回していた。

「ハルカ、今いま更さらボクの背中に隠かくれても意味がないと思うんだけど」

　呆あきれた声で宗高が言う。

　隠れても無む駄だ。

　だが、何が起こっても良いように、宗高は緊きん張ちようの糸を張り巡めぐらせていた。

　ただ一人、矢城は平然と歩いていた。

　コツコツと靴くつの音だけが響ひびき、そこには三人以外、誰の姿も見えない。

「こうも簡単に侵入出来るとは、何か罠わながあると考えるのが自然だろう」

　ハルカが言うのはもっともだった。

　何故ならここは、すでに私有地。

　ウイルスの研究でもしていそうな施し設せつの中なのだ。

「ところでハルカ。君はどうしてカボチャを手にしているんだい？」

　背中に隠れるハルカに、かねての疑問を宗高はぶつけた。

　頭がすっぽり入るぐらいの、巨きよ大だいなカボチャを、ハルカが持ち歩いていたからだ。

　これのせいで、壁を越こえるときは一苦労だった。

「うむ。万が一見つかったときに『トリックオアトリート』と言えば、見み逃のがしてくれる上にチョコが貰もらえると考えた」

「………………四月にぃ？」

「やはり、サンタの方が良かっただろうか？」

「………………ところで矢城。ハルカの言うとおり、何か罠は存在するのかな？　ほら、赤外線が張り巡らされていたり、歩くと警報が鳴ったり」

　ハルカを無視する宗高。

「外のセキュリティが完かん璧ぺきなほど、中に罠は置かないと思われます」

　ずっと携けい帯たい端たん末まつを弄いじりながら顔も見ずに、淡たん々たんと矢城は言う。

「いとも簡単に破っておいて、よくいう」

　カボチャを抱だきしめているハルカがぼそりと返した。

「ハッキングだけがとりえでして」

　携帯端末をちょちょい弄ってるなーとは思っていたが、それがハッキングだとは気付かなかった。

「誉ほめられた特技ではないな」

　泥どろ棒ぼうの中でも、特に格好の良い手段が、『ハッキング』と言えるだろう。

　知り合いにハッカーがいるんだー。という自じ慢まんをする人間がいるぐらいだ。

　だが、それは、容易に出来ないからこそ憧あこがれるのである。

「昨今のセキュリティは、確かに機械に頼りすぎているところがあるな。指し紋もん認にん証しようとか角かく膜まく認証も入り口にあったようだが、そんなものも無視出来るのか」

　宗高が監視カメラを見上げて言う。

　矢城が言うには、今監視カメラは正常に動いていないそうだ。

　画像の差し替かえで、ずっと同じ景色を映すようにしたとのこと。

　そして、監視カメラというのは、何か問題が起きない限り見直したりはしない。

　ついでに、警備員の勤務表も確保していた。

　だが、指紋認証までごまかせるとは、思っていなかった。

「認証させましたよ？　伊集院本人の指紋等で」

「好きに機械を操作できるというのは、げに恐おそろしきものだ」

「ですので、中は安心でございます」

　一度得てしまった『安心』は、注意を散さん漫まんにさせる。

「そもそも、ここに兵器があるという保証はあるのかい？」

　さっきから、どれだけ歩いても変わらない景色。

　普ふ通つうならば、部屋がいくつかあっていいものだが。

「一方通行にすることによって、侵入者を隠すことなく一いち網もう打だ尽じんに出来るからだと書いてありました」

「設計理由までハッキングで手に入れられるモノなのか。最早魔ま法ほうだな」

「科学は魔法と同じようなモノです。残念ながら、魔ま導どうアーマーのことも、こう作ればこうなる──とまでは分かってますが、それがどうしてなのかまでは分かっておりません」

「確かに、飛行機や全身麻ま酔すいやクマバチも、どうしてそうなるのかが分かるまではだいぶ時間が掛かかったよな」

「まあ、なんでも良いわ」

　病院のような白い廊ろう下かを歩く三人。

　雑談していると、扉とびらに辿たどり着いた。

　そこでも、認証システムが存在していたが、矢城は無視して扉を開ける。

　まるで金庫の扉のように、分厚く出来ていた。

　その先には──

　美術館が広がっていた。

「さしずめ、魔導アーマー展だな」

　恐る恐る足を踏ふみ入れる。

　透とう明めいのケースに入れられ、飾かざられているコスプレ衣装たち。

　中には破れているモノも、汚よごれているモノもある。

「このドレス……」

　一つ一つ社会見学のように見ていく中で、ハルカがふと足を止めた。

　そこにあったドレスには、見覚えがある。

「これは……」

　悔くやしい。

　どうして、どうしてこれがここにあるのか。

「ハルカ？　どうかしたのかい？」

　鬼おにのような形相をしていたハルカを心配する宗高。

「このドレスは──母様のモノだっ！」

　奥歯を嚙かみしめながら、ハルカは呟つぶやいた。

　母は巨大植物に挑いどんで命を落とした。

　そして、ハルカは父に勘かん当どうされた。

　そのときに、このドレスも手放したというのだろうか？




　あり得ない。




　ふと、柳生一念斎の言葉を思い出す。

　伊集院家に、騙だまし取られた。

　これが、それなんだろうか？　何のために？　こうやって見せしめにするために？

「これを──借りるぞ」

　魔導アーマーはすでにある。ここには兵器を取りに来ただけだ。

　だが、これだけは──

「あ、ですがハルカ様」

「なんだ？」

　ワーウー。ワーウー。

　ハルカがショーケースに手を掛けた瞬しゆん間かん、アニメやドラマでしか聞いたことのない警報音が鳴り響いた。

　ハルカは体を硬こう直ちよくさせたまま、ぐぎぎぎ……と首だけゆっくりぎこちなく回し、矢城を見る。

「話が違ちがうではないか」

「そこの警報装置はまだ解除していませんと申し上げるところでしたが──」

「ど、どうするつもりだい？」

　宗高は耳を塞ふさぎながら矢城に聞く。

「とりあえず──」

　ぶぅん。

　ライトセーバーでショーケースをぶった切り、ハルカはドレスと、その隣となりにあった巨大なランスを手に取る。

　今いま頃ごろ、監視カメラの差し替えに気付かれたことだろう。

　まだ警備員がやってくるまでには時間がある。

　ここで、あの長い廊下が問題となる。

　走って逃にげても、鉢はち合あわせになるだけだろう。

「この建物は、伊集院家の屋敷へと続いています。そちらから逃げましょう」

「一網打尽にされるんじゃないか？」

「同じ結果だとしても、状じよう況きよう的にはまだマシです。あの廊下で銃じゆう撃げきでもされれば、防ぎようがありません」

「家の中なら、まだ戦えるか──よし、そのルートで行こう」

「ボクの武器は？」

「時間がありません。こちらへ」

　宗高は不満だった。

　せっかくここまで来たのに、何の成果もなく逃げなきゃいけないなんて。

　だが、その一方で、捕つかまってしまえば全すべてが水の泡あわになってしまうことも理解していた。

「なに、宗高よ。また機を改めれば良いではないか」

　ハルカにそう言われ、宗高は頷うなずくしかなかった。

　通路を進み、地下に下りて、さらに進む。

　そうこうしているうちに、屋や敷しきの中へ出た。

「意外だな。包囲されている様子はない」

　窓の外をちらっと眺ながめてハルカはほっとする。

「はい、情報を撹かく乱らんしておきました」

「さすがだな桐生。このままバレずに行けそうだ」

　ハルカは満足げに微ほほ笑えんだ。

　思ったほど、危機的状況でもないらしい。

　しかし──

「……何やってんの？」

　伊集院家の一人娘むすめ、真久良に見つかった。

　完全に寝ね間ま着き姿だった。

　警備員ならば、噓うその情報に踊おどらされるだろう。

　だが、家主とその家族は別だ。

　わーうーわーうーうるさく鳴れば、部屋から出て何があったのかを見に行ったりもするだろう。

　それは、完全に想定外の出来事だった。

　ハルカはカボチャを頭から被かぶり──

「トリックオアトリート」

　両手を広げる。

　矢城も便乗して、両手を広げて見せた。

「普通、それは玄げん関かんでやるんじゃないの？　なんで中に入ってんのよ。まさか──この騒さわぎはあなたたちの仕し業わざ？」

　ハロウィン作戦は、失敗した。

　真久良は、明らかに憤ふん慨がいしていた。

　当然だ。クラスメイトだろうが、家に不法侵しん入にゆうされて警報を鳴らされては、苛いら立だつに決まっている。

　そうでなくても、寝ねようとしていたところを警報で起こされたんだから。

「実は──」

　宗高はどう言えばいいのか悩なやんでいた。

　ごまかすべきか、真実を伝えるべきか。

　正義──を通すには、真実を伝えるべきだろうが──

「正義という名の報復だ」

　ハルカが強く言う。

「とんだ正義があったもんだわ。不法侵入と窃せつ盗とうじゃない」

　パンプキンハルカが手にしているドレスをじっと睨にらみ付ける真久良。

　その件に関しては、宗高は肩かた身みが狭せまい思いだった。

「人聞きが悪い。借りぐらしと言ってくれ」

「メルヘンさがなさ過ぎるわよ！　で、──なんでこんなことをしたの？」

「お前の父親が、私の兄を見捨てた。この桐生を不当解かい雇こした。──このドレスは、私の母様のモノなのだ。たしかに、今は盗ぬすむが、あとで必ず返しに来る。そして、また後に正当な手段で取り返してみせる。今は、時間がないのだ」

　真久良はじっと矢城の目を見つめる。

　トイレをウォシュレットに変えたのは、彼だ。

　自分が人気者になれたのは、彼のおかげだ。

　それに、真久良は父親が大だい嫌きらいだった。

　性格も生き方も、全てを否定したいお年とし頃ごろ。

　あの父親が困るんだったら、是ぜ非ひとも参加したい。

「あとで返すってことだったら、いいけど」

「え？」

　宗高は予想外の返答に戸と惑まどった。

　あれほど怒いかり心しん頭とうだった真久良が、今はもう熱が冷めているように見える。

「別に、好きなだけ好きなモノを持って行きなさいって言ってんの」

「良いのか？　バレたら──」

「あー、別にバレてもあたしが貸したって言えばそれで済むと思うわ。あの人、あたしには頭上がんないんだから」

「恩に着る」

「別に、まああたしにだって、あんたらに借りぐらいあるわよ。ほら、さっさと行きなさい」

　ていていっと犬を追い払はらうように手を振ふって、あくびをしながら部屋に戻もどっていった。

「ありがとう、真久良よ」

　ハルカは深くお辞じ儀ぎをして、伊集院邸ていを後にした。

　帰路につくときに、矢城はあまり成果を得られずがっかりしている宗高に言う。

「兵器は、また今度取りに来ましょう」

　ハルカは矢城の顔を見上げて、一つ頷く。

「ああ、そうだな。今日はもう遅おそいし」

「分かったよ。じゃあ、また明日あした、学校で」

「うむ。宗高──ありがとう」

　宗高を送り出し、ハルカと矢城は葵の屋敷に戻る。

　母が使っていた魔ま導どうアーマーが、自分に適合しているか、まず、それを知りたかった。

「桐生よ。お前の考えは読めてるぞ。これから向かう場所は、戦場だ。友だからといって、宗高まで連れて行く訳にはいかない」

「左様でございます。ですが、宗高は武器がなくとも付いてくると言うでしょう」

「警報を切らなかったのは、わざとだな？」

　矢城は、わざと宗高に武器を与あたえなかった。

　そうすることで、戦場から遠ざけたのだ。

　ハルカはそれに気付いていた。

　自分や矢城は命を賭かけるだけの理由があるが、宗高にはそこまでの理由はない。

　二人は食事を済ませる。

　最後の夜になるかも知れないのだ。

　最さい後ごの晩ばん餐さんぐらいは食べておきたい。

　ハルカが最後に食べたかったモノは、いちごのショートケーキ。

　矢城は、カレーだった。

　一言も喋しやべらず、走馬灯のように今までの人生を思い返しながら。

　そして、風ふ呂ろに入って身を清めたあと──矢城は階段の前で待っていた。

　ライトセーバーをぎゅっと握にぎりしめ、闘神を想おもう。

　無事だろうか？

　待っていてくれるだろうか？

　信じてくれてるはずだ。無事のはずだ。

　数分経たって、ドレスを着たハルカが降りてくる。

　それはまるで、ディズニー映画にでも出てきそうなプリンセスのようだった。

　だが、手にしているランスは、ドレスとは不ふ釣つり合いなほどに『ゴツい』。

「では、参りましょうか？」

　矢城の言葉に、ハルカは頷き、ぎゅっとドレスを摑つかんで、小さく呟つぶやいた。

「母様、私に兄様を救う力を──」

　黒いバニースーツとドレス。まるで、パーティにでも向かうような格好で、二人は戦場へと向かうのだが──屋敷を出ると、ハルカは驚おどろいた。

　そこに、いたからだ。

　刀を携たずさえた、ビキニギャルが。

「やっぱり、ボクを騙だまして二人で行くつもりだったね？」

　にっこりと、宗高は爽さわやかな笑え顔がおを見せた。

「その武器は？」

「祖じ父い様に借りた。対巨きよ大だい植物のことしか想定していない武器だそうだけどね」

　宗高は気付いていた。

　宗高はハルカと幼い頃ころから親友で、同じような環かん境きようで育ってきた。

　考え方が似るのは当然。

　ハルカが気付いたことを、宗高が気付けないことはない。

「覚かく悟ごは、おありなのですね？」

　矢城は再度確かく認にんする。

「ああ。矢城──ボクのことも、守ってくれるんだろう？」

　そのとき、宗高の笑顔が姫ひめ香かと重なった。

　自分を、信じてくれている人間が、ここにもいる。

「ええ──必ず」

　矢城は嬉うれしかった。ハルカのために、闘神のために、宗高の『ためになれる』ことが。

「ハルカ小隊の完成だな」

　と宗高が笑顔で言った。

「なんだそのネーミングは。恥はずかしいから名前を使うな」

　照れ臭くさそうに笑うハルカ。

「では、少しもじってこうしましょうか。『はるかぜ小隊』」

「おおー、いいね。ムラムラする」

「もう……好きにしろ」

　三人はそんなことを話しながら、死地へと向かおうとしていた。

　春の風が、優やさしく吹ふいていた。
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　その日、矢や城しろは戻ってきた。

　四車線の道路──

　そこを境にして、都市に差があった。

　こっち側は、普ふ通つうの街。

　向こう側は、崩ほう壊かいした街。

　貧民街という訳ではない。

　敵のテリトリー。

　この道路までしか、奴やつは根を張れないのだ。

　際限なく侵しん略りやくしてくる訳ではないから、こんな重大な危機にも拘かかわらず、ほとんどの人は何事もなく過ごしている。

　春の爽やかな空の下もと、ひらひらと舞まい散る桜の花びら。

　巨大植物の花びらは、不思議と普通の大きさだった。

「怖こわいですか？」

　肩かたを抱いだいたハルカに矢城が聞く。

「怖くないと言えば噓うそになるな。ただ、それよりも寒い」

　ハルカは、魔導アーマーのドレスに、腰こしにはベルトで固定した小型ジェットエンジンのような加速用ブースター。真久良の家で手に入れたランスという出いで立ちだ。

「宗むね高たかは大だい丈じよう夫ぶですかね？」

「ああ、ボクは問題ない。マフラーがあるし」

「マフラー一つにどれほどの暖だん房ぼう効果があると言うのだ。お前は風の子か！」

　宗高はビキニと首に巻いたマフラー、ハイソックスに柳生やぎゆう一いち念ねん斎さいから譲ゆずり受けた長物の刀という出で立ちだ。

　たしかに、マフラー以外になんの防寒要素もない。

「上着をお貸ししたいところですが──」

「狙ねらわれる率が上がるというのだろう？　やれやれ。敵の性質にも困ったものだ。何、こんな寒さ──死ぬほどではない」

　肩を竦すくめていたハルカは、胸を張って毅き然ぜんとした表情を見せる。

「では、参ろうか。私は今、静かにムラムラしている」

　宗高は笑顔を見せ、三人は道路を渡わたる。

　この道路は、日常と超ちよう常じようの境界線だ。

　道路からこっち側はビル群が残っているが、道路の向こう側は廃はい墟きよ。木の根が横たわる、奴のテリトリーだ。

　そのテリトリーへ入っていく。

　そこへ──

「おい！　そこっ！　何をしてる！」

　大きな怒ど声せいが浴びせられた。

　見れば、そこにはジープから身を乗り出すバニーガールの姿がある。

　その後ろには、トラックが八台ほど追従していた。

　矢城たちのところまでやってきて、停車したトラックからぞろぞろと銃じゆうを持ったバニーボーイたちが降りてくる。

「もう一度聞く！　ここで何をしている！」

　怒ど鳴なるように声を掛かけてきたのは、先頭にいる長い髪かみの女性だった。

「お久しぶりですね。『望もち月づき弥生やよい』さん」

「久しぶりとは随ずい分ぶんなご挨あい拶さつだな」

　弥生は不ふ機き嫌げんそうな顔で矢城を睨にらみ付けていた。

「知り合いか？」

　ハルカがちらりと矢城を見上げる。

「ええ、闘とう神じんと同じ部隊にいました」

「軍にいた頃の知り合いならば、久しぶりーで合ってるのでは？」

　久しぶり、のどこが不機嫌になるような挨拶なのかと、ハルカはそこが気になっていた。

「こいつはな！　軍を抜ぬけてからもずーっとずーっと我々をこき使ってきたんだよ！　あるときは突とつ如じよ呼び出したと思ったら現れた巨大アリの処理を言い渡したまま、闘神の妹を守りに行くとか言ってバイクでどっかに行ったり！　あるときは学校のトイレを改装させられたり！　あるときは屋や敷しきの掃そう除じをさせられたり！　また巨きよ大だいアリを押しつけられたり！　あまつさえ上司の家を取り囲んで警備員を釘くぎ付づけにしたり！」

　両手をワナワナと震ふるわせる弥生。

　早口に放たれるその出来事に、ハルカは懐なつかしさを持っていた。

　一夜にしてトイレをリフォームしたり、伊い集じゆう院いん家へ簡単に侵しん入にゆうしたりといった出来事は、とても矢城一人で出来るモノではない。

　その陰かげに、弥生たちの努力があったのだ。

「隊長、結構楽しんでたじゃないですかー」

「桐生きりゆうに呼ばれたら喜んで部隊編制してたよな」

「まあ、俺たちも楽しんでいたけども」

「ち、ちくるなバカ共！」

　大きめのヒソヒソ話をかき消すように、弥生は両手をぶんぶんと振ふる。

「むしろ、こちらから聞きたいのですが、何をしてらっしゃるのでしょう？」

「お前のせいで伊集院に目を付けられてな。こんな意味の無い巡じゆん回かいパトロールをさせられている。いや、違ちがうな。お前のような不ふ審しん者を見つけられたのだから意味はあったか。再度聞こう！　お前たちは、ここで何をしている！」

「我々は──観光だ」

　ハルカはランスを背中に隠かくす。が、大きすぎて隠れ切れてはいなかった。

「噓を吐つけ！　そんな格好の観光者がいるか！　昆こん虫ちゆうと遊びたいのか？　──いや、違うな。お前、もしかして闘神を助けるつもりじゃないだろうな？」

「その通りですが？」

「……たった三人で行くなんて、無む茶ちやだ！」

「ならば、手伝ってはくれぬか？　見たところ、お前らは軍人だろう？　我々国民を守る義務があるのでは？」

「残念ながら、葵あおい闘神救出作戦は終しゆう了りようしている。手伝える訳がないだろう」

　弥生は、悔くやしそうな声で言った。

　その声には、自分たちだって救出に向かいたいという意思が隠れている。

「では、止めるのですか？」

「その通りだ。今すぐ引き返せ」

「わかった。言うとおりにしよう」

　ハルカは軽く答えると、歩き出す。

　その方向は──

「おいおいおいおい！　そっちへ行くなと言っている！」

「引き返せと言ったろう？　引き返す先がこっちだと言っている」

「そんな訳ないだろう」

「そんな訳がないと何な故ぜ言い切れる？」

「ここから先は、軍部の人間以外立ち入り禁止だっ！」

「それも問題ない。我々は『はるかぜ小隊』だ。ついさっき軍を作った。行くぞ、桐生」

「はい。お供致いたします」

　矢城は弥生に一礼し、ハルカと共にテリトリーへ足を踏ふみ入れる。

「ウチの大将は頑がん固こ者なんだ。すまない」

　宗高も一つ頭を下げて、二人の後に続いた。

「桐生、お前は大おお馬ば鹿か者だ！」

　啞あ然ぜんとしていた弥生は、その背中に罵ば声せいを浴びせかける。

　本当は、引き留めたい。だけど──

「ええ。存じております。バカなことをしていると」

　矢城の目には、覚かく悟ごが見える。

　それは、一時の迷いではない。

　ずっと前から、覚悟をしていた。

「……勝手にしろ」

　弥生は腰に手を当てて、地面に目を落とす。

　矢城が分からず屋なのは、知っている。

　どんどん廃墟ビル群の間へと進んでいく三人の後ろ姿を見届けていると、側そばにいたバニーボーイが聞いた。

「いいんですか？」

　もう少し、食い下がるべきではなかっただろうか。

「いい訳ないだろう。一いつ般ぱん人をここから先に入らせないよう監かん視しするのも我々の任務の内。自殺幇ほう助じよは犯罪だ」

　溜ため息いきを吐いて、ジープに戻もどった弥生は、無線で上司に報告する。

「桐生矢城が現れたのですが、我々の制止を振り切って敵地へ入っていきました。力ちから尽ずくで保護しますか？」

　当然、彼らの上司は──伊集院だ。もし彼に容よう認にんして貰もらえば、矢城を強ごう引いんにでも止める口実が出来る。だが──

『必要ない』

　たった一言だった。

　矢城の名前を聞いても、動じた素そ振ぶりはない。

「必要がない？　我々は民間人を守るためにここにいるわけですよね？」

『警告をしても聞かないバカな奴は、死ねばいい』

「ですが、都市奪だつ還かん計画は桐生矢城の力があった方が効率良く進められます」

　伊集院は、効率が全すべてという考え方を持つ軍人だ。そこに、私情は挟はさまない。矢城の経歴から、居た方がいいことぐらい分かるはず。

『いらないね。最も早はや、都市奪還計画は終わった』

「終わった……とは？」

『貴様如ごとき下士官に言う必要もないが、このままだとあのバカを追う可能性もあるから言ってやろう。──都市奪還計画の失敗のせいで、敵は巨きよ大だい昆こん虫ちゆうという新たな驚異を作り出した。なので、もう都市は奪還せずに航空戦力及および核かく兵器で殲せん滅めつすることが決まったんだよ。──ね？　桐生矢城など、必要ないだろう？』

「分かりました」

　弥生は、伊集院の言いたいことは分かっていた。

「どうするんですか？　隊長」

　バニーボーイの一人が声を掛ける。

「どうするも何もないだろう……」

　上司は追うなと釘くぎを刺さした。部隊長としても、ここにいるみんなを危険には晒さらせない。

「隊長、俺は桐生の後を追おうと思います。許可を頂けますか？」

「何？」

「俺も、後を追いたいと思います。許可を」

「バカ共が──」

　溜息混じりに呟つぶやいて、ふと弥生は気付き、そして決断する。




　命令は、貰ってるじゃないか。




　弥生はジープの上に立ち、みんなに聞こえるよう、大きな声を出す。

「いいかお前ら！　今上司から命令を授さずかった！」

「どういった内容ですか？」

　一人のバニーボーイが、期待せずに聞く。

　どうせ、伊集院のことだから、矢城を無視しろと言うのだろう。

「バカは死ね──だそうだ」

　相変わらずの言葉に、兵士たちはむっとする。

「その命令に則のつとり、私は今から、死地へ向かう！　お前らの中にバカはいるか！　いれば私に付いてこい！　今から、助けに行くっ！」

「彼らを──ですか？」

「いや、違うな。──闘神をだ」

　弥生の言葉に、兵士たちは「待ってました」とにやついた。

　ここには、矢城と同じように戦友一人のために命を賭かける、バカしかいなかったのだ。







　ハルカは気付いていた。

　後ろを付けられている。

　足を止めて、振り返ると、それらは足を止める。

　歩き出すと、それらは歩き出す。

　弥生率いる総勢三〇人余りのバニーボーイ集団だ。

　まるで、だるまさんが転んだをやっているようだった。

「彼らは──付いてきてくれるつもりなのかな？」

　宗高が小さな声で聞いてみる。

「わからん。サッカー選手が集合写真を撮とるときに全員揺ゆれているぐらいわからん」

「直接本人たちに聞いてみてはいかがでしょうか？」

　矢城が付いてくるバニーボーイたちに手を振ってみるが、反応はなし。

「近寄ったら逃にげられそうだ。まあ、側に軍がいれば、まだ安心感があるな」

「私が気になるのは──むしろ敵の動きですね」

「と、いうと？」

「巨大生物の姿が見えません」

　と言いながら、目の前に巨大な根が横たわっているのをハルカが発見する。

「おるではないか」

　身構えるハルカの肩かたを、ぽんと矢城が叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶです。植物ならば、すぐには襲おそってきません」

「そ、そうなのか」

「あの植物には、視力も聴ちよう力りよくもございません。我々がここにいることすら、気付いていないでしょう」

「でも、ほら、植物にモーツァルトを聴きかせると良いとか言うではないか」

「少なくとも、『あの巨大植物』は、という意味でございます」

「そうか。ならば問題ないな」

　壁かべに手をつこうとしたとき──

「ですが、絶対に木の根を触さわらないで下さいね」

　ハルカは体を緊きん張ちようさせる。

　壁にも霜しも降ふり肉の脂あぶらのように、木が侵しん食しよくしていたからだ。

　さっと手を引いて、ふうと息を吐く。

　危あやうく、触ってしまうところだった。

「触ふれると、襲ってくるのか？」

　宗高はまじまじと木の根を見る。

　動く気配はない。

　そこらにある木との違ちがいがわからなかった。

「一度触れてしまうと、暴れ始めます。その場に生物がいなくなるまで」

「なるほど、人間が手に止まった虫を払はらうために手をぶんぶん振ふるようなモノか」

「私が気になっているのは、巨大昆虫の方です。ここはもう敵地なのにも拘かかわらず、巨きよ大だい植物の姿しかない。どういうことなのでしょうか？」

「彼らはその答えを知ってるんじゃないかな？」

　と宗高が言うので、矢城はふむと頷うなずいてから──携けい帯たい端たん末まつを弄いじった。

　すると──暴れん坊ぼう将軍が暴れているときのような着メロが鳴り響ひびき、弥生は慌あわてて携帯を止めて、飛ぶような速さで矢城のところへとやってくる。

「おい！　なんのつもりだ！」

　一つのミスで人が死ぬような状じよう況きようで、携帯の電源を切ってないどころかマナーモードにもなっていないという緊きん張ちよう感かんのない姿を晒してしまったことが恥はずかしくて、顔を真っ赤に染めていた。

「巨大昆虫の姿が見えない理由を知っていますか？」

「防衛のためではなく、侵しん略りやくのために作られた兵器だというのが上の見解だ」

「なるほど」

　謎なぞが解けたと、矢城は頷いた。

　そのとき、ドンと大きな爆ばく発はつ音が鳴り響いた。

　ハルカも、宗高も、きょとんとした顔をしていた。

　何な故ぜなら、その爆発音は、今いる場所ではなく、遠くから聞こえてきたからだ。

　矢城はちらりと弥生を見る。

　弥生はこくりと一つ頷いて──

「バカな奴やつらがいたもんだ」

　と呟いた。

「どういうことだ？　何が起こってる？」

　宗高に聞かれ、矢城は答える。

「囮おとり作戦──ですね」

「囮？」意味がまだ分からない。

「どうやら巨大昆虫が襲って来ないのは、すでに襲っているからです」

　矢城は、小さく続けた。

　その表情は、少し寂さみしげだ。

「……つまり、別の場所で戦せん闘とうが起こっているということか」

　ハルカは、少し身み震ぶるいした。ぎゅっとドレスの裾すそを摑つかみ、深呼吸をする。

　一気に、ここが戦場であることを、認にん識しきさせられた。

「だったら、チャンスじゃないか。先へ進もう」

　対して、けろっとした表情の宗高が巨大植物を跨またいで先へいく。

「宗高は、初めてこれを目にするのだろう？」

「ん？　まあテレビでしか見たことはなかったな」

「恐きよう怖ふはないのか？」

　矢城の後に続くなら分かるが、自ら率そつ先せんして先へいくなんて、ハルカには出来ようはずもない。

「ああ、ボクには『正義』が付いている」

　宗高は笑え顔がおを見せた。学校にいるときと変わらない、爽さわやかな笑顔。

　その笑顔に、助けられた。

「スーパーマンのような友がいて嬉うれしく思うよ」

　宗高にそう言いながら、ハルカは矢城を気にしていた。

「ところで桐生よ、浮うかない顔をしているが、どうかしたか？」

　戦場にいるのだから、浮かれた表情していてもおかしいのだが、普ふ段だん見せない表情だったので、ハルカは気になっていた。

「いえ、状況が──あのときと似ているのです」

「あのときと言うと？」

「第三次都市奪還計画のときです。その計画は、大部隊で囮を仕し掛かけ、敵の懐ふところまである人物を送り込むというモノでした」

「ある人物とは？」

「その人物は、『魔ま導どう砲ほう』を扱あつかえる唯ゆい一いつの女性です。魔導砲はデータ上、八〇％以上の確率であの桜を破は壊かいすることが可能でした」

「あの──ペンダントをくれた幼おさな馴な染じみって奴か」

　ハルカはそれにすぐ気付くことが出来た。

　何な故ぜなら、矢城が見せていた顔は、いつも闘神の話をするときと同じだったから。

　大切な人を思う、そんな表情。

「おい！　そんなことより桐生矢城！　闘神の居場所は分かってるんだろうな？」

　弥生はそんな矢城の表情など気にならず、これからの事を問いかける。

　ただ闇やみ雲くもに進むなんて、バカのすることだ。

「はい。きっと闘神は──あそこにいると思います」

　矢城が指を向けたのは、悠ゆう然ぜんと聳そびえる、桜の木だった。

　そう、それは、最奥地を意味していた。







　慎しん重ちように注意を払いながら、一行は先へと進む。

　どれだけ進んでも、景色はほとんど変わらない。

　ただ、巨大な桜がより巨大に見えているのだから、近づいているのだろうというぐらいだ。

　瓦が礫れきに足を取られ、ハルカが壁に手をついた。

「ふう」と息が漏もれる。

　咄とつ嗟さに壁に触れた際、枝のすぐ横に手をついたのだ。

　間かん一いつ髪ぱつ。これに触れてしまえば、植物は暴れ出すと矢城が言っていた。

　そんなミスを犯おかすわけには、いかない。

　しかし──

　二度目の大きな爆発が、遠くで鳴り響く。

　その衝しよう撃げきに、ハルカの手はズレてしまい、触れてしまった。

　それは、ほんの少し。ほんの一いつ瞬しゆんだけだった。

　突とつ如じよ、地じ響ひびきのような音が響き、大地が揺れ、建物から粉ふん砕さいされたコンクリートのカスがパラパラと降り注ぐ。

「走れっ！」

　宗高が叫さけび、ハルカと矢城は駆かける。

　大地に寝ねそべっていた木の根が船に揚あげられたタコの足の如ごとく、びちびちと蠢うごめく。

　そして、それは矢城に襲いかかってきた。

「す、すまないっ！」

　謝りながらも、ハルカは逃げる。

　四方八方から、もの凄すごい速さで根が伸のびてくる。

　ハルカはブースターを起動させ、その場から逃げ去るが、根は矢城だけを狙ねらっているように突つっ込んでくる。それはまるで、快速電車のような速度だった。

「仕方がありません。どうせ、いつかは戦うことになりますから」

　矢城はライトセーバーを振り、根を受け流す。

　切り払い、避さけ、転がり、飛ぶ。

「矢城っ！　大丈夫なのかいっ！」

　宗高は加勢しようか悩なやんでいた。

「問題ありません。各自、自分の身を案じて下さい」

　矢城は、根の動きを把は握あくしていた。

　この根たちは、直角には曲がれない。

　速度が付いているからこそ、曲がるには大きく迂う回かいしなければならない。

　動きを読むことは、矢城にとって難しいことではなかった。

　粉ふん塵じんが舞まう中、矢城は澄すました顔でハルカの下もとへと走る。

　アスファルトを叩き潰つぶし、コンクリートを穿うがち、ぼろぼろに崩くずれた建物の残りを粉砕しながら暴れる無数の根。

　その内の一つが、宗高にも襲おそいかかる。

「はっ！」気を吐はくように叫びながら、宗高は剣けんを抜ぬく。

　刀を抜くと同時に、銃じゆう撃げきのような音が鳴り響いた。

　ぶちっと音がして、根が折れる。たった一いち撃げきで、あの巨大な根を一本潰してしまった。

　宗高の持っている『七しち天てん抜ばつ刀とう』は、手で引く力に加えて、刀身を射出する。

　高速で引き抜かれた刀身は、いとも容易たやすく根を切断するのだが、腕うでへの負担は尋じん常じようではない。

　魔導アーマーを着ていなければ、筋肉繊せん維いが裂さけ、腕の骨が砕くだけていただろう。

「くっ！」

　初めての感覚。

　自分の腕が銃じゆう弾だんとして発射されたようなモノだ。戸と惑まどいと痛みに耐たえながらも、剣を鞘さやに収める。

　宗高は、初めてのことに戸惑い、背後に迫せまっている木の根の存在に気づけなかった。

「あああああっ！」

　ハルカは急降下し、ランスを突き刺さす。

　空包射しや撃げきのような激しい爆ばく音おんが鳴り響き、折れて炎えん上じようする根。

　ハルカのランスは、大たい砲ほうと槍やりが一体化したようなモノだった。

　弾だん丸がんを発射するのではなく爆ばく破はさせる武器なので、遠えん距きよ離りから射撃は出来ないが、その威い力りよくは申し分ない。

　爆ばく風ふうと衝撃にハルカの小さな体は吹ふっ飛び、近くにあった何本もの根が行動を停止する。

「早く、この場を離はなれましょう」

「そうだな。構っていてもキリがない」

「逃にげれば済む問題なのかな」

「向こうは、こちらが死んだかどうかを『見る』ことは出来ません。触ふれれば暴れ出しますが、放ほうっておけばその内収まります」

「しかし、わからんな。飲食店でタバコを吸って良いかを隣となりで食事している私ではなく店員に聞くぐらいわからん」

「何が、です？」

「奴らはより武装した者を狙ってくるのだろう？　それはどう見分けているのだ？」

「本能──ですかね？　奴らの生態はまだ解明しきれていないところがありますので」

「軍の奴らは──大だい丈じよう夫ぶかな」

　宗高はふと振ふり返ってみる。

　矢城たちの後を追っていた弥生たちの部隊も、戦闘を開始していた。

　銃じゆう声せいが鳴り響ひびき、爆音が轟とどろく。

「形勢不利になれば、撤てつ退たいするでしょう。我々は、我々の任務を果たすのみです」

　瓦礫のせいで、足場の悪い道を進んでいく。

　整備されていない道を歩き続けることは、かなりの苦になる。

　そうでなくても、常に緊きん張ちよう状態を保たなければならない。

　何時間歩き続けたか、わからない。

　ついに、そこへやってくる。

　巨きよ大だいな桜の木、その全ぜん貌ぼうを見み渡わたせる場所。

　なんの障害物もなく、まっすぐに見られる距きよ離り。

　辺り一面には道路もビルも存在しなかった。

　都庁はどこへいったのか？

　新宿だった場所は、その面おも影かげを完全に失っていた。

　荒こう野やと化した場所に、一本の木。

　都庁だった場所、ホテルだった場所には何も残っていない。

　いや、変化があまりなかった場所がある。

　新宿中央公園だ。

「自然があるところは襲わない。文明が嫌きらいなのだろうか？　より武装した相手を倒たおす──という本能も、高度な文明だから？」

　緑が生おい茂しげり、見た目は少し様変わりしているが、公園の面影が残っている。

　そう、ここは、敵に蹂じゆう躙りんされていないのだ。

　数十年の時を人の手から離れ、自然に任せた姿。

　あの巨大植物の狙いは『文明』なのではないかと宗高は考えた。

「だとすれば、魔導アーマーを狙わない意味がわからないな」

　ハルカにそう言われ、それもそうかと宗高は頷うなずく。

　矢城は立ち止まり、じっと眼前に聳える桜の木を見定めている。

　そこは、矢城にとって感かん慨がい深い場所だった。

　そこは、第三次都市奪だつ還かん計画が失敗した場所。

　姫ひめ香かがまだ、ここにいるような気がしてならない。

　きっと、闘神もここへ来るだろうと思って目指していた。

　だが、辺りを見回してもそれらしき人物の姿はなかった。

「来るぞっ！」

　宗高が叫ぶ。

　一直線に、根が突っ込んでくる。

　それも、五本。

　あのときと、同じだった。

　そして、それらは何な故ぜか、ハルカを狙い撃うちしていた。

　どうしてだろう？

　今までとは、明らかに違ちがう動き。

　ハルカは突とつ進しんしてくる根を避ける。

　すると、根はそのあとを追うように方向を変える。

　今までは、とにかく近くのモノを破壊しようと暴れていたが、これはまるで、腕のようだ。

　ふと、宗高が言った。

「奴やつは、見えているのか？」

　それで、矢城は気付いた。

　宗高の疑問は、正しい。

　奴には、視力が存在する。

　根や枝にはないが、あの木そのものには、視力があるのだ。

　あまりにも巨大で、あまりにも強力だったがために、根一本一本が生物のように思っていた。

　だが、生物は、あの桜の木一本だけ。

　この根は、奴の手足に過ぎないのだ。

　そして今ここは、奴の『視界』に入っている。

「ハルカを頼たのむ」と矢城に一言告げて、宗高は攻こう勢せいに出る。

　攻こう撃げきこそが、最大の防ぼう御ぎよだ。

　根元めがけて突進し──ガオン、と銃撃音と共に、抜刀する。

　宗高の一いつ閃せんは、空から振ぶりに終わる。

　根が、剣を、避けたのだ。

　偶ぐう然ぜんではない。

　それが何なのかを、認にん識しきしている動き。

『頭脳』を使った、動きだ。

　空中で身動きできない宗高を、根がたたき落とす。

　瓦が礫れきに背中を打ち付け、ごろごろと地面を転がる宗高。

　そんな宗高に、さらに追つい撃げきを掛かける根。

「宗高っ！」

　矢城がライトセーバーで斬きりかかる。

　すると、直進していた根はぐにゃりと曲がり、勢いを止めた。

　本能のままに宗高を殺すよりも、矢城の攻撃を避けることを選んだのだ。

　矢城の攻撃を避けながら、別の根で矢城を背後から横よこ薙なぎにする。

　植物として、あり得ない動き。

　動物としても、そうそう出来ない動き。

　この生物は、動植物の思考を超ちよう越えつしている。

　それはまるで、人が操作しているようだった。

　ハルカは『恐きよう怖ふ』していた。

　巨きよ大だい昆こん虫ちゆうを見たときとは違う、恐怖。

　昆虫は、その見た目の気持ち悪さが一番の原因だった。だから、植物には恐怖を感じないと思っていた。

　だが、『殺意を持った植物』であれば、話は別だ。

　足が竦すくむ。

　肩かたが竦む。

　思考が、停止する。

「ハルカ様っ！」

　矢城が、その異変に気付いた。

　ハルカが、動けていない。

　触しよく手しゆのような根が襲いかかろうと迫っているのに、先ほどまでと同じ動きが出来ていない。

　このままでは、すぐに命を落とすだろうと考え、矢城はハルカの体をがっしりと摑つかんだ。

　襲いかかる根を避さけるために、跳とぶ。

　一本、二本、三本──

　次から次へと、根が蠢うごめいて向かってくる。

「大丈夫ですか？　ハルカ様」

「う、うむ。すまん、手を煩わずらわせた」

　ハルカは、恐怖していることを悟さとられないように、気き丈じように振る舞まっていたが、矢城はすでに見み抜ぬいていた。

（守ってみせます。今度こそ）

　ハルカは、戦力にはならない。

　ここは、とりあえず『奴』の視界から離れるべきだが──

　逃げれば逃げるほど、桜の木に近づいていった。

　それはまるで、追い込まれているように。

　周りには、ただ桜の花びらが舞っているだけ。

　巨大な桜の木から、鯨くじらのように大きな花びらが離れ、そして急に小さく縮んでいって、普ふ通つうのサイズになりながら散っていく。

　それは、神秘的な光景だった。

「綺き麗れい、だな」

　ぼそりとハルカが呟つぶやいた。

　まるで、そこだけ時間がゆっくり流れているような気がした。

　だが、悠ゆう長ちようなことは言ってられない。

　桜の木から、にゅっと枝が伸のびてきた。

　根ほどの太さはないが、それは枝と呼ぶには太すぎる。

　丸太のような枝が、鞭むちのようにしなり、矢城を叩たたき落とす。

　速い。

　と、矢城は思った。

　今まで、こんな奥地まで来たことはなかった。

　だから、いつも相手にするのは、根ばかりだった。

　知らない攻撃だった。

　矢城の体を、いとも容易たやすく貫つらぬく枝。

　咄とつ嗟さにハルカを逃にがすことには成功したが、足をやられてしまった。

　桜の花びらが、まるで矢城をあざ笑うかのように音を立てていた。

「矢城っ！　おいっ！」

「お逃げ下さい、ハルカ様」

「しかし……」

　どん。

　矢城はハルカの体を押す。

　次の瞬しゆん間かん、矢城の体に幾いく筋もの枝が襲おそいかかっていた。

　片足にダメージを負いながらも、矢城はそれを避け──られなかった。

　矢城の体に、いくつもの風穴が空く。

「噓うそ……だろ？」

　アリのときとは違い、それはどう見ても致ち命めい傷しようだ。

　力なく、矢城の体が背中から瓦礫の上に倒れた。

　刹せつ那な──

「第二射、てーっ！」

　女性の声と共に、破は裂れつ音が鳴り響ひびく。

　びすびすと音を立てて、桜の枝に風穴が空いていく。

　そう、ハルカたちの後を追っていた、弥生の小隊が到とう着ちやくしたのだ。

　枝たちは桜の木本体を守るように覆おおい被かぶさり、弾だん丸がんを受け止めていく。

　それはまるで、人が手で体を守っているようだった。

「ダメかっ！」

　悔くやしそうな声が響く。

　この巨きよ大だい植物には、銃じゆうはあまり効かない。

　何な故ぜならば、急所が存在しないからだ。

　切断しなければ、どれだけ穴が空いても動きを止めない。

　それが巨大植物だ。

　弥生たちは元々、敵のテリトリーより外をパトロールしていて、対巨大昆虫対策のために、重火器で武装していた。

　それでももしかしたら、と一いつ斉せい射しや撃げきを行ったが、やはり、効果は薄うすい。

「総員、抜ばつ刀とうを許可する！」

　弥生の一声で、バニーボーイたちはライトセーバーを構え、果か敢かんにも真っ正面から突つっ込んだ。

　ハルカは、まだ動けずにいた。

　動かなくなった矢城の姿を、ただ呆ぼう然ぜんと座って見ていることしか出来なかった。

　枝が伸びる。

　それを避けた瞬間、枝からにょきっとまた新たな細い枝が伸び、バニーボーイの心臓を貫く。

　突とつ貫かんしては散っていく。

　それはまるで虫のようで、花びらのようで。

　しかし、誰だれかが前を行かなければ、戦線を上げなければ、何も出来ないまま死ぬだけだ。

　一人、また一人と倒たおれていく中──

　怖こわさで何も出来ないハルカは、ただそれを見ることしか出来ずにいた。

　あのときと同じ。

　アリに矢城がやられたときと同じだ。

　恐怖のせいで、やられていく仲間を助けることが出来ない。

　矢城は言っていた。恐怖をありがとうの精神で、感謝の気持ちで抑おさえていると。

　宗高は正義の信念で、今も強大な敵に立ち向かっている。

　しかし、そんな宗高の体も、枝に貫かれる。

　地じ獄ごくのような光景だった。

　夢のような光景だった。

　だが、それは現実だった。

　動かなくなった宗高を見たハルカは、咆ほう哮こうする。

「あああああああああああああっ！」

　嘆なげき、悲しみ、それよりも──悔しかった。

　甘かった。

　訓練が足りない。

　力が足りない。

　魔ま導どうアーマーの練度が足りない。

　錬れん成せいが、足りない。

　どうすればいい？

　この恐怖を、どの感情で堪こらえればいい？

　ふつふつと湧わいてくる感情が、一つあった。

　怒いかりだ。自分への、相手への、憤ふん怒ぬ。

「絶対に、お前だけは許さないっ！」

　ぎりっと奥歯を嚙かみしめたとき──襲い来る木の根がハルカの前で、ゆっくりになった。

　カメよりもゆっくりと動くそれを、ハルカは驚おどろきつつも横へ避ける。

　魔導アーマーが、光を放っていた。

　体が、羽のように軽い。

　疲つかれもダメージもどこへいったのか、ハルカは驚くほど体調が回復していた。

　何が起こったのか、分からない。

　だが、自分の体が青く発光していることに気付いた。

　アリのときは、気付くことが出来なかったが、今は違ちがう。

　何本もの根が襲いかかってくるが、遅おそい。

　簡単に避け、ランスを突き立てることが出来た。

　先ほどまで、触ふれることも出来なかったのに。

　いける。

　何が起こったのか分からないが、今、自分は巨大植物よりも強い。

　恐きよう怖ふによって、体が硬かたくなっていただけだ。

　そう思った矢先、桜の木に変化が見られた。

　ずずずず……と、何かが盛り上がって出てきたのだ。

　それは、『人』だった。

　青い光に包まれた、少女の姿。

　一糸まとわぬその少女は、腕うでと下半身を桜の木に埋うずめたまま、上半身だけを乗り出すと、目を開く。

「なん……だ……これは……」

　どうして、巨大植物の中から人が出てきたのか、理解出来なかった。

　少女から、青い光がレーザー光線のように射出される。

　それは、瓦が礫れきに穴を開け、地面を穿うがつ。

　その光は、魔導アーマーの光と、今ハルカが放っている光と、同じだった。

　その光は──動きが遅くなっていなかった。

　巨大植物はスローのまま。

　飛び交かう瓦礫や砂すな埃ぼこりはスローのまま。

　それら青いシャワーは、ハルカに襲いかかる。

　先ほどまでとは違う感覚。

　根の動きはわかるが、青い光の動きは一いつ切さい分からない。

　ハルカは右足と左ひだり腕うでを貫かれ、その場にへたり込んだ。

　一筋ならばなんとかなったが、シャワーのように幾筋もの光線を放たれては、避さけられる訳もない。

　さらに、もう一度同じ攻こう撃げきを仕し掛かけてくるのが見て取れる。

　まずい。

　そう思ったときだった。

　瓦礫の一つが目の前を横切り、盾たてになってくれた。

　それは、偶ぐう然ぜんではない。

　誰かが、投げたのだ。

　視線を投げ返す。

　そこにいた人物に、ハルカは──

「兄様っ！」

　喜びの声を上げた。

『葵闘神』が、そこにいたのだ。

　生きていたのだ。

　待っていたのだ。

　ハルカは嬉うれしくて、嬉しくて、嬉しくて。

　今すぐ抱だきつきたい気持ちだったが、足をやられ、すぐには動けなかった。

　しかし、当たれば死ぬであろう嵐あらしの中でも、ハルカは笑え顔がおになっていた。

　思わぬ援えん軍ぐんは、闘神だけではなかった。

「この光は……」

　青い光に包まれて、宗高が体を起こす。

「魔導アーマーが、活性化しているようですね」

　さらに、枝にやられ、死んだと思われていた矢城が立ち上がっていた。

　矢城はこの現象を、一度体験している。

　迂う闊かつにもアリのタックルを受け、瀕ひん死しの重傷を負ったときと同じ。

「宗高、根の相手を頼たのみます。ハルカ様から遠ざけて下さい」

「了りよう解かいだ。ボクは今、モーレツにムラムラしているっ！」

　ぺろりと唇くちびるを舐なめ、宗高は枝を切り払はらい、根を翻ほん弄ろうする。

　先ほどまでとは違い、根の動きを圧あつ倒とうする強さを誇ほこっていた。

　二人だけではない。

　バニーボーイたちもライフルを構え直していた。

「な、なんだあの少女は」

「あれが、巨大植物の正体なのか……」

　兵士たちは混乱していた。

　自分たちの敵は、ただの植物だと思っていた。

　だが、違う。

　一人の少女だったのだ。

「奴やつは、翼つばさを持たない天使──『天てん異い』だ」

　その存在を知っていたのは、この場に一人だけだった。

「闘神、あれをご存じなのですか？」

　ハルカの下もとへとやってきた矢城が闘神に声を掛かける。

　矢城すら、知らされていなかった事実。

「やあ。よくここが分かったな」

　闘神の体は、青い粒りゆう子しに包まれていた。

「ええ。闘神はきっと、姫香のところにいると確信しておりました」

　天異から、青い光がレーザーのように幾いく筋も放たれた。

　それは、魔導アーマーが放つ光と同じモノ。

　闘神やハルカの体を覆おおう光と同じモノだった。

　闘神は青い光を右みぎ腕うで一つで払い除のける。

「ハルカ。これを使え」

　闘神に手て渡わたされたのは、籠こ手てのようなグローブだった。

「これは？」

　それが何なのか、ハルカは分からなかったが、矢城は一目で分かった。

　姫香の使っていた、魔ま導どう砲ほうだ。

「お前なら、ありとあらゆる、全すべての魔導具を使えるはずだ」

　魔導具は、その魔導具毎ごとに適合者が必要となる。

　だから、魔導砲は姫香しか扱あつかうことが出来なかった。

　だから、都市奪だつ還かん計画は姫香に頼たよるしかなかった。

「どうしてそれが分かるんです？」

「魔導の力とは、人類の英知である以前に、天異の技術でもある」

「………………私は、奴と同じ存在だからか」

　ハルカは青い光を放っている手のひらを眺ながめながら呟つぶやいた。

　怒りで恐怖を抑えたときから、妙みように動きが良くなったときから、薄うす々うすと感じてはいた。

「そうだ。父さんは、お前の力が覚かく醒せいする前に、軍から遠ざけるために勘かん当どうした」

　ハルカはぐっと奥歯を嚙みしめる。

「──決して、お前を愛していなかった訳じゃない」

「そのくらい、知ってるわっ！」

　ハルカはグローブを装着する。使い方は知らなかったが、それはすぐに発動した。

　五指を開くと、手のひらから青い光があふれ出し、球体を作っていく。

「その魔導砲は、溜ためるだけ威い力りよくが増していく兵器です。限界まで溜めてから放って下さい」

　矢城はライトセーバーを起動させながら、ハルカの前に立つ。

「心得たっ！」

　プラズマボールが発生した。

　それは、姫香がやっていたときに比べて、膨ぼう張ちよう速度が全然違っていた。

　矢城は、姫香のときのことを思い出していた。

　あのとき、この魔導砲は失敗に終わった。

　その理由はなんだ？

　あのとき、必要だったモノは、『時間』だ。

「宗高、チャージする時間を稼かせぎますよ」

「どれぐらい？」

「一生分──ですかね？」

　と、矢城は冗じよう談だん混じりに返す。

「あんまり、長くはなさそうだね。しかしどうやって？」

「奴がハルカ様を狙ねらい、我々がそれを阻そ止しする形では、いずれ限界が来るでしょう。ですから、こちらから倒たおしてしまう気持ちで攻せめます」

「攻撃は最大の防ぼう御ぎよって奴か。いいね、ボクそういうの、ムラムラするよ」

「では──行きましょう」

「おうっ！　そのために、ここまで来たのだからっ！」

　矢城と宗高は走る。

　桜の木、そこからぬっと顔を出している『天異』に向かって。

　姫香のときは、根に手一いつ杯ぱいだったが、今は違う。

　ハルカの放つ青い光に導かれ、魔ま法ほうのような力が数倍にも効果を発揮している。

　それは、戦せん闘とう経験を積んでいないハルカが、余よ裕ゆうを見せるほどのモノだ。

　その力は、天異がアリを巨きよ大だい化させ、強きよう靱じんな生物に変えたのと、同じ力だった。

　だからこそ、天異は姿を見せた。

　ハルカは天異の攻撃を避けられない。それは宗高も同じ。

　レーザーのように、青い光線が降り注ぎ、宗高の体を掠かすめる。

　その一つ一つが、ライトセーバーの刀身と同じ。直ちよく撃げきすれば、即そく死しだろう。

「くっ、あれは何発撃うてるんだ」

　宗高は足を止めてしまう。

　距きよ離りを取らないと、回かい避ひ出来そうもない。

　それが、宗高の限界だ。

　攻めに攻めて、ハルカから攻撃を逸そらす。それが出来るほど、宗高に力は無い。

　だが、訓練を積んだ矢城ならば──

　矢城は天異に正面から突つっ込んだ。

　雨のように青い光が襲おそいかかる。

　その間を縫ぬって、ライトセーバーで切り払って、天異を目指した。

　矢城を仕留めようと、天異は躍やつ起きになってレーザーを放つ。

　しかし、矢城はその攻撃を見み透すかしているかのように動き回る。

　これは、戦闘訓練の差、戦闘知識の差だった。

　相手が『心』と『思考』を持った『人間』ならば、行動を予測することが出来る。

　訓練を積んだ軍人に、ケンカ好きの一いつ般ぱん人はよほどのことが無い限り勝てない。

　訓練を積んでいないのはハルカや宗高だけではない──天異も同じだった。

　天異の表情が、歪ゆがむ。

　徐じよ々じよに、徐々に。じわじわと距離を詰つめる矢城。

　いける。

　矢城は、奴を、天異を倒せる。

　宗高はそんな期待感に、胸をどきどきさせていた。

「感じてますか？　『恐きよう怖ふ』──を」

　矢城が天異に飛びかかったそのとき──

　べちんと根に叩たたき落とされた。

　天異はにやりと口元を緩ゆるませる。

　気付いていた。自分より、この男の方が強いことを。

　どれだけ攻こう撃げきを行っても捕つかまえられないストレス。距離を詰めてくる恐怖を、天異は確かに感じていた。

　だが、それでも冷静だった。

　今、『天異[image: ぶいえす]矢城』ならば、矢城が勝つだろう。

　しかし、『天異と桜[image: ぶいえす]矢城』ならば、天異側が勝つ。

　レーザーと根のコンビネーション。

　矢城は根に叩かれ、レーザーに腕うでを貫つらぬかれ、地面を転がる。

　万ばん事じ休きゆうす。

　だが、それは、『天異と巨大植物[image: ぶいえす]一人のバニーボーイ』という構図ならばの話だ。

「ボクをお忘れのようだなっ！」

　矢城へ追つい撃げきを仕し掛かけようとしていた根が、べきっと折れた。

　宗高の剣けんが、根をへし折ったのだ。

　それは斬きるというより、叩き潰つぶすといった攻撃だった。

　矢城に手を差し伸のべ、ぐっと起き上がらせる。

「当初は、あなたをここへ連れてくるつもりはありませんでしたが──いてくれて助かりました」

「だろ？」

　微ほほ笑えみあう二人──

　その背後に、アリの姿があった。

　ずっと姿を見せていなかった巨きよ大だい昆こん虫ちゆう。

　それが、敵の援えん軍ぐんとしてやってきたのだ。

　また、パワーバランスが天異側に傾かたむきそうだったが──

「我々も忘れて貰もらっては困るなっ！」

　アリたちは、一いつ斉せい射しや撃げきを受けて矢城を攻撃出来なかった。

　弥生たちは、ずっと根と戦っていた。

　彼女たちは、矢城と同じく訓練を受けてきた者だが、根と互ご角かくにやり合う程度の力しかなかった。

　それでは、ハルカや宗高の方が、ただの学生の方が強いじゃないか。

　どういうことだろうと宗高は思いながらも、弥生たちと合流し、根とアリを矢城から遠ざける。

「さすがだな。適合者」

　弥生に微笑みを掛けられて、宗高は理解した。

　このビキニが、ハルカのドレスが、それを装着できることが、弥生たちとの違ちがい。

「矢城っ！　やっちまえ！」

「英えい雄ゆうになっちまえ！」

　兵士たちの声が、矢城の背中を押す。

　みんなの思いが、ここで散っていった無念が、矢城をより鋭えい敏びんにさせていく。

　地面を蹴けり宙を舞まった矢城。

　その背中を、姫香がとん──と押してくれた気がした。

　ライトセーバーが、天異に突き刺ささる。

　言葉にならない悲鳴が、大気を震ふるわせる。

「日本語は話せないようですが、『たかが、人間如ごときに』──そう顔に書いてありますよ」

　図星をつかれたのか、天異は怒いかりに打ち震えていた。

　そして、桜の枝や根はだらんと動きを止める。

　アリたちもふっと姿を消した。

　まるで──死んだかのように。

　そう思った人間は、少なからず居ただろう。

　しかし、天異の体から青い光がさらに大きく溢あふれ出す。

　青い光はどん、と爆ばく発はつして、矢城は吹ふっ飛ばされた。

　魔ま導どうアーマーは破け、剝はがれ、矢城は痛みに顔を歪ませる。

「やはり、本気ではなかったのですね」

　枝や根を操作することも、アリを操作することも止やめて、ただ『天異』として最大限の力を使おうと、今動き出したのだ。




「だが、もう遅おそいっ！」




　声がした方へ、天異が視線を移す。

　目の前にいるバニーボーイではなく、ボロボロのドレスを纏まとった、一人の少女へ。

　そこにあったのはプラズマボール。

　姫香のときとは比べものにならない大きさの、兵器。

　矢城たちの目的は、最初からこの一いち撃げきにある。

　それを目にした天異は、口を大きく開ける。

　雨のように照射されていた光は、一本のレーザー光線と化して、ハルカに襲いかかった。

「まずいっ！」

　弥生が叫さけんだ。

「ハルカっ！」

　宗高が叫んだ。

　だが、ハルカは動けなかった。

　今までとは、そのレーザーのスピードが段だん違ちがいだったからだ。

　その青い一筋の光は──

　矢城を貫いた。

　矢城だけが、反応していた。

　矢城にしか、反応出来なかった。

　それが出来たのは、矢城がずっとハルカを見ていたからだ。

　何があっても守る。

　何を犠ぎ牲せいにしてでも守る。

　その気持ちが、その行動への躊ちゆう躇ちよを無くした。

　あのとき、ここで出来なかったことを、する。

　だから、矢城は笑っていた。

　腹を貫かれ、血ち反へ吐どを吐はきながら、笑っていた。




「……ぶっ殺してやるっ！」




　ハルカは、プラズマボールを放った。

　怒りと、恨うらみを込めて。

　その大きさは、姫香のときの数十倍はあるだろう。

　巨きよ大だいな球体が、ゆっくりと進む。

　レーザーで撃うち落とそうとするが、それらは弾はじかれ、天異は木の根を動かし、軌き道どうを逸そらそうとするが、それらは触ふれるだけで消しよう滅めつしていく。

　巨大植物、唯ゆい一いつの弱点は──避さける動作が出来ないこと。

　天異は身を捩よじり、桜の木から抜ぬけ出そうともがいていたが、出来ない。

　完全に、一体化していたからだ。

「いけ、いけ、いけっ！」

　宗高の思いが、プラズマボールを押したのか、その巨大なエネルギー体は、加速する。

　天異は桜の木の中へ引っ込み、何重にも根を壁かべにして防ぼう御ぎよ体勢を取った。

「爆発するぞっ！」

　援えん護ご射しや撃げきをしていた兵士たちは皆みな、瓦が礫れきに身を隠かくす。

　ハルカは矢城に覆おおい被かぶさるように、宗高は闘神と共に、断だん裂れつした地面の陰かげに隠れる。

　バリバリと音を立てて、樹皮がめくれ上がり、爆発が起こった。

　音は、なかった。

　耳がきーんとだけ鳴り、視界が真っ白になる。

　そして──巨大な桜に、丸い風穴が空いた。

　触しよく手しゆのように蠢うごめいていた枝木は力なく地面に横たわり、動きを止める。

　まるで、最初からそこにあった木のように。

「やった…………やったぞっ！」

　弥生が喜びの声を上げた。

　続いて、兵士たちの勝ち鬨どきが上がる。

「奇き跡せきだ……」

　念願だった。

　三回に渡わたって、数十万もの兵力を使って、それでも達成出来なかったことを、一人の少女がやってのけた。

　それは、奇跡と言うほかなかった。

「桐生。おい、桐生」

　ハルカは声を掛かける。

　だが、矢城は動かない。

　赤い血が、絨じゆう毯たんのように広がっている。

「ハルカ、俺に任せろ。まだ生きているなら──助けられる」

「……でも、ここには治ち療りように必要なものがない」

「大だい丈じよう夫ぶ、俺に、任せてくれ」

「兄様」

　そんな、魔ま法ほうのようなことができるのか？

「天異の力は、進化に導く力だ。生体を活性化させることが出来る」

　そう言いながら、闘神は矢城の腹に手を当てた。

「ハルカ、すぐに分かったよ。お前がここに来ているってな。よく頑がん張ばった」

　ぽんと頭に手を置かれ、ハルカは泣き出しそうだったが、ぐっと堪こらえた。

　その大きく、暖かく、優やさしい手。

　それが、嬉うれしくて仕方なかった。

　そして──みるみるうちに、矢城の傷が塞ふさがっていく。

「桐生は、助かるの──ですか？」

　心配そうに、ハルカが闘神に問う。

「ああ、問題なさそうだ」

「本当に、魔法のような力なのだな」

　矢城の体は、すっかり傷がなくなってしまった。

　ちゃんと、心臓も動いており、息もしている。

「……もう、時間がないな」

　矢城の命を救ったのにも拘かかわらず、闘神は苦い顔をしていた。

「ん？　兄様？」

　何を言いたいんだろう。ハルカは小首を傾かしげた。

「最後に、ハルカに会えて良かった」

「最後って──」




「ハルカ、俺を──殺してくれ」




　矢城のライトセーバーを手に取り、それをハルカに差し出す。

「な、何を言うのです！」

「俺は、天異としての力を使い過ぎた。残念だが、もうすぐ天異となるだろう」

　そう言いながら、闘神は服をずらして、素す肌はだを見せる。

　闘神の体は、半はん透とう明めいになっていた。

　青い光で出来た体。

　そう、それは、あの桜の木の中にいた人物と同じように。

「ハルカのお兄さん、一つ聞かせて頂きたい」

　宗高が、珍めずらしく怖こわい顔を見せていた。

「どうぞ」

「あなたたちは、何者なのですか？　どうして──どうして『奴やつ』は、ハルカと同じ顔を、体をしていたのですかっ！」

　その言葉に、ハルカは驚きよう愕がくした。

　魔ま導どうアーマーのおかげで、目の悪いハルカでも、あれが少女であることは確にん認しきしていたが、その顔までは分からなかった。

　そう──桜の木の中にいたのは、ただの少女ではなく、『ハルカとうり二つの少女』だったのだ。

　闘神はちらりと弥生たちに視線を送る。

　弥生や兵士たちは軍部への報告や本当に終わったのかの確認を行っていて、こちらのことなど見てはいなかった。

　それを確認しながら、闘神は小さく言う。

「……ハルカも、天異だからさ」

「……あなたは、違ちがうのですか」

　ハルカの前でそれを問うことに躊躇しながらも、宗高は聞いた。

「俺は、ハルカほどの力も意思もない。──だからもうすぐ、俺は意識を天異に奪うばわれる。天異として、文明を滅ほろぼすために力を使うだろう。その前にハルカ、俺を殺してくれ」

「いやだ。私に出来る訳がないだろう！」

　助けるために、ここへ来たのだ。ぶんぶんと首を横に振ふり、瓦礫を叩たたく。

「やるんだ。天異を殲せん滅めつすることが──父さんの、そして葵家の使命──は、ハルカっ！」

「え？」

　闘神はハルカの体を押しのける。

　そこにいたのは──天異。

　倒たおしたはずの、少女がいた。

　精せい霊れいか妖よう精せいみたいに、全身が青い光で出来たような少女。

　今度は、はっきりと見えた。すぐ近くにいたからこそ、そのエリシャ・カスバートのような自じ慢まんの肉体と、毎日朝から鏡に向かいあってきた顔が。

　宗高の言うとおり、ハルカと、全く同じ姿。

　お腹なかから上の右半身がなくなっているが、それでもまだ生きていたようだ。

　その姿は──『バケモノ』と形容出来るだろう。

　あの一いち撃げきを食くらってもまだ──そんなことを考えている暇ひまはない。

　その異様な姿に、ハルカはこう感じた。




　──食われる。




　死を覚かく悟ごしていた闘神は、その身を犠ぎ牲せいにしてハルカを守ろうとした。

　だが、そのあとどうする？

　矢城はまだ、意識が戻もどっていない。

　ハルカは、激しい動きは出来ない。

　弥生たちも距きよ離りが遠く、射しや撃げきを仕し掛かけるにしても、敵がハルカに近すぎる。

　このままでは、全員殺される。

　闘神は舌打ちし、悔くやしげに眉まゆを寄せる。

　だが、もう一人残っていた。

　天異の背後に、揺ゆれるポニーテールが見える。

　そして──天異の爪つめが闘神に届く前に──

　銃じゆう撃げき音と共に、バケモノを、切り伏ふせた。

「宗高っ！」

　ハルカが歓かん喜きの声を上げる。

　ばん、と青い光が四散する。

　すると、逆再生が如ごとく巨大な根が、巨大な桜が、縮んでいく。

「間かん一いつ髪ぱつ──だな」

　ふっと小さく笑えみを浮うかべる宗高は、刀を鞘さやに戻し、痛みに肩かたを抱だく。

　抜ぬく度たびに刀と共に腕うでが大たい砲ほうのように射出される兵器。

　一度目から、すでに腕への負担が大きい。

　それを、何度も振るってきたのだ。腕の筋肉が、悲鳴を上げていた。

　その痛みに気付かなかったのは、緊きん張ちようの中にいたから。

　その緊張は、もう解かれていた。

　見上げれば、ひらひらと花びらが舞まい落ちていく。

　力、尽つきたかのように。

「綺き麗れい、だな」

　宗高は桜を見上げて、そう呟つぶやいた。

　月明かりに照らされた夜桜が、宗高の緊張を解ほぐし、痛みを思い出させたのだ。

「桜が、小さくなっていく……そうか。あれは、元々、地上にあったのか」

　ハルカは理解した。

　天異の『進化』を導く力で、巨きよ大だい化されていたのだと。

　そう、空から墜おちてきたのは巨大植物ではない。

　その種子でもない。

　一人の、少女だったのだ。

　その少女が、桜を巨大化させ、何年も掛けて力を蓄たくわえていった。

　その力で、さらに昆こん虫ちゆうさえも巨大化させていった。

　何な故ぜ、巨大な桜の花びらが、散ったあとは普ふ通つうの大きさになるのか。

　あれほど巨大な昆虫が、ふっと消えてなくなるのは何故なのか。

　それは、天異の力を失ったから。

　昆虫は消えたのではなく、元の大きさに戻っただけ。

　魔導アーマーは、その力を利用して、人体を強化させている。

　巨大化させるほどの力はないが、人を『進化』させている。

　ダイヤモンドを削けずるのにダイヤモンドを用いるように、天異に対たい抗こうして、天異の力を得る必要があったのだ。

　そして、同じ力で、矢城や宗高を『進化』させていた。

　そう、数十万人で成し遂とげられなかったことを、このちっぽけな小隊が出来たのは、偶ぐう然ぜんではない。

　進化した生物を倒すには、進化した人間しかいないのだ。

「ハルカ……限界だ。頼たのむ」

　首の辺りまで、青く光り出した闘神は、再度ハルカにライトセーバーを渡わたす。

　闘神が、今見たような姿になってしまうのか。

　そう思うと、ハルカはぐっと奥歯を嚙かみしめた。

（あんなもの……ただのバケモノではないかっ！　私は、そんな存在なのかっ！）

　くそ。くそ。くそっ！

　どうすればいいのかわからない。

　何が正しいのかわからない。

　頭が混乱する。

「悪を討うつことが正義だと、以前宗高は言っていたな。では、これから悪になろうとしている者を討つことは正義なのだろうか？」

「ハルカ、ボクは賛成しない。愛する者の命を奪うなんて、正義じゃない」

　宗高は毅き然ぜんとした目でハルカを見つめていた。

　殺人者は確かに悪だが、これから殺人者になろうとしている状態は、悪と呼べない。

　命よりも尊きモノはない。

　ハルカは答えを出せずにいた。

「ハルカのお兄さん、あなたはヒドい人だ。死にたいなら、自分で死ねばいい！　ハルカを愛しているのなら、姿を消してひっそりと死ぬべきだ」

　酷こくなことを言っていると、宗高は気付いていた。

「もう遅おそいんだ。俺の体はもう、自殺出来ない。さっきハルカを庇かばったときに気付いたが、この体は、ほとんど俺の意思から離はなれている」

　このままでは天異になってしまうと闘神が確信したのは、青く変わった部分が、自分の意思とは関係なく動き始めたからだ。

　今はまだ、己おのれの意思で少しは動かせる。

　いや、動き出すのを止めることが出来る。

　ハルカに黙だまって死のうとも、確かに考えた。

　だが──出来なかった。

　闘神が天異の意思を止めているように、天異の体も、闘神の意思を拒きよ否ひしたのだ。

　気付くのが遅かった。

「でも……」

　宗高はどうすればいいのか、分からなかった。

「……ハルカ様」

　矢城が目を覚ました。

　腹部を押さえ、傷がないことに驚おどろきを見せる。

　自分は、確かに貫つらぬかれたはずだ。

　しかし、体のだるさもなく、すっと立ち上がることが出来た。

「本当に、無事なのだな」

　ハルカは嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。

「おお！　矢城っ！　良かった！　本当に！」

　宗高がぎゅっと抱だきしめる。

「桐生……ハルカの代わりに、君が俺を──殺してくれないか？」

　矢城はアゴの下まで青く光る闘神を見て、理解した。

　闘神は、バケモノに変わっていこうとしている。

　その前に、ハルカに殺して欲しいと思っていることを。

「ハルカ様」

　矢城は、そっとハルカに手を添そえる。

　それは、姫香の魔導具であるグローブに包まれた右手。

「闘神の思いを、遂げさせるべきです」

「しかしだ桐生。私たちは、兄様を助けにここまで来たのだ。……これでは、意味がないではないか」

「いや、俺は今──神に感謝している。バケモノになって知らない誰だれかに、知らない内に殺されるぐらいなら、絆きずなを持った愛する者の手で殺されたい」

　誰かの『正義』によって命を終わらせるぐらいなら──

「ふざけるなっ！」

　宗高が声を荒あららげた。

「執しつ行こうされるべきは常に正義だ！　こんなの、正義じゃないっ！」

　宗高は涙なみだを流していた。何か、命を救う方法はないのか？

　それを探さぐるべきだと考えていた。

　愛する者の命を奪うばう。それは『悪』の行こう為いだ。

　だが──その『正義』を果たす術すべを、宗高は知らない。

　せめて、くるりとハルカから、これから始まる『悪の行為』から背を向けることしか、今の宗高には出来なかった。

　闘神は青く染まった腕でハルカの首を絞しめる。

「ぐっ！　兄様──何を……？」

　今首を絞めているのは、兄ではない。

　天異だ。

　弱々しく、まるで生まれたてのように震ふるえている。

　今正に、新たな天異が生まれようとしているのを、闘神が必死に抑おさえているのが、肌はだを通して分かる。

「早く……頼む……」

　闘神の目が、青く光り始めた。

　矢城は闘神の腕を取り、ハルカから引き離す。

「ぐあああああっ！」

　すると、闘神が暴れ始めた。

　猛もう犬けんの如く口を大きく開き、鬼おにのような形相で、ハルカを睨にらみ付ける。

　それはまるで、バケモノのようだった。

「ハルカ様……闘神の思いを、遂げさせてやって下さい。手て遅おくれになる前に」

　ハルカは可か愛わいらしい顔をくしゃくしゃにして、絞しぼり出すように答える。

「分かった──」

　ライトセーバーを両手で摑つかみなおす。

　手は、汗あせばんでいた。

　ハルカは目を瞑つむりたかったが、それは失礼だと、しっかり闘神を見つめる。

　命を託たくされたのだ。

　その瞬しゆん間かんを、妹である自分が目を背そむけてどうする。

　ライトセーバーを闘神の左胸に突つき立てる。

　ずっ、と差し入れる感かん触しよく。

　血は、出なかった。

　そこに、臓器があるのかすら、わからなかった。

「兄様──愛してます」

　ライトセーバーを突き立てたまま、ハルカは兄の体に頰ほおを寄せる。

「ああ、俺もだ。愛してるよ、ハルカ」

　鬼の形相だった闘神は、バケモノから人に戻もどっていった。

　そう、巨大植物が普通の桜の木に戻っていったように。

　闘神の最さい期ごの笑え顔がおは、満たされていた──

　かに、見えた。

　精せい一いつ杯ぱい、幸せを感じているように振ふる舞っている。

　だが、心残りだった。

　死にたい訳がない。

　ハルカと、家族と共に生きること。

　それこそが、それだけが、闘神の幸せ。

　悔くやしい。

　ここで終わることが。

　そこで──闘神の意識は途と切ぎれた。

　青い光がぱん、と弾はじけて、そこに横たわっていたのは、紛まぎれもない、兄の体だった。

　どこも、青く光ってはいない。

　命が終わったとき、天異の力は四散するようだ。

　そう、闘神は、『人間として』死ぬことが出来た。




　この日、ハルカは初めて生き物を殺した。




　ぐっと目を瞑り、こみ上げてきたものを抑おさえ込もうとした。

　絶対に泣くものかと誓ちかった。

　父に家を追い出された日以来、どんなことがあっても泣かないと誓い、それを押し通してきたハルカは、その耐たえていた分、今までの全すべてを吐はき出すかのように──

　堰せきを切ったように泣いた。

　冷たくなった兄の体を抱いだき、桜の花びらを見上げながら。




「まだ、終わってない」




　そう呟つぶやいたのは、宗高だった。

　何を思ったのか、宗高は闘神に駆かけ寄り、胸に手を当てる。

「な、何をしてる？」

　ハルカは赤くなった目を擦こすり、宗高に戸と惑まどいをぶつけた。

「彼は『人間として死んだ』。そうだな？　だったら、矢城のように、生き返らせることが出来るはずだ！　彼がそうしたように」

「私に、出来るだろうか？」

「ハルカ、君がやるんじゃない。みんなでやるんだ」

「宗高の言うとおりですね。ハルカ様一人で出来るかは分かりませんが、みんなでやれば出来る気がします」

　矢城も、闘神に手を添える。

「面おも白しろそうだな。私も交ぜろ──いや、私たちだな」

　弥生が闘神のところへとやってきて、同じく手を添えた。

「魔ま法ほうって奴やつ、子供の頃ころから使ってみたかったんだよな」

　その配下であるバニーボーイたちも、闘神の周りに集合する。

「手を貸してくれるのか？」

　知らない人間たちが参加することに、ハルカは戸惑いを見せていた。

「ここにいるみんなは、桐生矢城や葵闘神に何度も命を救われた奴ばかりさ」

　肩かたを竦すくめるバニーボーイに、ハルカは「ありがとう」と小さく呟く。

「そもそも、闘神を救うために、我々はここに来たのですから」

　矢城の言葉に、皆みなうむと一つ頷うなずく。

　円えん陣じんを組むようにして、みんなが闘神の左胸へ手を添えていた。

　ハルカは目を瞑り、闘神の手を握にぎって祈いのった。

　神でも悪あく魔までもいい。

　キリストでもクリストでもいい。

　誰か、兄を助ける力を分けてくれ。

　その場にいた全員の体を、青い光が覆おおう。

　そして──闘神はハルカの手を握り返した。

　奇き跡せきなんて、簡単に起こる。

　ただ、起こそうとしないだけだ。







「俺は……生きている……のか？」

　うっすらと目を開けた闘神の姿に、ハルカは嬉しくなって涙を流した。

「やった……やったぞハルカ！」

　宗高がハルカに抱きついた。嬉しくて嬉しくて、堪たまらないようだ。

「お前がいてくれて本当に良かった。お前がいなかったら、私は諦あきらめていたかもしれない」

　ハルカは親友の体を、ぎゅっと抱きしめた。

「よっしっ！　まさか私にも魔法が使えるとはな！」

　立ち上がった弥生は、ヘッドギアを外す。

　それは、もう戦せん闘とうの必要はないという意思表示だった。

「おおーっ！」

　バニーボーイたちはヘッドギアを空へ放ほうり投げて、興奮している。

「ハルカが、天異の力を──使ったのか」

　闘神は、左胸に手を当てて、今自分が置かれている状じよう況きようを理解する。

　そして、上半身を起こし、ぎろっとハルカを睨み付けた。

「いいかハルカ。二度とするな。お前がもし意思を失った天異になれば──人類は終わる」

「おい、闘神──」

　助けて貰もらっておいて、なんて言いぐさだと、弥生が苦言を呈ていそうとしたが、それを矢城が止めた。




「だけど、ありがとう。ありがとう、みんな──ありがとう」




　闘神は、額を地面に付けて、何度もその言葉を繰くり返した。

　命がある。

　それをただ、感謝していた。

　次の瞬間──

「あ……れ……？」

　宗高の体から、ふっと力が抜ぬけた。

「ど、どうした宗高」

　体重を掛かけられて、ハルカは人一人の重さに戸惑う。

　続いて、バニーボーイたちが、バタバタとその場に倒たおれていく。

　それはまるで、糸の切れた操あやつり人形のようだった。

「みんなで『天異の力』を使った反動、ということでしょうか？」

　一人だけ、平然とした顔をしている矢城に、闘神はこくりと頷く。

　闘神を生き返らせるために、天異の力を解き放ったために、疲ひ労ろうが一気に襲おそってきたのだ。

　だが、死んでいる訳ではない。

　宗高からは、確かに鼓こ動どうと吐と息いきを感じていた。

「桐生、お前は無事なのか？」

「……いえ、どうやら無理のようですね」

　矢城はそう言って微ほほ笑えんだ。

　何でも出来るスーパーマンのような矢城は、平然としたまま──ハルカの方へと倒れ込んだ。

　宗高を横たわらせ、ハルカは矢城の体を受け止める。

「……お疲つかれ様、だ。──桐生よ」







[image: ]







[image: エピローグ　何回でも死んでこい。矢城]







　全すべてが終わりを迎むかえ、ハルカは屋や敷しきに戻もどった。

　ハルカは一人、体を休めていた。

　天てん異いに貫つらぬかれた手足も、動かしても痛くない程度には回復している。

　だらんと四し肢しを弛し緩かんさせ、ただただ寝ねっ転がって天てん井じようを見上げていた。

「ハルカ様、お食事の準備が出来ました」

　そこへ、矢や城しろがやってくる。

　いや、やってきたのではなく、ハルカの知らない間に、ここにいたのかもしれない。

　戦闘があったことなど微み塵じんも感じさせない、いつもの矢城だった。

「桐生きりゆうか。飯は何にしたのだ？」

「焼き肉でございます」

「ほう、戦勝パーティにはちょうど良いな。宗むね高たかも呼ぼう」

「すでに、呼んであります」

「さすがだな」

　言わずとも行動する。そんな矢城に、ハルカはふふっと笑えみを零こぼす。

「ところでハルカ様」

「どうした？」

「出て行けとおっしゃらないので、私は驚おどろいてます」

「ほう、女子の入浴中にスーツ姿で入ってくることが非常識であるという認にん識しきがあったのだな」

　ハルカは今、湯船の中にいた。

　温泉宿のように広い浴室。

　白を基調にした、清潔感の溢あふれる風ふ呂ろ場ばだった。

　ハルカが大の字に寝そべっても、悠ゆう々ゆうとしていられる湯船だった。

「ふふん、入にゆう浴よく剤ざいで白はく濁だくとしていて全く見えぬだろう？」

　ハルカは勝ち誇ほこったように笑い、湯船の中でごろりと俯うつぶせになる。

　縁ふちに寄りかかって、ばしゃばしゃとバタ足していた。

「見られなければ、問題がないと？」

「さすがに、兄様と二人で来られたなら追い出したがな」

「その、闘とう神じんですが」

「兄様はサーロインが好きだったと記き憶おくしている。良い肉を頼たのむぞ。桐生よ」

「いえ、その闘神なのですが」

「おお、そうだ。明日あしたはペットショップにでも行こうかな。兄様は猫ねこが好きだからな」

「ハルカ様。闘神はもうここにはいません」

「………………は？」

「この屋敷に住むつもりは、ないようです。いつの間にか、姿をくらませました」

「……はぁ……兄様は」

「いつもこうですね」

　言おうとしたことを矢城に言われ、ハルカは大きく笑った。

　葵あおい闘神という男は、いつもひょっこり現れて、そしてひょっこりどこかへ消えていく。

　猫のような気まぐれさを持った人物だった。

　生きているならば、きっとまたひょっこり現れるだろう。

「なあ、どうして兄様は軍にいたのだろう？　何か、やるべきことが残ってるのだろうか」

「……ハルカ様、闘神の部屋に、このようなモノがありました」

　それは、表紙に猫の画えが描えがかれた日記帳のようだった。

　日記なのか、それともただの手記なのか、矢城はこの中に、ハルカの質問の答えがあると知っていた。

　ハルカは矢城からそれを受け取ると、中を確認する。

「桐生よ、中身を見たのか？」

「……失礼ながら、読ませて頂きました」

「全く、相変わらず、常識のない奴やつだな」

「申し訳ございません」

「いや、良い。兄様は私に殺せと言ったとき、ダメならばお前でもいいと言った。──兄様にとって、お前の存在は、私と同程度なのだ」

「恐きよう縮しゆくです」

「ありがとう。兄様の親友でいてくれて。で、軍にいた理由は聞いていたのか？」

　ハルカは、パラパラと流し読みする。

　多くは、ハルカに対しての謝罪や、両親への思いと、その意思を継つぐ決意。

　父の遺志を継いで、必ず天異を駆く逐ちくする。

　葵家の人間としての、役目を果たす。

　軍にいた理由は、そこにすでに書かれていた。

「ハルカ様のお父様は──軍に殺されました」

「なんだと？」

　パラパラとめくり、その記述を探す。

「何らかの理由で、お父様は軍によって殺された。その犯人を探すために、闘神は軍にいると聞きました。恐おそらく、今も」

　矢城の言葉に、ハルカは苛いら立だちを見せる。

　てっきり、父は天異にやられたと思っていた。

　だが違ちがう。

　人間に殺された。

「何な故ぜだっ！　何故…………私が、天異だからか？」

　声を荒あららげたあと、ハルカは自分で理解した。

　人ならざる者。

　人類の驚きよう異い。

　──敵。

　自分は、人類にとって、軍にとって、『敵』なのだ。

「分かりかねます。しかし、そうであるならば、危険が及およぶためにハルカ様を追い出したということも分かります」

「全く、我が家の人間は、みんな秘密主義すぎるな。意地を張って、真実を隠かくして──バカ家族だ」

　ハルカがそうだったように、闘神も、父も、思いを、真実を伝えられなかった。

　本当は、嫌きらってなんかいないと言いたかった。

　ごめんなさいと言いたかった。

　だけど、父は言えなかった。言えないままに──

　自分がそうだっただけに、ハルカはその気持ちが痛いほどよくわかる。

「ところでハルカ様。一つご相談がございます」

「というと？」

　日記帳を閉じて矢城に渡わたしながら、ハルカは聞き返す。

「望もち月づき弥生やよいを、覚えていらっしゃいますか？」

「ああ、あの少し声のデカイ女性だな」

　バニーボーイの先頭で偉えらそうにふんぞり返る弥生の姿を、ハルカは思い出す。

「はい、彼女とその部隊が、命令違い反はんから軍を退たい役えきさせられました。私と同じように、伊い集じゆう院いんに逆らってしまったので」

「逆らっただけでクビか。大変だな」

「そこで、ハルカ様の私兵として雇やとってはいただけないでしょうか？」

「いいだろう。兄様も父様も、天異を滅ほろぼすためならこの葵家の財産を使うことに、何の反対もしないだろう」

　そもそも、原因は自分にある。

　責任は、取ってやるべきだ。

「ありがとうございます」

　矢城は深く頭を下げた。

　そのとき──

「ハルカっ！　ハルカーっ！」

　聞き慣れた声と共に、風呂に飛び込んできた人物がいた。

　ポニーテールの少女──宗高だ。

　あの戦せん闘とうで痛めた右みぎ腕うでを三さん角かく巾きんで吊つっている。

「どうした、血相を変えて風呂場に飛び込んでくるとは…………それほど焼き肉が食いたいのか？」

　焼き肉と聞いて、矢も盾たてもたまらず飛び出してきたと解かい釈しやくしたハルカは、呆あきれた表情を見せていたが、宗高は首を横に振ふる。

「ハルカ──真ま久く良らが、ボクたちのせいで──殺されるかもしれない」

　ハルカは焼き肉パーティが遠ざかっていくのを感じた。







　あとがき







　皆みなさんこんばんは。食べるラー油ブームがまだ終わっていない木き村むらです。

　いかがでしたでしょうか？　え？　今日から始める魔ま導どう訓くん練れんが始まってないじゃないかって？

　えてして、今日から始める～なんて奴やつは始めずに終わったりするもんなのです。

　ちゃんと訓練していれば、錬れん成せいしていれば、こんなに苦戦せずにすんだでしょうね。

　さて、作品の中で、ハルカが『日本史が苦手』という話をしました。

　皆さんの好きな科目はなんですか？

　皆さんの嫌きらいな科目はなんですか？

　私の場合は、好きな科目は国語、嫌いな科目は英語でした。

　国語が好きと言っても、教科書に載のっている物語が好きなだけです。

　今の国語の教科書は、どんな物語が載っているのでしょうかね。

　個人的に、一番印象に残っているのは「注文の多い料理店」でした。

「銀河鉄道の夜」とかも載ってたっけ？

　個人的には、ダイ・ハードの脚きやく本ほんとか、ラーメンズの戯ぎ曲きよくなども載せて欲しいところですね。

　偉い人じんに頼たよるのではなく、勉強になるモノはどんどん取り入れていって欲しいですね。

　日本語は、複雑です。

　複雑だからこそ、面おも白しろい。

　英語が嫌いな理由は、日本語のせいです。

　いい加減、ウォーターが通じないのに頑かたくなに変えないことや、ネイティブな発音を笑う社会をやめて欲しいですね。

　そもそも、英語の教科書に書いてある日常会話が、全然日常じゃないと思うんです。

　丁てい寧ねいすぎるというか、台詞せりふじみているというか。

　高校時代、私は商業高校のド底辺に通っていました。

　その高校での一番最初の英語の授業で──まあ、みんなのレベルを測る意味で、ホントに最初の最初からやっていこうということになりました。

　そこに載っているイラストは、異様に鼻の高い外国人風の男性二人。

　一番最初に習う会話。

　はあ、あれね。私は呆あきれながら、教科書に目を通します。

　一人の男性に、吹ふき出だしがあって……

　ハロー。ハウアーユー。

　出た出た。

　海外ドラマとかでそんなことを言いながら登場した人物を見たことがない。

　はいはい。もうええねん。そんな日常会話。

　なんて小こ馬ば鹿かにしていたら──もう一人の男性の吹き出し。




　ナッシンインパティキュラー。




　えっ！　ナッシンインパティキュラーってなんやねん！

　ハロー、ハウアーユー、の次がナッシンインパティキュラー。

　急に単語のレベル上がりすぎやろっ！

　ちなみに、意味は『別に……』だそうです。

「おう、こんにちわー。調子どうよ」

「別に……」

　日常会話っ！　紛まがう事なき日常会話だわっ！

　アイムファインセンキューアンジューじゃねえのかよっ！

　会話終わってんじゃんっ！

　ウチの高校はおかしい。

　修学旅行が韓かん国こくだったのですが、事前学習で習った韓国語の内容が──

　こんにちは。ご飯のおかわり下さい。うわー、火か事じ場ば泥どろ棒ぼうだー。

　でした。

　うわー、火事場泥棒だー。は、いつ使うんだよっ！　まず、火事がありきだろと。

　今の教科書は、どういう日常会話が書かれているんでしょうね。







　最後に謝辞を。

　この本を手にとって下さった皆様、ありがとうございます。楽しんで頂けたら幸いです。

　イラストを描えがいて下さった種たね田だ優ゆう太たさん。結構な無理難題に応こたえてくれてありがとうございます。

　担当のＭ丘おかさん。仕事しすぎ。無理はしないでくださいね。

　編集部の皆さん、毎回変な肩かた書がきを付けて電話をしてごめんなさい。

　お疲つかれ様さまです、シャズナを抑おさえて新人賞一位の木村ですが──

　お疲れ様です、捕ほ獲かくレベル５のガララ木村ですが──

　こんばんはぁ、森もり、心一です。……森、心一です。←反応が薄いので二回言った。

　は、もう少しウケても良いと今でも思っています。

　それでは皆様、今後ともよろしくお願いします。





木村　心一　　
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カバー・口絵・本文イラスト／種田優太

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎

今日の虫占い／木村心一










はるかぜ小しよう隊たい、錬れん成せいせよっ！１




今日きようから始はじめる魔ま導どう訓くん練れん








木き村むら心しん一いち
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